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es この 「 取 扱 説明 書 」 と 添付 の 保証 書 を よく お 読み の うえ 、 正 し くど 使用 く た 


【 


さい 。 
入 を 確か め て 、 販 


その あと 大 切 に 保管 し 、 わ か ら な いと き ぎ 再 読 し て くだ 


さい 。 


s 店 か ら お 受け 取り くだ 


玩 


CC 


証書 は 必ず 「 お 買上 げ 日 ・ 販 売店 名 」 等 の 売 


e 保 


ーー イ 


この た び ぴ び は 、 パ ナ ソ ニッ ク パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ を お 買い 求め いた だ きま し て 、 
まこ と に あり が と う ご ざ いま し た 。 








e 本 装置 は 、 落 雷 等 に よる 電源 の 瞬時 電圧 低下 に 対し 不都合 が 生じ る こと が あ 
り ま す 。 | 
電源 の 暗 時 電圧 低下 対策 と し て は 、 交 流 無 信 電 替 漆 美 午 等 を 使用 され る こと | 


を お 薦め し ます 。 


(社団 法人 日 本 電子 工業 振興 協会 の パー ソナ ルコ ンピュータ の 亡 時 電圧 低下 
対策 ガイ ドラ イン 表示 に 基づく 表示 ) 






e 漏洩 電流 に つい て 本 機 は 、 社 団 法 人 日 本 電子 工業 振 異 協会 の パソ コン 業界 
虹 準 (PC 一 11 一 1988) に 適合 し て お り ま す 。 

本 機 は 、 第 二 種 情報 装置 (住宅 地域 又は その 隣接 し た 地域 に お いて 使用 され 
る べき 情報 装置 ) で 住宅 地域 で の 電波 障害 防止 を 目的 と し た 情報 処理 装置 等 
- 電波 障害 自主 規制 協議 会 (VCC | ) 基準 に 適合 し て お り ま す 。 

し か し 、 本 装置 を ラジ オ 、 テ レビ ジョ ン 受 信 機 に 近接 し て ご 使用 に な る と 、 
受信 障害 の 原因 と な る こと が あり ます 。 

取扱 説明 書 に 従っ て 正しい 取り 扱い を し て くだ さい 。 


MSX マ ー ク 、MS XView は アス キー の 商標 で す 
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こん な こと が で きま す 


@MSXView (MS X View 使 用 説明 書 ) 


画面 に 表示 され る アイ コン (絵文字 ) に カー ソル を 合 
わせ て ボタ ン を 押す だ け で 、 フ ァイル (プロ グラ ム や 
デー タ ) の 操作 が 簡単 に で きま す 。M S X View 用 の 
いろ いろ な 実用 プロ グラ ム も つい て いま す 。 


る @ ワ ー プ ロロ ・ 標 準 ぶ ふ ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 ) 


ワー プロ 操作 に 慣れ て いる 人 に お すす めし ます 。 
いろ ん な 機能 を 搭載 し た 便利 な ワー プロ ソフ ト で す 。 


る @ ワ ー プ ロロ ・ 初 級 ( 必 ワー プロ 使用 説明 書 ) 


ワー プロ の 初心 者 向け モー ド 。 
画面 の 上 半分 に キー の 説明 な ど を 表示 し ます の で 、 各 
キー の 機能 を 覚え て いな く て も 十分 使え ます 。 


る @ ワ ー プ ロロ ・ レ ッ ス ン (> マ ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 ) 


「 ワ ー プ ロ を まっ た くさ わっ た こと が な い 」 と いう 人 
の た め に 用 意 さ れ た 練習 用 プロ グラ ム 。 画 面 を 見 な が 
ら 表 示 通 り に キー 操作 する と 、 文 章 の 入力 が 練習 で き 
ます 。 


介 アド レス (住所 録 )(② ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 ) 


友人 の 住所 や 電話 番号 な ど を 入力 し て 、 覚 えて お きた 
い 人 の デー タ を 管理 し ます 。 


ネー ムカ ー ド (名 利 帳 )( マ ワー プロ 使用 説明 書 ) 


お 客 様 か らい た だ いた 名 刺 等 の 整理 に 使い ます 。 




















@ A ソラ ベル (や ワー プロ 使用 説明 書 ) 


ビデ オデ テー プ 、 決 セ 宙 ト デ ー デ 、 プ ロッ ピー ディ 必 
の ラベ ル や オリ ジ ナ ル の カー ド が 作れ ます 。 自 分 だ け 
の プラ イベ ー ト ラベ ル を 作っ て お 楽し みく だ さい 。 





@ デ ジ ト ー ク (⑤78 ペ ー ジ ) 


簡単 な P CM 録音 が 楽し め ま す 。 メ イン メニ ュー 画面 
で 自動 的 に 再生 させ る こと も で きま す 。 


@ デ ジ ト ー ク ツー ル (⑤81 ペ ー ジ ) 





P CM 録音 し た 音声 を 編集 し た り 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー 
ル な ど で 作 成 し た 絵 と 組み 合わ せ て 紙芝居 を 作る こと 
が で きま す 。 





@ グ ラフ ィ ッ クツ ー ル ( 逐 103 ペ ー ジ ) 


パソ コン 画面 上 に 絵 を 描い た り 、 文 字 を 表示 する こと 
が で きる 「 お 絵描き ソフ ト 」 で す 。 


る ⑧ カ ラー 印刷 ツー ル ( 逐 172 ペ ー ジ ) 
グラ フィ ッ ク ツ ー ル で 作成 し た 絵 を 、 当 社 製 プリ ン 


タ F SPC 1 と マル チカ ラー リポ ボ ポン カセット を 
使っ て カラ ー 印 刷 が で きま す 。 


@BASIC(DBASIC 入 門 ) 





プロ グラ ム 作 成 は モチ ロン 、 漢 字 BAS1IC や MID 
| 対応 の F M 音 源 用 拡張 BASIC「MSXーMUS 
1C」 も 使え る の で 、 幅 広く BAS 1C を お 楽し みい 
た だ け は け ま す 。 














wp 





こん な こと に 気 を つけ て 





本 体 に つい て の ど ご 注意 





使い か た を まち が える と 故障 の 原因 に な り ま す の で 、 以 下 の 注 意 を 守っ て 正しく 使い まし 


よう 。 

テレ ビ 、 プ リン タ な どの 周 
辺 機器 と の 接続 や 、 カ ー ト 
リッ ジ の 抜き 差し は 、 必 ず 
電源 スイ ッ チ が 切れ て いる 





ラジ オ な どの 受信 機 を 近く 
で 使 も な いで | _ 

受信 機 に 雑音 が 入る こと が 
あり ます 。 





分 解 し な いで ! 
内 部 に 手 を 触れ る と 危険 な 
うえ 、 故 障 の 原因 に な り ま 






(ポー ズ ) ボタ ン 高温 、 低 温 、 多 湿 、 直 昧 日 
は 、 保 存 、 呼 び 出 し 中 に は 光 お よび ほこ り の 多い と こ 
絶対 に 押さ な いで ! ろ で 使わ な いで ! 

(デー タ が こわ れる よ |) 





水 な ど を こぼさ な いで ! 本 体 の 中 に 異物 を 入れ な い 


で 1! 





長 時 間 使わ な か いと き や 電 が 
鳴っ て いる と き は 、 電 源 ス 
イッ チ を 切り 、 電 源 コ ー ド 


ング を コン セン ト か ら 抜 いて ! 
ロ の 1 


強い ショ ッ ク を 
与え な いで ! 








使用 温度 範囲 10 一 35C | 


て 3 
mr. 
Sy 、 














通気 口 を ふさ が な いで ! 重い も の を 上 に 
置か な いで ! 





異常 時 に は 、 販 売店 に 
お 問い 合わ せく だ さい 。 


フロ ッ ピー ディ スク は 、 プ ログ ラム や デー タ を 保存 し て お く た め に 使う も の で す 。 
取り 扱い か た を まち が うと 保存 し た プロ グラ ム や デー タ が 消え て し まっ た り 、 フ ロッ ピー 
ディ スク が 使え な く な っ た りす る こと が あり ます 。 


付属 の シス テム ディ スク は 絶対 に フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し な いで ! 
フォ ー マ ッ ト す る と 、 付属 ソフ ト の プロ グラ ム が 消え て 、 付 属 ソフ ト が 使え な く な っ て 


し まい ます 。 





ディ スク ドラ イブ の | N フロ ッ ピー ディ スク の 内 部 磁気 の ある と ころ (スピ ー 


USE (イン ユー ス ) ラン に 人 秀 れ た り し な いで ! カカ や モー タ の 近く ) で 使っ 
ツガ が 点灯 し て いる と まき は 、 た り 、 置 いた り し な いで ! 
フロ ッ ピー ディ スク を 出し 磁石 は 近づけ な いで ! 
人 れ し な いて で |! 

A 








ほこ り の 多い と ころ や た ば この 煙 な どか ら 遠 ざけ て ご 使用 くだ さい 。 























この 本 の 読み か た 





この 本 は 大 きく 8 つの 童 に 分 か れ て いま す 。 
「 第 1 章 準備 ] は 必ず お 読み くだ さい 。 


「 第 1 章 準 備 」 
各部 の 名 称 や 接続 の し か た な ど 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る まで に 必要 な こと を 説明 し て 
いま す 。 必ず お 読み くだ さい 。 

「 第 2 章 基 本 」 
スタ ー ト の し か た と 終わ りか た 、 キ ー ボ ー ド の 操作 の し か た や 市 販 ソ フト の 使い か た 
に つい て 説明 し て いま す 。 な お 、 パ ソン コン な どの キー 操作 の 経験 の な い 方 は 、「 キ ー 
ボー ド の 操作 の し か た 」 で 、 キ ー の 基本 操作 を 覚え て くだ さい 。 


「 第 3 章 内 蔵 ソ フト 」 
時 計 表示 機能 や カレ ンダ ー 表 示 機能 な ど 内 蔵 ソ フト の 使い か た に つい て 説明 し て いま 
す 。 実際 に 操作 し な が ら 読 み 進 め て くだ さい 。 な お 、 ワー プロ 、 アド レス 、 ネー ムカ ー 
ド 、AV ラ ベル に つい て は 、 別 冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」 を お 読み くだ さい ,。 


「 第 4 章 デジ トー クツ ー ル (音声 編集 )」 
付属 の シス テム ディ スク 2 の デジ トー クツ ー ル の 内 容 お よび 操作 の し か た に つい て 説 
明 し て いま す 。 実際 に 操作 し な が ら 読 み 進め て くだ さい 。 


「 第 5 章 グラ フィ ッ ク ツ ー ル 」 
付属 の シス テム ディ スク 2 の グラ フィ ッ ク ツ ー ル の 内 容 お よび 操作 の し か た に つい て 
説明 し て いま す 。 実際 に 操作 し な が ら 読 み 進め て くだ さい 。 


「 第 6 章 カラ ー 印 刷 ツ ー ル 」 
付属 の シス テム ディ スク 2 の カラ ー 印 刷 ツ ー ル の 内 容 お よび 操作 の し か た に つい て 説 
明 し て いま す 。 


「 第 7 章 デジ トー クツ ー ル (紙芝居 )」 
付属 の シス テム ディ スク 2 の デジ トー クツ ー ル を 使っ た 紙芝居 機能 こつ いて 説明 し て 
いま す 。 


付 録 」 
こま っ た と き の 対 処 の し か た 、 仕 様 、 用語 解説 、 索 引 等 を 記載 し て いま す 。 必 要 な と 
き に 必要 な と ころ を お 読み くだ さい 。 














表記 上 の 約束 


この 本 の 表記 (書き 表し か た ) に は 、 次 の よう な 約束 が あり ます 。 


@ 記 号 の 意味 





特に 注意 し て ほし いこ と の 説明 を し て いま す 。 
必ず 読ん で くだ さい 。 

各 項 目 の 補足 説明 や 、 操 作 内 容 が いく つか の 場合 に 
分 か れる と き の 説 明 を し て いま す 。 

知っ て お く と 役に立ち ます 。 




















|_ Sen 
る @ キ ー の 表記 


・ カ ー ソ ルキ ー は 次 の よう に 表記 し ます 。 ・ 必 要 な 文字 だ け を 表示 する 場合 は 、 そ 
の 文字 を [で 囲ん で 表示 し ます 。 


参照 ペー ジ を 示し ます 。 


wg 

1 
OI O 

! 

al 





@ 画 面 の 表記 
画面 の 色 や 、 表 示 は 実際 と は 異な る 場合 が あり ます 。 











聞き 慣れ な い 用 語 の 解説 














説明 の 中 で 間 き 慣れ な い 用 語 (こと ば ) が で て くる こと が あり ます 。 付録 の 「 よ く 使 われ 


る 用 語 の 解説 ] 


(や 212 ペ ー ジ ) で 説明 し て いま す が 、 次 に あげ る も の は 基本 的 な 用 語 


で すか ら 、 あ ら か じ め 知 っ て お きま し ょ う 。 


ソ フ ト 


プロ グラ ム 
入 カ 
実 行 
メ モ リ 


保 存 


呼び 出し 


ファ イル 


ソン フト ウェ ア 。 コ ンピュータ に 何 か を させ る た め に 作ら れ た プロ グラ ム や 
デー の こと ,。 


コン ピュ ー タ に 何 か を させ る た め 、 一 連 の 命令 を 組み 合わ せ た も の 。 
コン ピュ ー タ に 病 令 や デー タ を 与え る こと 。 

信 力 され た 命令 や プロ グラ ム に し た が っ て 、 実際 に 動作 を 行う こと 。 
コン ピュ ー タ の 内 部 で プロ グラ ム や デー タ を 記憶 する 部 分 。 


メモ リ 内 の プロ グラ ム や デー タ を フロ ッ ピ ー デ ィ スク に 書き 込ん で 残し て 
お く こ と 。 

フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され た プロ グラ ム や デー タ を コン ピュ ー タ 内 に 
読み 込む こと 。 


プロ グラ ム や デー タ の 集合 を コン ピュ ー タ が 管理 し や すい よう に ひと ま と 
め に し た も の 。 フ ァイル 名 は その プロ グラ ム や デー タ の 保存 、 呼 び 出し の 
と き に 便利 な よう に 付け て ある 名 前 の こと 。 


操作 が いく つか に 分 か れる と き に 出る 画面 表示 。 そ の 中 の ひと つ を 選ぶ と 、 
次 の 段階 の メニ ュー が 表示 され ます 。 目的 の 機能 に 行き 着く まで これ を 繰 
り 返 し ます 。 

メニ ュー の 中 の 、 操 作 し た い 機 能 を 選ぶ た め の 絵 表示 。 


アイ コン を 選ぶ と き や 、 画 面 上 で 次 に 処理 を 行う 位置 を 示す マー ク の こと 。 


テレ ビ の S 映 像 端子 に 接続 する 方 式 。 画 像 の 各部 分 に つき 、 明 る さと 色 合 
い を 別々 の 信号 で 伝え る こと に より 文字 や 細い 線 が より 鯉 明 に 映る 。 通 常 
の ビデ オ 接 続 より 画質 が 良い が R GB 接 続 に は 劣る 。 音 声 は オー ディ オ ( 音 
声 ) 端子 を 使っ て 伝え る 。 S 映 像 端子 付き の テレ ビ で の み 可 能 。 














各部 の 名 称 や は た らき 、 接 続 の し か た な ど 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る まで に 
知っ て お か な けれ ば な ら な いこ と を 説明 し て いま す 。 必 ず 一 度 は お 読み く 
だ さい 0) 




















ET クシ と m ツル / 


パッ ケージ か ら 品 物 を 取り 出し て 、 次 の も の が 揃っ て いる か お 確か めく だ さい 。 
万 一 、 不足 が ある 場合 は 、 お 求め の 販売 店 に ご 連絡 くだ さい 。 








栖 1 D | N 型 映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル (1 本 ) 





単 3 乾電池 (2 コ ) ワー プロ 機能 割当 表示 シー ル (1 枚 ) 


NN 





付属 シス テム ディ スク (3 枚 ) MS XView 機 能 オ ー バ パー レイ (1 枚 ) 














保証 書 














「 お 客 様 ご 相談 セ ンタ ー」 一 覧 表 


@ 別 売り 用 品 や 消耗 品 に つい て は 、 巻 末 の 「 別 売り 用 品 一 覧 」 を ご 覧 くだ さい 。 





取扱 説明 書 (本 書 ) (1 冊 ) 
MS X View 説 明 書 (1 冊 ) 
ワー プロ 説明 書 (1 冊 ) 
は が き セ ッ タ ー (1 枚 ) BASIC 入 門 (1 冊 ) 





本 上 一 装 














6) 


マ 
と 
fe 


/ 


連射 速度 調整 つま み SLOT( ス ロッ ト ) 1 
連射 速度 を 調整 し ます 。 カー トリ ッ ジ の 差し 込 
連射 ラン プ み 口 で す 。 (使わ な い 
連射 状態 に する と 点灯 と き は フタ を し て お い 
し 、 設定 され た 連射 束 で だき Li。 
度 に 応じ て 点 減 し ます 。 





ッ ア ンジ ヨッ キー 
あら か じ め 決 め ら れ た 
機能 を 実行 し ます 。 
(回 色 ) 


UU 
Fn 


電池 ボッ クス (底面 ) 
内 蔵 の 時 計 を 動か し 続 ' _ 
けた り 、 メ モリ の 一 部 層 識 
の 設定 を 記憶 させ て お 
く た め の 、 バ パッ クア ッ 
プ 用 乾電池 を 入れ ます 。 







































































































































































特殊 キー 

入力 する 文字 の 選択 や 
修正 、 編 集 、 プ ログ ラ 
ム の 実行 、 制御 な ど に 





使い ます 。( 国 色 ) 
文字 キー 
文字 を 入力 し ます 。 aa a 
( 画 色 ) 取消 キー スペ ポーズ 率 一 
内 蔵 ソ フト で 操作 を 取 空白 (スペ ー ス ) を 和信 
り 消 す と き に 使い ます 。 力 し ます 。 


と 取消 キー は 内 蔵 ソ フト と 




















内 蔵 ソ フト 切替 スイ ツチ 
本 機 の 内 蔵 ソ フト や 、 
MS X View を 使う 場 
合 は 「 入 」、BASI 
C や 市 販 の フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク 版 ソフ ト を 
使う 場合 は 「 切 」 に し 
ます 。 」 


jl ンー 





実行 キー 
内 蔵 ソフ ト で 操作 を 実 
行 する と き に 使い ます 。 











RESET( リ セッ ト ) ボ タン 

現在 パソ コン が 記憶 し 
て いる プロ グラ ム や デ 
ー タ を 消し て 、 電 源 ス 
イッ チ を 入れ た 直後 の 
状態 に 戻し ます 。 (た 
だ し 、 日 付 、 時 刻 、 画 
面 表示 位置 の 設定 は 保 
存 さ れ ま す 。) 


デッキ ギー 
数 字 や 記号 を 入力 し ま 
す 。 (ソフ ト に よっ て 
は 使え な いも の が あり 
ます 。) ( 園 色 ) 


カー ツル キー 
カー ソル を 移動 し ます 。 
(男色 ) 


PAUSE( ポ ー ズ ) ボ タン 
パソ コン の 動作 を 一 時 
的 に 止め ます 。 























前 面 お よび 右側 面 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
ドラ イブ 
プロ グラ ム や デー タ を 
フロ ッ ピ ー デ ィ スク に 
保存 し た り 、 呼 び 出 し 
た りす る と き に 使い ま 
す 。 


ディ スク 取り 出し ボタ ン 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 
取り 出す と き に 押し ま 





IN USE( イ ン ユ ー ス ) ラ ンプ 

フロ ッ ピー ディ スク ド 

ライ ブ が 動作 中 に 点 減 

し ます 。 

高速 モー ドラ ンプ 
高速 モー ド で 動作 中 に 

点灯 し ます 。 
電源 ラン プ 
電源 スイ ッ チ を 入れ る 
と 点灯 し ます 。 

















PORT( ポ ー ト ) 2 
内 蔵 マ イク 
録音 マイ ク が 内 蔵 され PORT( ポ ボー ト ) 1 
て いま す 。 ジョ イ パ ッ ド や マウ ス 


を 接続 する た め の 端 字 


| で す 。 
PAUSE( ポ ー ズ ) ラ ンプ 


CAPS ラ ンプ ポー ズ ポ ボタ ン を 押す と 
[CAPs ) キ ー を 押す と 点 点灯 し ます 。 
灯 し ます 。 

か な ラン プ 


キー を 押す と 点 
灯 し ます 。 





























後面 お よび 左側 面 





S 映像 出力 端子 
テレ ビ の S 映像 入力 
端子 に 接続 し ます 。 a 
マイ ク 接 続 端 子 
RGB/ 映 像 ・ 音 声 出力 端子 eh fichier les 
テレ ビ の RG B21 ピン た め の 端子 で す 。 
マル チ 上 端子 ま た は 映像 プリ ンタ 接続 端子 
(ビデ オ ) ・ 音 声 ( オ プリ ンタ な ど を 接続 す 
ー デ ィ オ ) 入力 端子 に る た め の 端子 で す 。 
ini SLOT( ス ロッ ト ) 2 
カー トリ ッ ジ の 差し 込 
み 口 で す 。 





MID I 出力 端子 

(MIDI OUT) 

MIDI 機 器 の MIDI IN 、 
電源 スイ ツチ 


(入力 ) 端子 に 接続 し ます 。 
押し 込む と 「 信 」、 


も う 一 度 押 す と 「 切 」。 


MID | 入力 端子 
(MIDI ITN) 
MIDI 機 器 の MIDI OUT 
(出力 ) 端子 に 接続 し ます 。 
市 販 の M | D | 対応 音楽 ソフ ト を 
利用 する と き な ど に 使用 し ます 。 


S 端子 の つい た テレ ビ に 接続 する 場合 、 別 売 の S 映 像 コー ド が 必要 で す 。S 
ヽ る 場合 で も 音声 出力 端子 は か な ら ず 接続 し て くだ さい 。(:26 
接続 する 場合 、 別 売 の M 1D | ケー ブル 

















乾電池 を セッ ト し ます 


本 機 に は 、 現 在 の 日 付 と 時 刻 を 記憶 し て いる 時 計 や ワー プロ ソフ ト の 学習 辞書 が ど 、 い ろ 
いろ な 設定 値 を 記憶 する 機能 が あり ます 。 こ れ ら の 機能 を 働か せる た め に は 、 バ ッ ク ア ッ 
プ 用 乾電池 が 必要 で す 。 初 め て 使う と き は 、 接 続 の 前 に 付属 の 乾電池 を 本 体 裏 面 の 電池 ボッ 
クス に セッ ト し て くだ さい 。 

ご 購入 後 、 初 め て 乾電池 を セッ ト し た と き は 、「 購 入 後 初め て 電源 スイ ッ チ を 入れ る 」 

( 〇 42 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 





本 体 裏面 の 電池 ボッ クス の フタ 本 体 の 表示 に し た が っ て 、 乾 電 
を 開け ます 。 . 池 を セッ ソト し ます 





交換 し た 年 月 を ラベ ル に 書き 込 
み ま す 。 





' フタ を 閉 め ま す 。 








e 当 社 製 ネ オハ イト ッ プ 単 3 形 R 6 P (S UM 一 3 (NG) ) の ご 使用 を お すす めし ます 。 
れ 以外 の 乾電池 で は 、 寿命 が 1 年 に 満た な い 場合 が あり ます 。 


の 再 設定 が 必要 と な り ま す 。 


交換 は 電源 スイ ッ チ を 入れ た まま 行っ て くだ さい 。 電源 スイ ッ チ を 切っ て 
を 切っ て 乾電池 を 交換 し た 場合 は 、 内 蔵 ソフ ト 切 替 ス イッ 


、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イプ に シス テム ディ スク 3 を セ 





正しく 接続 し な いと 、 
いよ う 、 よ く 説 明 を 読ん で 接続 し て くだ さい 。 ま た 、 テ レビ の 取扱 説明 書 も お 読み くだ さ 
い 。 


画面 が 表示 され な か っ た り 、 音 が 出 な か っ た り し ます 。 後 で 困ら な 


コノ と 本 4 


テレ ビ の タイ プ に よっ て 接続 の し か た が 違い ます 。 テ レビ の 裏面 を 調べ て くだ さい 。 






Sswwsss 





て て て て て てき や 





、 テ レビ の 場合 ー 
(TIRGB 折 和 』 














し RGB21 ピン マル チ 
_ _ 端子 が つい て いる 


ビデ オ (映像) 入力 
_ 端子 が つい て いる テ 
レビ の 場合 (=「 ビ 
、 デオ 接続 ] 26 ペ ー 
NON IN 


、 いて いる テレ ビ の 場 
(= 「 8 接続 」 ( 
SN 























ビデ オ 接 続 / S 接続 





を ビデオ 接続 
付属 の D | N 型 映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル で 接続 し ます 。 
本 機 を 使う と き は 、 テ レビ の 入力 信号 切換 スイ ッ チ を ビデ オ 入 力 に 合わ せま す 。 


テレ ビ 


オー ディ オ (音声 ) 入力 端子 ( 白 ) 
ビデ オ (映像 ) 入力 端子 ( 黄 ) 
























ョ ン セ ント へ 


RGB ン 映像 ・ 音 声 出力 端 ず 
D | N 型 映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル (付属 品 ) 


を S 接続 

付属 の D | N 型 映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル と 別売 り の S 映像 コー ド (推奨 品 VW 一 CV3 : 当社 
製 ) で 接続 し ます 。 

本 機 を 使う っ とき は 、 テ レビ の 入力 信号 切換 スイ ッ チ を S 映 像 入力 に 合わ せま す 。 


ニレ レー S 映像 入力 端子 














S 映 像 コー ド (VW-CV 3) 
S 映像 出力 端子 














コイ セト 
RGB ノ 映像 ・ 音 声 出力 端 〒 。_ 


。 オーディオ (音声 ) 入力 端子 ( 白 ) D IN 型 映像 ・ 音声 ケー ブル (付属 品 ) 
] eS 接続 で は オー ディ オ 入 力 端子 と R G B ノ 映像 nL 


_e テレ ビ の 入力 信号 切換 スイ ッ チ や ビデ オナ 信号 、 S 信号 な どの ぼ び 方 は テレ ビ の 村 衝 に よ 
な り ま す 。 テ レビ の 取扱 説明 書 を 参照 し て 切り 換え て くだ さい 。 


ゃ スピ ー カ を 内 蔵 し て いな い カ ラー モニ ター ー な ど に ビデ オ 授 続 を する と き は 、 D | 





1 声 端子 ( 白 ) を 他 の 音 軒 機 器 の 音 記入 彰子 に 開か ん で くだ 














別売 り の RGB ケ ー ブ ル (当社 製 、FS-VC3011A) で 接続 し ます 。 
本 機 を 使う と き は 、 テ レビ の 入力 信号 切換 スイ ッ チ を 「RGB」 に 合わ せま す 。 






RGB21 ピ ビン マル チ 忠 子 
RGB ど ゲ 映像 ・ 音 声 出 力 端 子 


RGB ケ ー ブ ル (別売 品 ) 








記 ミ ミ で RGB 入 力 端 が 8 ピン の テレ ビ に は 接続 で きま せん 。 ピ デオ 接続 か 8 接続 を し て くだ さい 。 
eRGB ン 映像 ・ 音 声 出力 端子 と S 映像 出力 端子 を まち が えな いで くだ さい 。 ーー 
@ ス ピー カ を 内 蔵 し て いな い カ ラー モニ ター な ど に RGB 接 続 を する と 、 パソ コン の 音声 が 聞け な 

< な り ま す 。 この 場合 は 、 カ ラー モニ ター な どの モニ ター 出力 端子 と 他 の 音 姓 機 器 の 音声 入力 

子 を 接続 し て くだ さい 、。 ーー 

















MIUIG* 機 芝 と の 接続 


「MIDII に つい て の ご 紹介 


現在 の 電子 楽器 (シン セ サ イ ザー や キー ボー 
ド な ど ) の ほとん ど は 、「M 1D 1」( ミ ディ ) 
と 呼ば れる 共通 の 規格 (約束 ご と ) に し た が っ 
て 作ら れ て いま す 。 

「M1D | 」 は 、 い ろ い ろ な 電子 楽器 を 相互 
に 接続 し て 演奏 する こと が で きる 統一 規格 で 
す 。 

この よう な 電子 楽器 を 、 本 書 で は 「M ID | 
機器 」 と 呼び ます 。 








MID | 機器 に は いろ いろ な 種類 が あり ま 
す 。 ぞ それら を 大 きく 分 ける と 、 他 の MID | 
機器 に 演奏 の 指示 を 与え る も の と 指示 に し た 
が っ て 音楽 を 演奏 する も の の 2 種類 に な り ま 
す 。 

MID | 機器 に は 、 両 方 の 機能 が ある も の と 、 
どちら か の 機能 し か な いも の が あり ます 。 





本 機 に は M 1D | に 対応 する 音源 ( 音 を 発生 
する 回 路 ま た は L S |) は あり ませ ん が 、 信 
力 さ れ た プロ グラ ム に よっ て 他 の MI1D | 機 
器 に 演奏 の 指示 を 与え 、 自 動 演奏 を させ る 機 
能 が あり ます 。 

し た が っ て 、 本 機 に M | D | 機器 を 接続 し て 
演奏 する 場合 、 使 用 する M | D | 機器 は M | 
D 1 に 対応 する 音源 を 内 蔵 す る も の に 限ら れ 
ます 。 





(本 機 を M 1 D | 機器 に 接続 し て も 、M 1D プ 
| 対応 で な い ゲ ー ム な どの 音楽 が M 1D | 機 Wr 
器 で 演奏 され る わけ で は あり ませ ん 。) 




















末 機 を M | D | 機器 に 接続 し て お 使い に な る 場合 の 接続 の し か た を 説明 し ます 。 
M | D | 機器 の 種類 に より 、 接 続 の し か た が 違い ます 。 接続 する M | D | 機器 の 取扱 説明 
書 も よく お 読み くだ さい 。 


。 スピ ー カ 内 蔵 の M 1 D | 機器 で 、 内 蔵 スピ ー カ を 使用 する 場合 (下記 ) 
。 スピ ー カ を 内 蔵 し て いな い M 1 D | 機器 で 、 他 の 音響 機器 の スピ ー カ を 使用 する 場合 
(30 ペ ー ジ ) 備 





MIDI 出 力 端子 (MIDI OUT) 


M 1 D | 機器 (スピ ー カ 内 蔵 ) 





a9 eMID I 出力 端子 と MID I 入力 端子 、RGB ノ 映像 ・ 音声 出力 端子 を まち が えな いよ うに し て 
折 くだ さい 。 

@ 音 源 ( 音 を 発生 する 回 路 ま た は L S | ) を 内 蔵 し て いな い M ID | 機器 に 本 本 機 を 接続 し て も 、 て 

の まま で は 演奏 で きま せん 。 さ ら に 、 そ の M ID | 機器 の MID | THR U 端 子 を 通じ て 、 音源 

を 内 蔵 し て いる M | D | 機器 に 接続 する こと が 必要 で す 。 


MOM 1 D | | N 端 は 、 市 販 の M 8 X 用 M 1D | 対 斉 楽 ソフ ト を 利用 する 場合 に の み 全 


用 で きま す 。 ' 9 a 



































音響 機器 を 使用 する 場合 の 接続 










AUX 入 力 端子 


oie CINE TV 


(LINE OUT) 
MID | 機器 
(スピ ー カ な し ) 


MID | 出力 端 字 
MIUI OUT) 








MID | IN 端子 MID | ケー ブル (別売 品 ) SZーMD 5 一 K 


うに 内 蔵 ス ピー カ の な い M | D | 機器 を 接続 し て 、 パ ソコ ン か ら の 音声 も 聞き た いと き ( 
販 の 外部 スピ ー カ や アン プ 、 ヘ ッ ド フ ォ ン な ど を M | D | 機器 に 接続 し て ご 利用 くだ さい 
部 スピ ー カ や アン プ 、 ヘ ッ ド ホ ン な ど を 使用 する 場合 は 、 そ れ ら の 取扱 明 書 も 

接続 し て くだ さい 。 














その 他 の 機器 と の 接続 


本 機 を より 楽し く お 使い いた だ く た め の 機器 と の 接続 に つい て 説明 し ます 。 
周辺 機器 の 取扱 説明 書 も よく お 読み くだ さい 。 


プリ ンタ の 接続 


MS X View や 内 蔵 の ワー プロ ソフ ト で 作成 し た 文書 や 、 付 属 ソフ ト 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 
で 作成 し た 画像 を 印刷 し た り 、B A S | C を 使っ て プロ グラ ムリ スト な ど を 印字 する と き 


に は 、 プ リン タ が 必要 で す 。 
F S 一 PC 1 の 接続 例 







コン セン ト へ 


コト 


推奨 機種 当社 製 48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS 一 PC1 

※F S 一 PC 1 を お 使い に な る 場合 、 内 蔵 ソ フト や カラ ー 印 刷 ツ ー ル は FS 一 A1WS X 
の ソフ ト と 同様 に 使用 で きま す 。 

※ 当 社 製 プ アリ ンタ F S 一 PW 1 を お 使い に な る 場合 は 、F S 一 PW 1 取扱 説明 書 の 26 ペ ー 
ジ お よび 36 ペ ー ジ の 説明 に し た が っ て 接続 と 各 ス イッ チ の 設定 を し て くだ さい 。 




























ゲー ム や グラ フィ ッ ク ソ フト な ど で 楽 し むと き に 、 キ ー ボ ー ド の 代わ り に 使え ます 。 特 に 
ジョ イ パ ッ ド は 、 ア クシ ョ ン ゲ ー ム な ど 素 早い 操作 を する と き に 便利 で す 。 ま た 本 機 に は 
連射 機能 (⑦57 ペ ー ジ ) が つい て いま す の で 、 連 射 機能 の な い 一 般 の ジョ イ パ ッ ド が 連射 
式 に 早変わり し ます 。 特 に M S XView で は 、 マ ウス を お 使い に な る こと を お 勧め し ます 。 










2 X 用 マウ ス 


推奨 機種 当社 製 ジョ イ パ ッ ド すす 。 
当社 製 MS X 用 マウ ス ドー4JMT 一 月 


デジ トー ク や デジ トー クツ ー ル で 録音 を する と き に 、 内 蔵 マ イク の 代わ り に 外部 マイ ク が 
使え ます 。 雑 音 が 入り に くく 、 よ りき れい な 音 で 録音 で きま す 。 


マイ ク 接 続 端子 


フラ グ ア タ フタ 


推奨 機種 当社 製 マイ クロ ホン  RP 一 VK17 な ど 


(プラ グ ア ダ プ タ RP 一 PA6 0 A を ご 使用 くだ さい 。) 
| [ メモ] "本 械 の 内 蔵 ソ フト 、 付 属 ソ フト を お 使い の 場合 、 マ ウス や ジョ イ パ ッ ド は 、PORT 1 に 接続 
| し て お いて お 使い くだ さい 。 市 販 ソ フト を お 使い の 場合 、POR T (ポー ト ) 1 また は 2 の ど _ 
| ちら か に 接続 し て も か まい ませ ん が 、 ソ フト 側 で 指定 され て いる 場合 は 、 指 定 さ れ た PORT 
に 接続 し て くだ さい 。 一 般 的 に は P O R T 1 が 多く 使わ れ ま す 。 


@ 連射 式 ジ ョ イ パ バッ ド を お 使い の 場合 は 、 本 機 の 連射 機能 を 「 切 」 DORE て SRO EO 

















本 機 に も う 1 台 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 接続 する と 、 フ ァイル (プロ グラ ム や デー 
タ ) を コピ ー す る と き に た い へ ん 便利 で す 。 





内 蔵 ソ フト 切替 
AM 売 


※F S 一 F D 1 A は 、 す で に 生産 を 完了 し て お り ま す の で 、 在庫 に 限り が あり ます 。 





本 機 に 内 蔵 の ワー プロ ソフ ト や 付属 ソフ ト 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 で は 、 当 社 製 イメ ー ジ ・ 
スキ ャ ナ (FW-RSU1W) と 当社 製 イ メー ジス キャ ナン ハン ディ プリ ンタ ・ イ ンタ ー 
フェ イス F S 一 | F A 1 に より 、 イ ラス ト な どの 画像 の 取り 込み が 可能 で す 。 
接続 の し か た に つい て は 、F S 一 | F A 1 の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 


@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 する と 、 メ モリ の 中 の 自由 に 使え る 領域 が 少し 小さ く な り ま 
す の で 、 ソ フト に よっ て は 動か な く な る こと が あり ます 。 、 
この よう な と き は 、 増 設 し た フロ ッ ピー デ ィ ス ク ド ラ イプ を は ず し て ソフ ト を 動か し て くだ さい 。 

e 本 機 の 付属 の シス テム ディ スク 内 の ソフ ト は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 2 台 以 上 増設 し た 
状態 で は 動き ませ ん 。 (内 蔵 ド ライ ブ と 増設 ドラ イブ 1 台 の 場合 は 動き ます 。) | 
@ 周辺 機器 と の 接続 は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を 切っ た 状態 で 行っ て くだ さい 。 ーー 

『 メ モ eBAS1C や MSXーDO S 2 で の ドラ イブ 名 は 、 増設 ドラ イブ が 「A : 」 内蔵 ド ライ ブ が 「C 
: 」 に な り ま す 。 た だ し レコ ント ロー ル 立 ち 上 げ ( 〇 61 ペ ー ジ ) を し た と き は 、 増設 ドラ イブ が 「A_ 
: 」、 内 蔵 ド ライ ブ が 「B : 」 に な り ま す 。 付 属 の シス テム ディ スク 内 の ソフ ト を 使う 場合 は 、 








増設 ドラ イプ に シス テム ディ スク を 入れ コン トロ ー ル 立ち 上 げ を 行っ て くだ さい 。 9 














カー トリ ッ ジ の 接続 


ゲー ム な どの ソフ ト や ー 部 の 周辺 機器 の 中 に 
は 、「 カ ー ト リッ ジ 」 と 呼ば れる 右 の よう な 
形 を し た も の が あり ます 。 


1 個 だ け で 使う 場合 、 通 常 は 2 つの SLOT 
(スロ ッ ト ) の どちら に 差し 込ん で も か まい 
ませ ん 。 2 個 同 時 に 使う 場合 は 、SLOT が 
指定 され て いる 場合 が あり ます 。 ソ フト の 説 
明 書 に し た が っ て くだ さい 。 





差し 込み か た 


電源 ラン プ が 消え て いる こと を 確認 
し ます 。 





カー トリ ッ ジ の ラベ ル 面 (タイ トル 
や 商品 名 が 表示 され て いる 面 ) を 手 
前 (SLOT 1 の 場合 ) 、 ま た は 上 
(SLOT 2 の 場合 ) に し て 、 ま っ す 
ぐに 差し 込み ます 。 


電源 ラン プ が 消え て いる こと を 確認 
し て 、 ま っ すぐ に 抜き 取り ます 。 








ッ チ を 切っ た 状態 で 行っ て くだ さい 。 


ジ の 内 容 や 本 機 が こわ れる こと が あ 














リー ブロ 析 纏 表示 ツー ル の 肌 / 八 7 が た 








ワー プロ 使用 時 に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー や [STOP] ( CLS/HOME [SELECT ) (INS )( DEL ) 
の 各 キ ー に いく つか の 機能 が 割り 当て られ ます 。 ワ ー プ ロ を 使用 する 前 に 、 付属 の シー ル 
を 貼る と 便利 で す 。 














V8 機能 オー パー レイ の 使い か た 


M S X View 使 用 時 に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー や (Esc) (sToP) (SELECT) な どの 各 キ ー に 、 
ワー プロ や B A S | C と は 異な る 機能 が 割り 当て られ ます 。M S XView 使 用 時 に は 、 付 
属 の M S X View 機 能 オ ー バ ー レ イ を 図 の よう に 本 機 の 上 に 置い て お 使い く だ さい 。 





MS XView 機 能 オ ー パ ー レ イ 

















フロ ッ ピ ビ ピー ディ スク に つい て 





フロ ッ ピ ー デ ィ スク は 、 ワ ー プ ロ で 作成 し た 文書 や BAS | C 画 面 で 入力 し た プロ グラ ム 、 
付属 ソフ ト の グラ フィ ッ ク ツ ー ル で 作っ た 絵 な ど を 保存 し 、 必 要 な と き に 呼び 出す こと が 
で きる よう に する た め の も の で す 。 (保存 し な い 場 合 は 、 入 力 し た プロ グラ ム や 文書 な ど 
は 、 電 源 ス イッ チ を 切る と 消え て し まい ます 。) 


| 使え る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 


本 機 で 使え る フロ ッ ピー デ ィ ス ク は 、3.5 イ ンチ フロ ッ ピー ディ スク の 両面 また は 片面 倍 密 
度 倍 ト ラッ クタ イプ で 、 箱 に 「2DD] また は 「1DD」 と 表示 され て いる も の で す 。 
その 他 の 表示 (2HD な ど ) の も の は お 使い に な ら な いで くだ さい 。 

当社 製 3.5 イ ンチ フロ ッ ピー ディ スク AF-MF2DD11 (両面 憶 密 度 倍 トラ ッ ク タ イプ ) を お す 
すめ し ます 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 各部 の 名 称 


オー トシ ャ ッ タ NN WI2ma の ta の 
























オー トシ ャ ッ タ …‥…‥……・ フ ロッ ピー ディ スク 内 部 の プロ グラ ム や デー タ を 記録 する 部 分 
(磁気 シー ト ) を 保護 する フタ の 役目 を し ます 。 絶 対 に 手 で あけ 
だ り し な いで くだ さい 。 


ライ ト プ ロ テク ト タ ブ …‥‥・ フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる 大 切な プロ グラ ム や デー タ 

を 誤っ て 書き 換え た り 、 消 し た り し な いよ うに 、 書 き 込 みや 消去 
を 禁止 する こと が で きま す 。 これ を 「 ラ イト プロ テク ト (書き 込 
み 禁 止 ) する 」 と 呼び ます 。 

















ライ ト プ ロ テク ト の 状態 に な っ て いる と き は 、 下 図 の よう に 、 フ ロッ ピー ディ スク に 穴 が 
見 える 状態 に な か っ て いま す 。 ラ イト プロ テク ト タ ブ を スラ イド させ て 穴 が 見 えな い 状 態 に 
する と 、 ラ イト プロ テク ト が 解除 され ます 。 


el 










/ が 見 える 


MS 書き 込み 可能 。 


フロ ッ ピ ー テ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト に つい て 


プロ グラ ム や デー タ の 和信 っ て いな い 市 販 さ れ て いる フロ ッ ピー ディ スク は 、 始 め て 使用 す 
る 前 に 「 フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 )」 と 呼ば れる 準備 が 必要 で す 。 フ ォ ー マ ッ ト す る に は 、 

BASIC や MS メーDOS 2 の フォ ー マ ッ トト 命令 を 使う 方 法 と 、M S X View や 内 蔵 ソ 
フト (ワー プロ な ど ) の 初期 化 機能 MS XView 使 用 説明 書 」 参照) を 使う 方 法 が あり 
ます 。 必 要 な 操作 が 画面 に 表示 され る ワー プロ 等 の 初期 化 機能 を 使え ば 便利 で す 。 





ンズ テム ディ スク の 予備 を 作る 





付属 の シス テム ディ スク は 大 切な ファ イル が 保存 され て いる の で 、 誤 っ て 消し た り 書 き 換 
えた り し て し まう と 大 変 で す 。 そ ん な 万 一 の た め に 同じ フロ ッ ピー ディ スク を 1 枚 コ ピー 
し て お る (/w ダ ア w プ を と っ て 出 ぐ ) と 、 安心 で す 、 

コピ ー の し か た は 「BAS | C 入 門 」 を お 読み くだ さい 。 


IN USE( イ ンコ ユース ) ラ ンプ に つい て 


IN USE ラン プ (用 22 ペ ー ジ ) は 、 フ ロッ ピー ディ スク に プロ グラ ム や デー タ を 保存 し た 
り 、 呼 び 出 し た り し て いる と き に 点灯 し ます 。 

IN USE ラン プ が 点灯 し て いる と き に RESET (リセ ッ ト ) ボタ ン や PAUSE (ポー ズ ) ボ 
タン を 押し た り 、 電 源 ス イッ チ を 切っ た り 、 フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出し た りす る と 、 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク や その 内 容 を こわ し て し まう こと が あり ます 。 

ご 注意 くだ さい 。 

















フロ ッ ピ ー デ イス ク の 出し 入れ の し か た 





フロ ッ ピー ディ スク は 、 表 面 を 上 に し て 、 オ ー ト シャ ッ タ の 方 か ら 「 カ チッ 」 と 音 が する 
まで 差し 込み ます 。 









オー トシ ャ ッ タ の 方 か ら 入 れる 。 


面 を 上 に する 。 


取り 出し か た 


IN USE ラ ンプ が 消え て いる こと を 確か め 
る 。 


ディ スク 取り 出し ボタ ン を 押す 。 








率 
1 
ピー 
時 
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高速 モー ド に つい て 


本 機 の 動作 に は 、 標 準 モー ド と 高速 モー ド の 2 種類 が あり ます 。 

高速 モー ド で は 標準 モー ド よ り も 動作 速度 が 速く な っ て いま す 。 

た だ し 、 画 面 表 示 や 印刷 な どの よう に 入出 力 を 伴う 場合 の 処理 時 間 は 、 接 続 機器 に 影響 さ 
れる の で 標準 モー ド と 変わ ら な いこ と が あり ます 。 

高速 モー ド で 動作 し て いる と き に は 、 高 速 モ ー ド ラン プ ( 〇 22 ペ ー ジ ) が 点灯 し 、 標 準 
モー ド に な る と ラン プ は 消灯 し ます 。 


高速 モー ド で 動作 させ る に は 


ワー プロ な どの 内 蔵 ソ フト や 本 機 に 付属 の シス テム デイ スク に 収め られ て いる ソフ ト 、 
BASIC、「MSX turbo R」 マ ー ク が 表示 され て いる 市 販 ソ フト (R OM カー トリ ッ 
ジ ま た は フロ ッ ピー ディ スク ) は 高速 モー ド で 動作 し ます 。 

また 、MSX、MSX 2 、MSX 2 十 パ ソコ ン で 作成 し た BAS 1C の プロ グラ ム も 、 高 
速 モ ー ド の BAS 1C の 画面 を 表示 させ て か ら プ ログ ラム を 呼び 出し て 実行 する と 、 高 束 
モー ド で 動作 し ます 。 た だ し 動作 速度 が 異な り ま す の で 、 プ ログ ラム に 一 部 修正 が 必要 な 
場合 が あり ます 。 ' 


以下 の 場合 は 、 標 準 モ ー ド で 動作 し ます 。 


CR OM カー トリ ッ ジ また は フロ ッ ピー ディ スク ) を 使用 し た と き 。 
@MSX、MSX2、MSX 2 十 パ ソコ ン で フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し た フロ ッ ピー ディ 

スク 、 ま た は 本 機 が 標準 モー ド の と き に フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ ピー ディ スク を ディ ス 

ク ド ラ イブ に 入れ た 状態 で 、 次 の 操作 を し た と き 。 

・ 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し て 、 電 源 を 入れ た 。 

・ 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し て 、 リ セッ ト ボ タン を 押し た 。 

・ メ イン メニ ュー 画面 で B AS 1C を 選択 し た 。 


※ 標 準 モ ー ド また は 高速 モー ド で フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ ピ ー デ イス ク の 見 分 け か た 
MSXーDOS 2 の 画面 で 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を ディ スク ドラ イブ に 入れ て 
「CHKDSK B : 」 と 入力 し 、|IN USE ラ ンプ が 消え た ら 調 べた い フ ロッ ピー ディ 
スク を ディ スク ドラ イブ に 入れ て 、 上 を 押し ます 。 

ぞ の と き 、 フ ロッ ピー ディ スク の 使用 状況 を 知ら せる メッ セー ジ が 表示 され ます 。 そ の 
中 に 「 デ ィ ス ク は MS XーDOS 2 で フォ ー マ ッ ト さ れ て いま せん 。」 と いう メッ セー ジ 
が ある 場合 、 そ の フロ ッ ピー ディ スク は 標準 モー ド で フォ ー マ ッ ト さ れ た も の で す 。 























第 2 草 


基本 


スタ ー ト の し か た と 終わ りか た 、 キ ー ボ ー ド の 操作 の し か た 、 市 販 ソ フト 
の 使い か た 、 連 射 速度 調整 つま み と ポ ー ズ ボタ ン に つい て 説明 し て いま す 。 











購 人 後 初め (電源 人 イッ ナ を 人 れる 






さあ 、 ス ター ト し まし ょ う 。 で も 、 そ の 前 に も う 一 度 、 次 の こと を 確認 し まし ょ う 。 
電源 コー ド は コン セン ト に 差し 込ま れ て いま すか ? 

層 本 機 は テレ ビ に 正しく 接続 され て いま すか ( ぱ 25 ペ ー ジ ) 

必 乾 電池 を 電池 ボッ クス に セッ ト し まし た か ?⑦ ( 〇 24 ペ ー ジ ) 


電源 スイ ッ チ の 入れ か た 


ここ で は 、 最 も 一 般 的 な 電源 スイ ッ チ の 入れ か た を 説明 し ます 。 
(MS X View を 使用 する と き の ス ター ト の し か た 必 「M S XView 使 用 説明 書 」) 


接続 し て いる テレ ビ な どの 周辺 機器 の 電 
源 ス イッ チ を 入れ ます 。 

パソ コン と テレ ビ の 接続 方 法 に より 、 テ 
レビ の 入力 信号 切換 スイ ッ チ を 正しく 設 
定 し て くだ さい 。 

また 、 内 蔵 の ディ スク ドラ イブ に シス テ 
ム デ ィ ス ク 2 を 差し 込ん で くだ さい 。 































内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ が 「 入 」 に な っ 
て いる こと を 確か め 、 を 押し な 
が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ ます 。 次 ペー シ > 
の VSHELL 画 面 が 表示 され る まで 、 
キー を 押し 続け ます 。 

この 方 法 で スタ ー ト する と 、 メ モリ の 内 
容 が 消去 され 、 す べ て の 設定 が 設定 前 の 
状態 に 戻り ます 。 次 回 か ら は を 
押さ ず に スタ ー ト し て くだ さい 。 





左 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 

これ は 本 機 が スタ ー ト し 始め た こと を 表 
す 画 面 で 、「M S X の タイ トル 画面 」 と 
呼び ます 。 


まだ を は な さ な い で くだ さい 。 





(MS X の タイ トル 画 面 ) 







ゲー ム な どの 市 販 の ソフ ト を 使う 場合 は I 
ペー ジ ) を お 読み くだ さい 。 に 

ンス テム ディ スク を 差し 込ま な く て も 本 機 は スタ ー ト し ます 。 た だ し 

OT 部 は 、 1 | 




















SEL ee 半量 し ば らく する と 左 の よう な 画面 が 表示 さ 
や れ ま す 。 この 画面 を 「VSHELL の 画 
面 」 と 呼び ます 。 











司 @⑱> 隔 W 図 Mi 


これ で 本 機 の スタ ー ト が 終わ り ま し た .。 
を は な し で くだ さい 、 

















CV S HELL の 画面 ) 
電源 スイ ッ チ の 切り か た 


フロ ッ ピー ディ スク を 使っ て いる 場合 は 、 
IN USE (イン ユー ス ) ラン プ が 消 
えて いる こと を 確か め 、 フ ロッ ピー ディ 
スク を 取り 出し ます 。 






電源 スイ ッ チ を 切り ます 。 


周辺 機器 の 電源 スイ ッ チ を 切り ます 。 








No 他 の 方 法 で 電 源 ス イッ チ を も 
れる 場合 が あり ます 。 
' う まく スタ ー ト で き な か っ た と き は 、 『 こ こん な 





こと が 起こ っ た ら 














@ デ ー タ の 保存 機能 や 書き 換え 機能 の ある ソフ ト を 使っ て いる 場合 は 、 ソフ ト の 使用 癌 明 書 の 指示 | 


hi 













キー ボー ド の 操作 の し か た 







内 蔵 ソ フト や 付属 の シス テム ディ スク ソフ 
ト 、 市 販 の ソフ ト 、BAS |1C を 使う と き 
な ど 、 キ ー ボ ー ド を 操作 し な けれ ば な ら な 
いと き が あり ます 。 ここ で は 、 キ ー ボ ー ド 
の 操作 の し か た に つい て 説明 し ます 。 


まず 、 キ ー ボ ー ド に 慣れ る こと が 大 切 で す 。 ひ と つの キー で 何 種類 も の 文字 や 記号 を 入力 
で きる の で 、 最 初 は お ず か し いよ う で す が 、 何 度 も 練習 し て いる うち に すぐ に 慣れ ます 。 


BASI じ の スタ ー ト の し か が た 


藤 量 馳 仙 0% (GRAPH) を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 








押し て 、 画 面 の 和合 (カー ソル ) を 
同 ⑱> 同 障 か 国 w 電 CBAS1C) に 移動 し 、 


(GRAPH) を 押し な が ら [SELECT) を 2 
度 す ば や く 押し ます 。 


し ば らく し て を を の 画面 が 表示 され ます 。 


















































これ で BAS1C が スタ ー ト し まし た 。 





フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に 付属 の シス テム ディ スク が 入っ て いる 場合 は 、 先 に 取り 出 

さい 。 ーー ミ 
を 度 調整 つ まみ は 、 左端 の 「 切 」 の 位置 に 移動 し て お いて くだ さい 。 
View や 内 感 ソフ ト で の 文字 の 入力 方 法 は 、 そ れ ぞ れ の 説明 書 を 参照 し て く 

















文字 の 人 カモ ー ド 

























キー 入力 に は 、 次 の 6 つの モー ド (入力 状態 ) が あり ます 。 


英 小文字 モー ド 英字 の 小文字 と 数 字 、 英 記号 を 人 力 し ます 。 
英 大 文字 モー ド 英字 の 大 文字 と 数 字 、 英 記号 を 人 力 し ます 。 
ひら が な モー ド びら が な を 入力 し ます 。 

カタ カナ モー ド カタ カナ を 入力 し ます 。 

ロー マ 字 か な 変換 モー ド ローマ字 の つづ り で 、 か な を 入力 し ます 。 
グラ フィ ッ ク モ ー ド  。 グラ フィ ッ ク 記 号 を 入力 し ます 。 


入力 モー ド は 、 や [ CAPS ] で 切り 替え る こと が で きま す 。 
、[ CAPS ] 、 と 入力 され る 文字 の 関係 は 、 下 表 の よう に な り ま す 。 


y を 押す ご と に 、 そ れ ぞ れ の キー の ラン プ が 点灯 消灯 し ます 。 














ER 
EH 


英 大 文字 と 英 記号 
英 小文字 と 英 記号 

ひら が な ひら が な 小文字 と か な 記号 

カタ カナ カタ カナ 小文字 と カナ 記号 

( 玉 : ラン プ が 消え て いる 、 口 : ラン プ が つい て いる 。 ) 

* 1 キー と 一 緒 に 押し た と き 。 

※M S XView で の 文字 の 入力 モー ド は 、 上 の 表 と は 異な り ま す 。 詳 し く は 、 別 冊 の 「M 
S X View 使 用 説明 書 」 を 参照 し て くだ さい 。 


英 小文字 と 数 字 
英 大 文字 と 数 字 































文字 の 人 入力 の し か た 





これ か ら の 説明 で は 、 各 モ ー ド で の [ CAPS ] キ ー と キー の ラン プ の 状態 と 、 
キー の 状態 を 次 の よう に 表し ます 。 


画 ( ロ ) …… キー の ラン プ が 消え て いる (つい て いる ) 。 
題 ( 口 ) ……… [CAPS ] キ ー の ラン プ が 消え て いる (つい て いる ) 。 
[SHIFT ] = ( 重 ) ……… [SHIFT ) キー を 押し て いる (は な し て いる ) 。 


英 小文字 モー ド ( eiS3 古 
まず キー ボー ド の 左上 か ら 順 番 に 文字 キー を 押し て み ま し ょ う 。 次 の よう に 表示 され ます 。 
( し SHIFT ) 量 ) 








ロロ で ロロ ロー ド 半 ロロ ドキ ロロ 1 ロロ ピロ [ ュ ミロ 寺 
ここ べべ に 中 


キー 上 の 左下 (の ⑦ の 位置 ) に 書か れ て いる 英 小 文字 、 
数 字 、 英 記号 が 入力 され ます 。 





先 に 入力 し た 文字 と 区 別 す る た め 、 を 押し て 行 を 変え て くだ さい 。 
この と き 、「Syntax error」 と 表示 され ます が 、 気 に せ ず 進め て くだ さい 。 


今度 は 、 を 押し な が ら 、 同 じ よ うに 入力 し て み ま し ょ う 。 
([SHiFT] = ) 










生ま NE TRUERTGITOI 
HJKL+ ま iRHEUBNMY > 


英 小文字 モー ド で を 押し な が ら 入 力 す る 
と 、 英 字 の 大 文字 また は キー 上 の 左上 (⑤ の 位置 ) に 
書か れ て いる 英 記 号 が 入力 され ます 。 


























の "人 を 二 3 人 CAPS 男 男 か な 星 
(し SHIFT) 量 ) 

















( (SHIFT ) =) 











英 小文字 モー ド の 場合 と 、 英 字 の 大 文字 、 小 文字 の 入力 され る 状態 が 反対 に な っ て いま す 。 


ひら が な モー ド ( 回 な] 





( SHIFT ) 星 ) 


エー。 マテ Li いさ た に トコ 
呈 語 志 コ エ 二 全 出 よ っ F…ー た て いす すれ 記 き に ら 圭 LM 


キ 『 キ 品 ロロ ネー ーー と せ 可 ー 員 も 折ら 
ひら が な モー ド で は 、 キ ー 上 の 右 下 (⑦ の 位置 ) に 書 
か れ て いる ひら が な 、 長 音 記 号 、 濁 点 、 半 濁点 が 入力 
され ます 。 





(し SHiFT] =) 











キー mem 
か な 記号 が 入力 され ます 。 

ここ に 何 も 書か れ て いな い キ ー は 、 ⑦ の 位置 の ひら が 
な が 入力 され ます 。 











































NC CAPS 軒 置か な | ) 
( (SHIFT ] 星 ) 














| Pr rt リ | | 
9 1 TVN コ F コ ミ ェ fl / ロ 
カタ カナ モー ド で は 、 キ ー 上 の 右 下 (⑦ の 位置 ) に 書 
か れ て いる 文字 の カタ カナ が 入力 され ます 。 
(〔SHiFT) =) 





ER や エ オ セ ュ = 


ーー 
PE 


ロー マ 字 か な 変換 モー ド 


英 小文字 モー ド ま た は 英 大 文字 モー ド の と き [ SHIFT ] を 押し な が ら [か な ) を 押す と 、 ロ 
ー マ 字 か な 変換 モー ド に な り ま す 。 こ の と き 、 の ラン プ が 消え て いる と ひら が な 
が 、 ラ ンプ が つい て いる と カタ カナ が 入力 され ます 。 











ロー マ 字 か な 変換 モー ド は 、「 ロ ー マ 字 」 で 読み を 入力 し て 「 か な 」 を 表示 させ る 方 法 で す 。 
押す キー の 種類 は 少な く て すみ ます が 、 キ ー を 押す 回 数 は 増え る こと が あり ます 。 
( 例 : 「 う み 」 と 入力 し た いと き は [U][M)[ と 押す 。) 


ロー マ 字 の つづ りか た は 、「 ロ ー マ 字 ・ か な 変換 表 」 (BAS1C 人 入門 ) を ご 覧 くだ さい 。 

ロー マ 字 の つづ り に は 、 次 の よう な 規則 が あり ます 。 

・「 ん 」 「 ン ]」 は NN (N ま た は 母音 (CA・|・U・E・O) 以外 の 文字 が 次 に くる 場合 
は 、N ひ と つ だ け で も 「 ん 」 「 ン 」 を 入力 で きま す 。) 

・ 人 AA、1、U、E、0、X、N 以 外 の 文字 を 2 つ 続 ける と 、 小 文字 の 「 っ 」 ま た は 「 ッ 」 
に な り ま す 。 

・L 上 の あと に 入力 され た A、|、U、E、O、YA、YU、YO は 、 小文字 の 「 ぁ 」「 ぃ 」 
「 う 」「 え 」「 ぉ お 」 「 ゃ 」 「 ゅ 」「 ょ 」 ま た は 「 ァ 」「 イ 」「 ゥ 」「 ェ エ 」「 ォ 」「 ャ 」 
「 ュ 」「 ョ 」 に な り ま す 。 





eBAS | C や MS XView で 使え る ロー マ 字 か な 変換 と 、 内 蔵 ソ フト の ワー 0 
NN ド は 一 部 異な る 部 分 が あり ます 。 




















また 、 名 読点 や 記号 は 、 次 の キー を 押し ます 。 


読点 で) 句点 (。、) = っ 
a EE 


ーー 


[=] 


・ 長 音 (一 ) 





















































ent Pon ei 





(GRAPH) を 押し な が ら 文 字 キ ー を 押す と 、 キ ー 上 の 
右上 (お の 位置 ) に 書か れ て いる 文字 や 記号 (グラ 
フィ ッ ク 記 号 ) が 入力 され ます 。 ④ の 位置 に 何 も 書 
か れ て いな い キ ー は 、[GRAPH] を 押し な が ら 入 力 し 
て も 何 も 表 示さ れ ま せん 。 












入力 で きる 文字 や 記号 は 次 の 通り で す 。 















































彫 周 同 周 岡 回 同 口 同 唱 に ーー 
に LILI 司 避 回 韻 LIHLIILUM 則 理 晶 理 
敵国 軸 帳 同 に 

正四 次 画 同 同軸 
に ーー 、 上 1 














































































































グラ フィ ッ ク モ ー ド は 、 ロ ー マ 字 か な 変換 モー ド や 市 販 ソ フト 使用 時 に は 使え ませ ん 。 

















[ SPACE ] は 、 1 文字 分 の 空白 (スペ ー ス ) を 入力 する た め の キ ー で す 。 こ の キー も 文字 
キー の ひと つ で す 。 





テン キー ( 下 の キ ー ボ ー ド 図 の 下 


| a a a に 

還 FFOP LM] 
國 引 用 剛 冊 貞 剛 | 較 賠 唱 導 唱 則 貴 | 中 [ 
ーー 固 貴 時 

財 | 員 | 呈 | 員 | 間 | 同朋 時 | 且 | 相当 
ーー 


テン キー は 文字 キー と 違っ て 、 、 し CAPS ]、〔 し SHIFT ] の 状態 に 関係 な く 、 数 字 、 
を 入力 で きま す 。 
























本 






HI 
CU 


dn 


ファ ンク ショ ン キ ー (上 の キー ボー ド 図 の 画 色 の キー) 


ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と 、 各 キー ご と に あら か じ め 定 義 さ れ て いる 内 容 が 入力 され 
ます 。 ま た 、 そ の 内 容 は 、 画 面 下 部 に ファ ンク ショ ン キ ー と 対応 し て 表示 され て いま す 。 
(定義 され て いる 内 容 を K E Y 命 令 で 変更 する こと も で きま す 。 BA S 1 C 入 門 ) 


F 1 も 6 (し + LF1) ) COLOR 15,4,7 十 回 
F 7 ( [SHIFE) LE2] ) ILOADY 
Em CONT 十 回 
ド 9 ( t+ ekE9 ) LIST。 十 周 
F 10 ( TO (sHiFT) 十 (Fs) ) CLS 十 RUN 十 周 










































a 











RUN 十 回 


















LF6 )-[F10 ] は 、 SHIFT ) を 押し な が ら [ F1 )~(F5 ] を 押し ます 。 


@ 連射 束 度 調整 つま み が 左 端 の 「 切 」 の 位置 に な いと (連射 ラン プ が 点灯 し て いる と 、) 
[SPAcE ] を 押し て も 正しく 動作 し な いこ と が あり ます 。 
@ 機 械 語 で 書か れ た プロ グラ ム の 中 に は 、 テ ン キ ー ー が 使え な いも の が あり ます 。 この よう な 場合 に 
_ は 、 文 字 キ ー 上 部 の 数 字 キ ー を 使っ て くだ さい 。 ーー 
@ ワー プロ を 使用 する と き は 、 別冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」 を 参照 し て くだ さい 。 



















特殊 キー (前 ペー ジ の キー ボー ド 図 の 画 色 の キー) 


入力 する 文字 の 選択 や 修正 、 編 集 、 プ ログ ラム の 実行 な ど に 使う キー で す 。 
B A S | C 使 用 時 の それ ぞ れ の キー の 機能 は 次 の 通り で す 。 (内 蔵 ソ フト や 付属 ソフ ト 、 
市 販 の ソフ ト で は 、 多 少 機能 が 違う こと が あり ます 。) 


名 前 ・ 記 号 


キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ を パソ コン に お くる と き に 使い 
ます 。 








カカ テッ ソル キー 


0 の NO 中 思 





_ | 画面 上 で 次 に 入力 する 文字 位置 表す カー ソル を 、 上 下 左 右 に 移 


動 す る と き に 使い ます 。 
カー ソル は 画面 上 で は 、 次 の よう な 形 を し て いま す 。 


カー ソル 位置 に カー ソル 位置 に 挿入 モー ド の 場 
文字 が な い 場 合 文字 が ある 場合 ms) 
(文字 が C の と き ) (文字 が C の と き ) 
カー ソル の すぐ 前 の 1 文字 を 削除 し 、 そ れ に 続く 文字 列 を カー ソ 
ル と と も に 左 へ 1 文字 ずら し ます 。 








カー ソル 位置 の 文字 を 1 文字 を 削除 し 、 そ れ に 続く 文字 列 を 左 へ 
1 文字 ずら し ます 。 





挿入 モー ド に し 、 カ ー ソ ル の 形 を 変え ます 。 (ロー ビ ) 
挿入 モー ド で 文字 キー を 押す と 、 カ ー ソ ル の 直前 に 文字 が 挿入 さ 





れ 、 そ ぞ それに 続く 文字 列 を カー ソル と と も に 右 に 1 文字 ずら し ます 。 


も う 一 度 を 押す か 、 カ ー ソ ルキ ー や 上 回 を 押す と 、 挿 入 モ 
ー ド か ら 抜 け 出 て 、 カ ー ソ ル の 形 も 元 に 戻り ます 。 











他 の キー と 一 緒 に 押す と 、 そ の キー の 別 の 機能 を 働か せま す 。 











カー ソル を ホー ム 位 置 (画面 の 左上 すみ ) に 移動 し ます 。 
と 一 緒 に 押す と 、 画 面 上 の 表示 を 消し 、 カ ー ソ ル を ホー 
ム 位 置 に 移動 し ます 。 





プロ グラ ム の 実行 や リス ト 表 示 を 一 時 停止 させ ます 。 も う 一 度 押 
す と 再開 し ます 。 

[CTRL ] と 一 緒 に 押す と 、 プ ログ ラム の 実行 を 中 断 し ます 。 

この と き は 有 再開 で きま せん 。M S XView で も 使い ます 。 

と 同じ よう に 、 こ の キー だ け で は 使え ませ ん が 、 他 の キ 
ー と 一 緒 に 押す と いろ いろ な 働き を し ます 。 


次 の タプ 位置 まで 空白 を 表示 し 、 カ ー ソ ル を 進め ます 。 タ ブ 位 置 
は 、 画 面 左 より 9 、17、25 文 字 と 8 文字 ご と に 右 に 進み ます 。 


内 蔵 ソ フト や MS XView、 付 属 の シス テム ディ スク 内 の ソフ 
ト 、 市 販 ソ フト で 使い ます 。 


内 蔵 ソ フト や M S XView、 付 属 の シス テム ディ スク 内 の ソフ 
ト 、 市 販 ソ フト で 使い ます 。 


内 蔵 ソ フト で 使い ます 。 


内 蔵 ソ フト で 使い ます 。 


ゲー ム や プロ グラ ム の 実行 を 一 時 的 に スト ッ プ させ ます 。 も う 一 

度 押す と 、 プ ログ ラム が 再開 され ます 。 

デー タ や プロ グラ ム を 保存 し た り 呼 び 出 し た り し て いる と き は 、 

絶対 に 押さ な いで くだ さい 。 

※ [ PAUSE ]」 ボ タン は 誤操作 を 防ぐ た め 、 キ ー ボ ー ド に 押し 込む よ 
うに な っ て いま す 。 




























よく 似 た 形 の 文字 に 注意 し まし ょ う 


文字 キー の キー 上 の 文字 に は 、 よ く 似 た 形 の も の が あり ます 。 パ ソコ ン は 少し で も まち が 
っ た 文字 を 入力 する と 正しく 働き ませ ん 。 
特に 次 の よう な 文字 は 注意 し て 、 正 し く 入 力 す る こと が 必要 で す 。 


・ 」 セミ コロ ン ( 英 記号 ) 

ハイ フン 、 マ イナ ス ( 英 記号 ) 

コロ ン ( 英 記号 ) 

長音 (ひら が な カタ カナ 記号 ) 

半 濁 音 (ひら が な カタ カナ 記号 ) 

濁音 (ひら が な カタ カナ 記号 ) 

ンダ ー ラ イン ( 英 記 号 ) 

点 (ひら が な カタ カナ 記号 ) 

点 (ひら が な カタ カナ 記号 ) 

リオ ド ( 英 記 号 ) 

点 (ひら が な カタ カナ 記号 ) 
ンマ ( 英 記 号 ) 








\ 


に 


?g a (へ | 
a 還 当 < oN 


= 二 還 IEBMKSS ペン 2| 








呈 
: 
= 
” コ 
」 
ーー 
・」 
a 
・ 上 』 
、J 
J 


配合 


記号 の 呼び か た を 覚え まし ょ う 
記号 の 呼び か た を 覚え て お く と 便利 で す 。 
| | コロ ン 


@ | アッ トマ ー ク 
ネ 
[ 1 


アス タリ スク 

左 大 か っ こ 、 右 大 か っ こ 
| { }) | を 中 か っ こ 、 右 中 か っ こ 
|「 」| を カギ か っ こ 、 右 カギ か っ こ 
1 (レス ザン 、 


グレ ー タ ー ザ ン ) 
スラ ッシュ 






イク ウズ スズ タラ メイ ジョ ジ 























アン パー サン ド 

アポ スト ロフ ィ ー、 ま た は 

ーー トト 
左 か っ こ 、 右 か っ こ 

^ | 指数 記号 、 ア ッ プ アロ ー 

| セミコロン 


























ヘン 























入力 し た 駐 字 の 修正 の し か た 





文字 の 入力 を まち が っ て も あわ て る 必要 は あり ませ ん 。 次 の 4 つの 方 法 を 覚え て お け ば 科 
単に 修正 する こと が で きま す 。 


(1 ) [DEL] を 押し て カー ソル 位置 の 不要 な 文字 を 削除 する (削除 ) 。 
(2) を 押し て カー ソル 前 の 不要 な 文字 を 削除 する (前 削除 ) 。 
(3 ) 上 か ら 正 し い 文 字 を 入力 する (上 書き ) 。 
(4 ) [INS ] を 押し た 後 、 抜 け て いる 文字 を 入力 する (挿入 ) 。 
で は 、 具体 的 に 説明 し まし ょ う 。 
画面 を きれ い に し て お く 。 
SHIFT | を 押し な が ら = か 
CLS/HOME | を 押す 。 


英 小文字 モー ド に する 。 
[CAPS ) と [ か な を 押し 


て ラン プ を 消す 。 


LSHIFT ] を 押し な が ら [ S ] Sing a song. 画 
を 押し 、[ 1] [ N][G] 

LSPACE ) [A] [SPACE) 
〔S)(OJ)(N](G] を 電 す 。 



















|「s on9g.] を 消す 。 


(BS) を 5 回 押す 。 ッ っ Sing a 画 


カー ソル を 「a」 に 移動 する 。 
KC を 2 回 押す 。 RE 


「 a 」 を 消す 。 [ 
に 4 Sin9 画 
を 1 回 押す 。 IN 


上 書き で 文字 を 修正 する 


カー ソル を 「 S]」 に 移動 する 。 


KC 〉 を 5 回 押す 。 


「S」 を 「s] に 変え る 。 
を 押す 。 














a 議 当 央 TO 彰 








キー で 文字 を 挿入 する 


| カー ソル を 「 $ 」 に 移動 する 。 ] 
9 KC > を 1 回 押す 。 OR 


. 挿入 モー ド に する 。 
| INS ] を 押す 。 

「The y 」 を 入力 する 。 
を 押し な が ら 


を 押し 、[ 日 ] E 
LSPACE 」 を 押す 。 


MM っ 。 | 9 | の 後ろ に 移動 する 。 
2 They sing 画 


くつ | を 4 回 押す 。 


1 「。 」 を 入力 する 。 、 
に 72 hey sin9g. 
[. ] を 押す 。 








s$ ng 





They Ning 


オー トリ ビー ト 機 能 


同じ キー を 押し 続け る と 、 そ の 文字 が 連続 し て 入力 され ます 。 こ の 機能 を 「 オ ー ト リピ ー 
ト 機能 ]」 と 呼び ます 。 文字 キー だ け で な く 、 カ ー ソ ルキ ー や な ど で も 利用 で きま 























連射 速度 調整 つま みな につい て 



















連射 機能 の な い 一 般 の ジョ イ パ ッ ド や ジョ イス ティ ッ ク が 、 連 射 式 に 早変わり し ます 。 
シュ ー テ ィング ゲー ム を する と き な ど に 便利 で す 。 





連射 速度 調整 つま み 







| 速い 連射 速度 





© 切 ji 


半音 


連射 ラン プ 


連射 速度 の 調整 の し か た 


連射 速度 は 、 連 射 速度 調整 つま み を を 
石 に 動か し て 調整 し ます 。 


左端 の 「 切 」 の 位置 に する と 連射 機能 切 」」llIIIIIIL 速 い 連射 速度 
な し の 状態 に な り 、 連射 ラ ンプ は 消え EH 
ます 。 石 に 動か す と 連射 機能 が 働い て 


連射 ラン プ が 点滅 し 、 連 射 速度 が 速く 連射 な し 
な り ま す 。 ラン プ 消 える 。 
また 、 ト リガ ー ボ タン A (1 ) だ け に 

働き ます 。 


た だ し 、 お 使い に な る ジョ イ パ ッ ド や ジョ イス ティ ッ ク 、 ま た 組み 合わ せ て お 使い に な る 
ソフ ト に よっ て は 、 連 射 速度 調整 つま み が 中 間 位 置 の と き に 連射 速度 が 最高 に な る も の も 
あり ます の で 、 最 適 な 位置 に 合わ せ て お 使い くだ さい 。 


また 、 お 使い に な る ソフ ト に よっ て は 連射 機能 が 働か な い 場合 あり ます 。 そ の と き は 、 
連射 速度 調整 つま み を 左端 の 「 切 」 の 位置 に し て お 使い くだ さい 。 











PAUSE ボ ー ス ) ボ タン に つい て 


ゲー ム な どの プロ グラ ム を 一 時 停止 の 
状態 に し ます 。 
これ を 「 ボ ー ズ 機能 ]」 と 呼び ます 。 





[ PAUSE 」 ボ タン を 押す と 、PAUSE 
(ポー ズ ) ラン プ が 点灯 し ます 。 

















市 販 ソ フト を 使う 





本 機 で 使え る ソフ ト は # 


パソ コン の 販売 店 な ど で は 、 ゲ ー ム や ワー プロ な どの た くさ ん の ソフ ト が 売ら れ て いま す 。 
し か し 、 こ れ ら の ソフ ト す べ て が 本 機 で 使え る わけ で は あり ませ ん 。 

本 機 は TMS X」「MSX 2」「MSX 2 十 」「MS X turbo R」 と いう 共通 の 規格 ( 約 
束 ご と ) に し た が っ て 作ら れ た ソフ ト だ けが 使え ます 。 こ の よう な ソフ ト は 、 箱 の 上 な ど 
に 次 の よう な マー ク が 必ず つい て いま す 。 


Cot od S42+ 


た だ し 、 上 の マー ク が つい て いる ソフ ト で も 、 次 の よう な も の は 本 機 で は 使え ませ ん 。 
人 @ 特 別 な 周辺 機器 が 必要 な ソフ ト 。 


通常 、 箱 の 上 に 「 〇 〇 〇 〇 が 必要 で す 。」 や 「 要 〇 〇 〇 〇 」 な どの 表示 が あり ます 。 
(これ ら は 、「 〇 〇 〇 〇 」 の 部 分 に 書か れ て いる 周辺 機器 を 接続 すれ ば 使用 で きま す 。) 


@ カ セット テー プ 版 の ソフ ト (本 機 に は デー タレ コー ダ は 接続 で きま せん 。) 
よく わか ら な いと き は 、 販 売店 の か た に 聞い て 確か め て か ら お 買い 求め くだ さい 。 


市 販 ソ フト の 種類 


ソフ ト の 形状 に は いく つか の 種類 が あり ます 。 
RoM | R OM 本 体 の SLOT (スロ ッ ト ) に 差し 込ん 
AO カー トリ ッ ジ | で 、 す ぐに 使え ます 。 
| 
0 回 フロ ッ ピ ー 内 蔵 ド ライ ブ プ に 入れ て 、 す ぐに 使え ま 
5 ディ スク ak 


























計 天 彰 














ソリ 條 0- 季 な スタ ー ト 0 し が た 















まず 、 そ ぞ それぞれ の ソフ ト の 説明 書 の 指示 通り に スタ ー ト し て みて くだ さい 。 
(MSXV i eW 対 応 ソ フト に つい て は 、 別冊 の MSXVi eW 説 明 書 も 参照 し て くだ さい 。) 
説明 書 に スタ ー ト の し か た が 書か れ て いな か っ た り 、 説 明 書 の 指示 通り に し て も スタ ー ト 
し な い 場 合 は 、 次 の 方 法 で 試し て くだ さい 。 そ ぞ それで も スタ ー ト し な いと き は 、 販 売店 に お 
問い 合わ せく だ さい 。 


本 機 の 電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 内 蔵 ソフ ト 切 替 ス イッ チ を 「 切 」 に し ます 。 


用 ソフ ト を SLOT (スロ ッ ト ) や 内 蔵 ド ライ ブ (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 増 
リ / 設 し て いる と き は 増設 ドラ イブ ) に 差し 込み ます 。 


| 起源 スィ ッ チ を 入れ る と 、 ほ と ん どの ソフ ト は 自動 的 に スタ ー ト し ます 。 











市 販 ソ フト の 動作 速度 
ト は 、 一 般 に 、「 標 準 」 の 動作 速度 の と き に 正常 に 動作 する よう に 作ら れ て いま す 。 
この た め 、 本 機 は 、 市 販 ソ フト の スタ ー ト 時 に は 自動 的 に 標準 モー ド で スタ ー ト す 
る よう に な っ て いま す 。 

し か し 、 一 部 の 市 販 ソ フト で は 、 高速 モー ド で スタ ー ト し て し まう 場合 が あり ます 。 
この 場合 は 、 一 度 電 源 ス イッ チ を 切り 、 文 字 キ ー の [1 キー を 押し な が ら 電 源 ス 
イッ チ を 入れ 直し て くだ さい 。 




















取 ソ 0 居 な スタ - ト の し が た 


本 機 は フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 内 蔵 し て いる の で 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 
持た な い 機 種 に くら べ て 、 フ リー エリ ア (メモ リ の 中 の 自由 に 使え る 部 分 ) が 少し 小さ く 
な っ て いま す 。 こ の た め 、 カ ー ト リッ ジ 版 の ソフ ト な どの 中 に は 、 メ モリ が 不足 し て 正常 
に 動か な いも の が あり ます 。 こ の よう な 場合 に は 、 次 の 2 つの 方 法 を 試し て みて くだ さい 。 
















フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ が 使う メモ リ の 一 部 を フリ ー エ リア に 変え ます 。 この た め 、 
フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ の 部 の 機能 が 制限 され ます が 、 フ ロッ ピー ディ スク は 使用 
で きま す 。 デ ー タ の 保存 な ど に フロ ッ ピー ディ スク を 使う ソフ ト で 、 メ モリ 不足 の た め に 
正常 に スタ ー ト で き な い 場合 な ど に 試し て くだ さい 。 


本 機 の 電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し ます 。 





ソフ ト を SLOT (スロ ッ ト ) や 内 蔵 ド ライ ブ (フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増 
設 し て いる と き は 増設 ドラ イブ ) に 差し 込み ます 。 





CTRL を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を 入れ ます 。 [CTRLJ は ソフ ト が スタ ー ト し 
て 最初 の 画面 が 表示 され る まで 押し 続け ます 。 











計測 DO 間 








シフ ト 立 ち 上 げ 


フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ が 使う メモ リ を すべ て フリ ー エ リア に 変え ます 。 こ の た め フ 
ロッ ピー ディ スク は 使用 で きま せん 。 





本 機 の 電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し ます 。 





4 ソフ ト を SLOT (スロ ッ ト ) に 差し 込み ます 。 


[SHIFT ) を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を 入れ ます 。(SHIFT J は ソフ ト が スタ ー ト し 
て 最初 の 画面 が 表示 され る まで 押し 続け ます 。 


CALL 命 令 


ソフ ト に よっ て は 、B A S | C の 画面 で CALL 命 令 ([C](Aj(HUU(B] (2] を 入 
力 す る と スタ ー ト する も の も あり ます 。 ( [?⑦] は ソフ ト に よっ て 異な り ま す 。) 


























ソフ ト の スタ ー ト の し か た で は あり ませ ん が 、 次 の よう な 立ち 上 げ か た も あり ます 。 | 








エス ケー ブ 立 ち 上 げ 


エス ケー プ 立 ち 上 げ は 、 パ ッ ク ア ッ プ メモ リ の 内 容 を 初期 化す る た め の ス ター ト 方 法 で す 。 
エス ケー ブ 立 ち 上 げ を 行う と 、BASIC の 「SET SCREEN、 「SET BEE 
PTSET TITLEI TSET PROMP TJ の 各 命 令 で 設定 し た 内 容 が 取り 消 
され ます 。 

また 、 内 蔵 ソ フト や MS X View の 日 付 と 時 刻 の 設定 や 画面 表示 位置 の 調整 Cc] ペー ツジ 7)、 
学習 辞書 、 ユーザー 辞 書 、 外 字 、 作成 し た アイ コン な ども 取り 消さ れ ま す の で 、 調整 し 直 
し て くだ さい 。 


1 を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ 、V SHEL し の 画面 が 表示 され る まで 提 | 





し 続け ます 。 


必要 に 応じ て 、 画面 表示 位置 の 調整 (91 ページ ) や BAS 1C の 各 SET 命 令 | 
行い ます 。 | 





付属 ソフ ト を スタ ー ト する 場合 


ンス テム ディ スク 2 を フロ ッ ピー ディ スク に 差し 込ん で お きま す 。 











内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し ます 。 





電源 スイ ッ チ を 入れ る と 、 付 属 ソ フト が スタ ー ト し ます 。 











こん な こと が 起こ っ た ら 


ここ まで で 「 説 明 し て ある 通り に 操作 を 行っ た は ず な の に うま くい か な か っ た 」 と いう 
か た の た め に 、 よ く あ る 失敗 の 原因 と 対策 の 例 を あげ て お きま す 。 


電源 スイ ッ チ を 人 れ て か らし は らく た つて も 何 も 表 示さ れ な い 





原 因 本 機 や テレ ビ の 電源 コー ド が コン セン ト か ら は ずれ て いる 。 
対 策 本 機 や テレ ビ の 電源 コー ド を コン セン ト に 正しく 接続 する 。 
原 因 本 機 と テレ ビ が 正しく 接続 され て いな い 。 
特に よく ある まち が い は 、 
・ ビ デオ 接続 の と き 、D 1 N 型 映像 ・ 音 声 ケ テー ブル と テレ ビ の 映像 入力 端子 
を 違う 色 の プラ グ で 接続 し て いた 。 
・ 画 面 切替 スイ ッ チ の ある テレ ビ で 、 接 続 に 合わ せ た 画 面 に 切り 替え て いな 
か っ た 。 


「 テ レビ と の 接続 」(②25 ペ ー ジ ) を 参照 し て 、 正 し く 接続 する 。 





原 (ポー ズ ) ボタ ン を 押し て いる 。 


対 策 ポー ズラ ンプ が 点灯 し て いる 場合 は 、[ PAUSE ) ボタ ン を 押す 。 





MSX の タイ トル 画面 が 表示 され た 後 . 何 も 動か な い _ 


因 BAS1C の SE 命令 で パス ワー ド を 設定 し て いる 。 

策 電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し ます 。 続 いて 、 
[GRAPH] と [STOP ] を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を 入れ ます 。 そ ぞ れ ぞ れ の キー 
は 、B AS | C の 最初 の 画面 が 表示 され る まで 押し 続け ます 。 
B AS | C の 最初 の 画面 が 表示 され た ら [S](E][T][SPAcE][TjLj(T)(LIE] 
四 ] 四 回 と 入力 し 、 パ スワ ー ド を 解除 し ます 。 


原 因 S 接 続 の と き 、D 1N 型 映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル が 接続 され て いな い 。 


原 
対 





対 策 S 接 続 の 場合 に は 、 必 ず D | N 型 映像 ・ 音 声 ケ ー ブ プル を 正しく 接続 し ます 。 




















第 づ 上 草 
草 


内 蔵 ソ フト 





ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、A V ラ ベル の 他 に 、 電 卓 、 時 計 ・ カ 
レン ダー 表示 、 画 面 の 表示 位置 調整 、 デ ジ ト ー ク の 機能 が あり ます 。 カ ン 
タン で 使い や すい 、 こ れ ら の 内 蔵 ソ フト を お 楽し みく だ さい 。 


※M S XView に つい て は 、 別冊 の MS X View 使 用 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 
※ ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、A V ラ ベル に つい て は 、 別冊 の ワー 
プロ 使用 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 


























BAS 1C と 同じ よう に 、 内 蔵 ソ フト も VSHELL の 画面 か ら ス ター ト し ます 。 た だ 、 
内 蔵 ソ フト の 場合 は 、 終 の 操作 を する と VSHELL の 画面 に も どり ます 。 





GRAPH ] を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー 
を 押し て 、 画 面 の ぶ (カー ソル ) 
を (内 蔵 ソ フト ) に 移動 し 、 
(GRAPH) を 押し な が ら [SELECT) を 
2 度 す ば や く 押 し ます 。 


VSHELL | Me [ 鱗 前 末 低 00$ 


FME 


時 ⑱> 例 了 か 国 w や 









し ば らく する と 、 本 機 の 内 蔵 ソ フト が ス 
ター ト し 、「 メ イン メニ ュー 画面 」 が 表 
示さ れ ま す 。 








画面 に 表示 され て いる 番号 付き の 絵 は 、 内 蔵 ソ フト の 各 機 能 を スタ ー ト させ る た め の ス 
イッ チ の 役目 を し ます 。 この よう な 絵 を 「 ア イコ ン 」 と 呼び ます 。 
















































































アド レス 
(本 書 ) 
ワー プロ ・ 標 準 
※ 2 A 1 コックピット 
ワー プロ ・ 初 級 (本 書 ) 
※ 2 人 出力 セレ クト 
ワー プロ ・ レ ッ ス ン (本 書 ) 
※ 2 終了 Y(VSHELL) 





表示 され た ば か り の メイ ン メ ニュ ー 画 面 は 、 画面 の 一 部 が 点 減 し 、 し ば らく し て 自動 再生 
音声 と 音楽 が 繰り 返し 鳴り ます 。 音 楽 (自動 再生 音声 ) は 、 い ずれ か の キー を 押す と 止ま 
り ま す 。 こ こ で は 、 (RETURN) キー を 押し ます 。 





























入力 機器 と し て キー ボー ド の 他 に 、 別 売り 
の ジョ イ パ ッ ド 、 マ ウス を 接続 し て 使え ま 
す 。 ど れ を 使う か 決め まし ょ う 。 


また 、 接 続 し て いる プリ ンタ の 種類 と 、 音 
声 ガ イド 、 自 動 再生 機能 を 使う か どう か も 
選び まし ょ う 。 





入出 力 セ レク ト を 選ぶ 。 


| 9 | を 押す 。 き 


入力 デバ イス を 選ぶ 。 
2 を 押す 。 = 


入力 機器 を 決め る 。 







































3 
[= 
内 
蔵 
ソ 
フ 
a : ト 
舌 承 人 層 キー ドド マウ ス パッド 
プリ ン 斑 扱 。 PC1 PA1 PK1 PW1 7 別 
音声 ガイ ド する し な , : 
自動 再生 する し な 
[SHIFT]+ ー ソ で 本 人 革 
MD II ll 
較 記 較 証 + ホ ー ド ?92 パッ ド 
ブリ ンタ PC1 PA1 PK1 PWM 
aa する LA 














rr 
PM TM 


+ ホー ドー 92 
_PC1 PA PK1 
イド する LA 





2 






















































プリ ンタ 選択 を 選ぶ 。 AH カセ L ク 2 ト | 壮 
2 * キ #ー ド 92 719 革 


ea 択 "PC1 PA1 PK1 PW1 7 固 
。 音声 ガイ ド する し な い 


自動 再生 する しない 
[SHIF T]+ [カー ソル ] で 画 折 位 軒 調 














接続 し て いる プリ ンタ を 選ぶ 。 | 軸 加 レク ト | 
デイ スー キ -# ポ - ド マウ 2 パッ 


KC> く ツ | を 押す 。 Pc1 PA1 PK1 PW1 7 
う WE する LA 


自動 再生 する し な い 
[SHIFT]+[ カ ー ソ ツル 用 て 画 画 信 置 調 各 


























ディ スグ ドラ イブ に シス テム 
ディ スク 2 を 入れ 、 


実行 ] を 押す 。 

















音声 ガイ ド ・ 自 動 再生 に つい て 


音声 ガイ ド と は 、「 ワ ー プ ロ 」 な どの 内 蔵 ソ フト の ガイ ド メ ッ セー ジ や エラ ー メ ッ セ ー 必 
音声 で 知ら せる 機能 で す 。 

また メイ ン メ ニュ ー 画 面 を 表示 させ た と き に 内 蔵 ソ フト 「 デ ジ ト ー ク 」 で 録音 し た 音声 
再生 する の が 自動 再生 機能 で す 。 

(で 音声 ガイ ド ま た は 自動 再生 に カー ソル を 合わ せ 、KC 〇 XXO』 で 「 す る 」「 し な い 」 を ぞ 
設定 し ます 。 

自動 再生 を 「 す る 」 に し て シス テム ディ スク 2 また は 「 デ ジ ト ー ク 」 で 音声 を 録音 ・ 保 春 
し た フロ ッ ピー ディ スク を ディ スク ドラ イブ に 入れ て 内 蔵 ソ フト を スタ ー ト させ る と 、 自 
動 再生 が 始ま り ます 。 


e 入出 力 セレ クト の 設定 を 電源 スイ ッ チ を 切っ た 後 も 残し た いと き は 、 ー 度 ワー プロ を ス 
ワリ プロ 合用 説明 書 の 19 ページ に し た が っ て 終了 し て か ら 電 湖 スイ ッ チ を 切っ て くだ さ 
eMS X 仕 様 の 漢字 プリ ンタ 以外 は 使え ませ ん 。 : 

[取消] また は [ESC ] を 押す と 、 設 定 され ず に メイ ン メ ニュ 画面 に 戻り ます 。 
まち が っ て 選ん だ 場合 は 、 カ ー ンー を 使っ て 選び 直し て くだ さい 。 | 




































SN 


画面 に 表示 され る プリ ンタ の 種類 は 、 次 の 機種 を 表し ます 。 


F S 一 PC 1 (当社 製 ) 
FS 一 PA 1 (当社 製 ) 
FS 一 PK 1 (当社 製 ) 
F S 一 PW 1 (当社 製 ) 
HBP-ーF1 F1C(SONY 製 ) 





推奨 機種 当社 製 48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS-PC1 
プリ ンタ に よっ て は 、 ワ ー プ ロ 、 アド レス 、 ネー ムカ ー ド 、AV ラ ベル 、 カ ラー 印刷 ツー 
ル 使 用 時 に 次 の よう な 制限 が あり ます 。 ( 〇 : 可 、X : 不可 ) 
PC 1 PA 1 PK 1 PW 1 | プリ ンタ 1 
の 用 紙 横 使い 〇 x 
使用 時 ね らい 打ち QO x x 
※ X x > 


























アド レス カラ ー 印 刷 
使用 時 x x x x 
ネー ムカ ー ド | カラ ー 印 刷 
使用 時 x x x x 
上 蘭 | 。|・|。 
a 使用 時 x x x 
を 
" 環 虫 " 
を カラ ー 印 刷 x x へ 
_ ツー ル 使 用 時 | ね らい 打ち 
x x x 


*1 HBP-F 1C の み 可 能 


で 実際 に 接続 し て いな い ブ プリ ンタ を 選ん だ 場合 は 、 印 刷 さ れ な か っ た り 、 印刷 が ズ 
が あり ます 。 _ 
*FS 一 PA1、FS 一 PK 1 、F S 一 PW 1 の 生産 は 完了 ア い た し まし た 。 











US I HC 





入力 機器 に よる 操作 の ちがい 











選ん だ 入力 機器 に よっ て 、 操 作 の し か た が ちがい ます 。 


機能 の 選び か た 


る ゃ キーボード を 選ん だ 場合 
MCA る 8 を 数 字 キ ー で 入力 する 。 
ー ソ ル 選 ③ キー を 押し て 、 カ ー ソ ル | | を 選び た い 機 能 に 合わ せ 、 
(本 本 を 


を ゃ ジョイ パッ ド 、 マ ウス を 選ん だ 場合 
・ 各 機能 に 対応 する 絵 に カー ソル い を 合わ せ 、 ト リガ ー ボ タン A ま た は トリ ガー ボ 
タン (1 ) を 押す 。 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 へ の 戻り か た 


選び た い 機 能 と ちがう も の を 選ん で し まっ た り 、 操作 する 機能 を 変え た いと き な ど は 、 次 
の よう に し ます 。 
キー ボー ド を 選ん だ 場合 
を 押す 。 
る を ジョイ パッ ド 、 マ ウス を 選ん だ 場合 


・ 画面 に 表示 され て いる マー ク に カー ソル を 含 わ せ 、 ト リガ ー ボ タン A ま 
た は トリ ガー ボタ ン († ) を 押す 。 


これ か ら の 説明 は 


キー ボー ド を 選ん だ 場合 で 説明 を し て いま す 。 ジ ョ イ パ ッ ド や マウ ス を 使う と き は 、 特 に 
何 も 書か れ て いな いか ぎり 、 次 の よう に 置き 換え て 操作 し て くだ さい 。 


KR 
ト 4 
の 
』 


キー トリ ガー ボタ ン A ま た は トリ ガー ボタ ン (1 ) 
キー トリ ガー ボタ ン B ま た は トリ ガー ボタ ン (TH) 





メモ _@ ジ ョ イ パ ッ ド 、 マ ウス を 選ん だ と き は 、 キ ー ボ ー ド を 選ん だ 場合 と 同じ 操作 も で きま す 。 
ン 。 (取消 J を 押し た 場 き は 、 ひと つ 前 の 画面 に 戻り ます 。 




















テレ ビ に 表示 され た 画面 の 端 が 切れ る と き な 
ど に 、 画面 の 表示 位置 を 調整 し て 、 見 や すく 
する 機能 で す 。 














入出 力 セレ クト を 選ぶ 。 










| AM カセ ルク ト 
ピン 





ブリ ン 2 Pc1 PA1 PK1 RW DA 
| 9 | を 押す 。 っ きま ガ ド する しない _ 





湊 玉 人 策 キ ホ ド マラ ス AVK | 





邊 重用 まき する bi | Ii 
[SHIFT]+ [カー ソル で 本 識 著 。 









を 押し な が ら 
に っ 画面 表示 位置 が 移動 する 。 
を 押す 。 


テテ くり で 器 活 貼 CO 肖 














電卓 を 使っ て 計算 する 


8 桁 ま で の 四則 演算 (た し 算 、 ひ き 算 、 か け 
算 、 わ り 算 ) が で きま す 。 テ ン キ ー と [Al] キ 
ー、[〔C] キ ー だ け で 操作 で きる の で 、 た い へ 
ん 便利 で す 。 


A 1 コックピット を 選べ ぶ 。 
クセ リー 映 還 


を 押す 。 | 時計 ・ カ レン ダー | 
時 刻 ・ 日 付設 


(A 1 コックピット 画面 ) 


| 電卓 を 選ぶ 。 


TE 


> を 押す 。 主計 ・ カ レン ター | 


時 刻 ・ 日 付設 定 


[実行 ] を 押す 。 











計算 の し か た 


キー ボー ド を 使っ て 入力 する と き の キ ー は 、 次 の 通り で す 。 








一 度 に 入力 で きる 数 字 は 8 桁 (小数 点 を 除く ) まで で 、 表 示 で きる 計算 結果 も 8 桁 ま で で 
す 。 
計算 結果 が 9 桁 (1 億 ) 以上 に な る 場合 は エラ ー に な り 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


この と き は 、[A] キー を 押し て 消去 し て くだ さい 。 


EK ICO 


また 、 小 数 部 を 含め て 9 桁 以 上 に な る 場合 は 、 上 位 8 桁 まで が 表示 され 、 ぞ それ 以下 の 桁 は 
切り 捨て られ ます 。 
( 例 ) 61728.392X2= ニ 123456.784 中 123456. 
61728.394X2=123456. 788 中 123456 
人 ie 


・ 数字 を まち が えて 入力 し た と き は 、 
用 [Cc] キ ー を 押す 。 選 正 し い 数 字 を 人 力 する 。 


・ 十 一 、X、 そ を まち が えて 入力 し た と き は 、 
その まま 正しい キー を 押す 。 


・ 計算 結果 を 消す と き は 、 
ゆ [A] キー を 押し ます 。 








時 刻 と 日 付 を 合わ せる 












内 蔵 の 時 計 機 能 に 、 日 付 と 時 刻 を セッ ト し ま 
す 。 

この 設定 を 行う と 、 内 蔵 ソ フト の 「 時 計 ・ カ 
レン ダー」 が 正しく 表示 され ます 。 

また 、 電 源 ス イッ チ を 切っ た あと も 乾電池 に 
より 記憶 され る の で 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る 
た びに 日 付 と 時 刻 を セッ ト す る 必要 は あり ま 
せん 。 


操作 方 法 


A 1 コッ ク ピ ッ ト を 選ぶ 。 


ー アク セ サ リー ーー 


を 押す 。 4 
8) 日 付設 


CA 1 コッ ク Py ト 画 





時 刻 ・ 日 付設 定 を 選ぶ 。 


2 を 押す 。 に 


1 アク セリ リー 年 











し 実行 ) を 押す 。 に 2 AM 12 時 00 分 


1991 征 01 1 








回 て (取消 ) を 押す と 、 A 1 コッ クビ ピット 画面 に 戻り ます A 


Te AR 





「A] を 「P」 に する 。 


例 : 1991 年 1 月 1 日 AM12 時 00 分 を 1999 年 3 月 15 日 P M10 時 58 分 に 合わ せる 。 





| 謎 
[ P を 押す 。 (また は [INS| 咽 記 Pu 12 時 00 人 








カー ソル を 「 12 時 ] の 1 に 
会 


合わ せる 。 レノ 





正しい 時 刻 を 入力 する 。 
| 1 | 0 | を 押す 。 


続い て 、 分 と 日 付 を 正しく 
入力 し ます 。 


[= 実行 ) を 押す 。 


取消 | を 押す と A 1 コッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻り ます 。 








= $ 時 計 の 精度 は 日 差 土 10 秒 以内 で す 。 必要 に 応じ て セッ ト し 直し て くだ さい 。 
6 時 刻 が 大 きく 狂っ て きた と き は 、 乾 電 し て いる と 考え られ ます 。 新しい 電 


[ DEL ) で 切り 替え る 。) 1 昌 人 1991 征 01 1 











gi CO 由 





時 計 : カ レン ダー を 表示 する 






今月 の カレ ンダ ー と 現在 時 刻 を 表示 し ます 。 
また 、1900 年 1 月 か ら 2099 年 1 月 まで の カレ 
ンダ ー も 表示 で きま す 。 


操作 方 法 


A 1 コックピット を 選ぶ 。 





アク セリ リー | ーー 


[ 8 ] を 押す 。 ュ 時 計 ・ カ レン ター | 
時 刻 ・ 日 付設 


(A 1 コックピット 画面 ) 





時 計 ・ カ レン ダー を 選ぶ 。 


と を 


El 
1 








を 押す 。 




















他 の 年 月 の カレ ンダ ー を 表示 する に は 


西暦 1900 年 1 月 か ら 2099 年 1 月 まで の カレ ンダ ー を 表示 で きま す 。 以 下 の 操作 を 組み 合わ 
せ て 、 見 た い 月 の カレ ンダ ー を 表示 させ て くだ さい 。 


・ 前 月 を 表示 し た いと き ②⑳ キー また は [DEL ) キー を 押す 。 
・ 翌 月 を 表示 し た いと き (所 キー また は [INS ] キー を 押す 。 


・ 前 年 同月 を 表示 し た いと き [ SHIFT ) キ ー を 押し な が ら ビ ) キー を 押す 。 
・ 翌年 同月 を 表示 し た いと き [ SHIFT ] キ ー を 押し な が ら 所 キー を 押す 。 


祝祭 日 の 表示 に つい て " 


カレ ンダ ー は 、1990 年 8 月 現在 の 祝祭 日 を 採用 し て いま す 。 祝祭 日 の 施行 年 に か か わら ず 、 
すべ て の 年 が 祝祭 日 表示 され て いま す 。 ま た 、 そ れ 以 後に 制定 され た 祝祭 日 は 表示 され ま 
せん 。 

た だ し 、 春分 の 日 、 秋 分 の 日 は 、 毎 年 政府 の 刊行 物 で 発表 され る た め 、 将 来 の 予想 日 を 表 
示し て いま す 。 

また 、 日 曜日 と 重なっ て いる 場合 は 、 月 曜日 を 振替 休日 と し て 表示 し ます 。 





ga COO 由 











デジ トー ク を 使う 






自分 の 声 な ど を PCM (pulse code 
modulation) 方 式 で 録音 し ます 。 

録音 し た 音声 は 、 メ イン メニ ュー 画面 で 自動 
再生 する こと も で きま す 。( 〇 68 ペ ー ジ ) 
また 、 付 属 の シス テム ディ スク 2 の 「 デ ジ ト ー 
クツ ー ル 」 で 音声 の 編集 も で きま す 。( 必 81 
ペー ジ ) 


スタ ー ト の し か た 








デジ トー ク を 選ぶ 。 

[ 7 ] を 押す 。 上 
ディ スク ドラ イブ に シス テム 
ディ スク 2 を 入れ 、 
を 押す 。 し 2 
音声 ガイ ド を し な いと き は 、 そ の ま 
ま [ 取消 | を 押す 。 
































| 名 虹 
装 ガ イド を する な 5 は 
ッ ス テム ディ ス 2 2 を し て くだ さい 
陵 合 : は い 孤 滑 : い いえ 
[| デジ トー 
引き 再生 6 を # 


・ 保 存 し た 導 刻 は メイ ン メ ニュ ー で 上 自動 再生 で きま す 
・ 付 属 の 7 》 トト)- 応 使え ば は 多 秘 な 坊 集 が で きま す 








(デジ トー ク 画 面 ) 


録音 を する 


市 3 


に = コ ヽ \ 選 で 
首 を 選ぶ 。 


KO くつ 】 で 録音 に カー ソル を 合 、 
わせ て を 押す 。 








操作 は 必要 あり ませ ん 。 





0 lx モ ) e (ESC) を 押す と メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 


_@ ディス ク ド ラ イブ に シス テム ディ スク 2 を 入れ た 状態 で デジ トー ク を 選ん だ と き は 、 人 








録 音 








音 し ます か 7 [ 天 生 は) 限 測 :WUZ 


人 前 出力 し な いす る 








導き 語 ) (0-9 [NE1 で 者 人 


























| 角間 








| 
録音 を 開始 し ます 音声 を 入力 し て くだ さい 








中 章 ・ 鐘 HW 











) を 押す 。 










































] 1 録音 する 音声 を 入力 する 。 


ある 大 き さ 以 上 の 音声 を 入力 する と 自動 的 に 録音 が 始ま り ま す 。 録音 が 始ま る 音 の 大 き さ 
きま 、[ INS ) [DEL で 調整 し ます 。 (下記 参照 ) 

(音符 が 楽譜 の いち ば ん 右 に た どり つく と 録音 が 終わ り ます 。) 

き 昔 が 終了 する と 自動 的 に 再生 が 始ま り 、 録 音 状態 が 確認 で きま す 。 

曇 音 の 途中 で 、[ 取消 ) を 押す と 、 そ の 時 点 で 録音 が 終わ り ま す 。 

を 押す と 、 キ ー を 押す 音 も 録音 され ます 。 気 に な る と き は 、「 デ ジ ト ー ク ツー ル 」 
詞 :81 ペ ー ジ ) を 使っ て 削除 し て くだ さい 。 


に ~ コ ト - ニニ "i 

録音 開始 音量 の 調整 の し か た 

庄 声 を 入力 し て も 録音 が 始ま ら な いと き 、 逆 に 音声 を 入力 し て いな い の に 録音 が 始ま っ て 
し まう と き は 、 録 音 を 開始 する きっ か け と な る 音量 の 大 き さ を 0 9 の 数 値 で 調整 し ます 。 
還 囲 の 雑音 が 小さ いと き は 数 値 を 小さ く 、 逆 に 音 が 大 きい と き は 数 値 を 大 きく 設定 し て 
くだ さい 。 


数 値 を 大 きく し た いと き を 押す 。 
数 値 を 小さ くし た いと き を 押す 。 


録音 時 の 音声 出力 
時 音 中 に 音声 を スピ ー カ ー か ら 出 力 す る か し な いか を KC> 〇 』 を 押し て 設定 し ます 。 


| の 画面 で KC> 〇 』】 を 押し て 「 し な い 」「 す る 」 を 選び ます 。 
音 状態 な ど を 確認 し た いと き に 「 す る 」 を 選び ます 。 


音 時 音声 出力 を 「 す る 」 に 設定 し た と き 、 ス ピー カー に マイ ク を 近づけ た り ボ リュ ー 
< し すぎ る と ハウ リン グ を お こす (ピー と いう 高い 音 が 鳴る ) 場合 が あり ます 。 内 蔵 、 
時 は 「 し な い 」 に 設定 し て くだ さい 。 
音 中 、 ま た は 再生 中 に マウ ス 、 パ ッ ド を 使用 する こと は で きま せん 。 








テ ナ ヽ ご 型 計 避 0OO 畑 











音声 を 保存 する 


録音 し た 音声 を フロ ッ ピ ー デ ィ スク に 保存 し ます 。 音 声 を メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 自動 再生 
する と き は 、 必ず 保存 し て くだ さい 。 


デジ トー ク 画 面 で 保存 を | 全 

選ぶ 、 に 呈し た テーク が あれ 書き 抽 えら れ ます 
よろ し いで すか 7 陳 何 : 孤 測 :UMX 
KC 〇 】 で 保存 に カー ソル を 合 や |( 舞 ) 7 イ ル :PCMDENO.PCP に 時 し ま 9 
わせ て を 押す 。 ( 
ディ スク ドラ イブ に 保存 する フロ ッ 
ピー ディ スク を 入れ 、 を 押 

す 。 

PCMD EMO. PCP は デジ トー ク の 自動 再生 の た め の フ ァイル 名 で す 。 こ こ で 保存 の 
操作 を する と デジ トー ク で 同様 に 保存 され た 前 の デー タ (シス テム ディ スク 2 の あら か じ 
め 保存 され て いる メッ セー ジ な ど ) は 消去 され ます 。 ( 1 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 1 つ 
の 音声 し か 記録 で きま せん 。) 

PCMD EMO. PCP は BLOAD 形 式 の ファ イル な の で 、BLOAD 文 で VR AM に 
ロー ドレ 、BA S 1C の PCMPLAY 文 (細か さ 1 7.875KHz) で 音声 の 再生 が で き 
ます 。 


音声 を 再生 する 






























































デジ トー ク 画 面 で 再生 を 選ぶ 。 1 生 

肌 生 し ます か 7 [芝生 : は い 孤 測 : い WU 
KC 2| で 再生 に カー ソル を 人 9 ます か ? 陵 人 : は い 限 滑 :UU え 
わせ て を 押す 。 
を 押す 。 | 朋 ま 

' 青 和 が 座 イ し まし た 

= [デジ トク | 
を 押す , 
健 音 保存 





使う フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 相 織 で 初期 化し た も の を 使用 し て くだ さい 。 
音量 の メー タ が 黄色 か ら 赤 色 に 変わ る ぐら いで 録音 する と 、 メ イン メニ ュー の 自 
同じ くら い の 音量 に な り ま す 。 _ 


音 し た 音声 の 確認 の た め の も の で す 。 メ イン メニ ュー 画面 で 
に 設定 する 必要 が あり ます 。 





旨 則 滞 
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デジ トー クツ ー ル は 大 きく 2 つの 機能 に 分 ける こと が で きま す 。 そ の 1 つ は 内 蔵 ま た は 外 
部 マイ ク か ら 音声 を 約 8 一 30 秒 間 P CM 録音 し 、 録音 し た 音声 を 編集 し て フロ ッ ピー ディ 
スク に 保存 する 「 音 声 編集 機能 」。 も う 1 つ は 音声 編集 機能 で 作成 保存 し た 音声 ファ イ 
ル と グラ フィ ッ ク ツ ー ル 等 で 作成 保存 し た 画像 ファ イル を 利用 し て 音声 付き の 紙芝居 を 作 
る こと が で きる 「 紙 芝居 機能 」 で す 。 (紙芝居 機能 こつ いて は 179 ペ ー ジ 以降 で 説明 し て い 


ます ) 

寺 吉 往 し 

音声 編集 機能 
きき 声 編集 機能 で 、 マ イク か ら 入 力 され た 音声 は 本 機 の RAM と いう 記憶 場所 に 記憶 され ま 
す 。 この RAM が オー ディ オ の テー プ に 相当 する も の で す 。( た だ し RAM は 電源 を 切る と 
記憶 内 容 は 消え て し まい ます 。) 
画面 に は RAMPN の 音声 が 波形 と バー ( 横 棒 ) で 表示 され る の で 、 この 表示 を 見 な が ら オー 
ディ オ テ ー プ を 切っ た り 、 つ な い だ り する の と 同様 に 編集 し 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 
し ます . 
保存 し た 音声 ファ イル は 、 紙芝居 機能 で 利用 する こと が で きま す 。 
音声 編集 で は 次 の よう な 操作 が で きま す 。 





・ 録 音 (| * |) : 内 蔵 ま た は 外部 マイ ク か ら 音 声 を 録音 し ます 。 

・ 再 生 (| と | : 録音 し た 音声 を テレ ビ の スピ ー カ か ら 鳴 らし ます 。 

. 無 音 ([ る |) : 音声 部 分 を 無音 部 ( 音 の 無い 状態 ) に 変え た り 、 無音 部 を 挿 人 し ます 。 
・ 逆 再生 (| |) : オー ディ オ テ ー プ を 逆 に 回 転 さ せる よう に 、 指定 し た 範囲 の 音声 を 逆 に 


し て 再生 し ます 。 
・ 削 除 (| 3%|) : 不要 な 部 分 の 音 を 削除 し て 詰め ます 。 
・ エ コー : 再生 する と き に エコ ー を か け て 再生 し ます 。 
(ECHO) 
・ ス ピー ド : 有 再生 スピ ー ド を 変え ます 。 
(SPEED) 


・ 保 存 (。 回 ) : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 音声 ファ イル を 保存 し ます 。 音声 デー タ に エコ ー 
を か け て 保存 する こと も で きま す 。 

・ 呼 出 (e 回 ) : 音声 を 重ね た り 、 つ な い だ り し な が ら 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら 章 声 フ ァ 

イル を 呼び 出し ます 。 














ター ト の し か た と 終わ り が た 





内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 
に し 、 シス テム ディ スク 2 を セッ 
ト し て 電源 スイ ッ チ を 「 入 」 に す 
る 。 


デジ トー クツ ー ル を 選ぶ 。 
を 押す 。 


























・ キ ー ボ ー ド だ け を 使う 
・ ジ ョ イ パ ッ ド と キー ボー ド 
を 使う 


・ マ ウス と キー ボー ド を 使う [3 
・ メ ニュ ー 画 面 に 戻る 4 


終わ りか た 


音声 編集 画面 で ぶ を 
に 移動 し 、[ SPACE | を 押す 。 音声 デー タ を 保存 し ます か ? 
3 
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( 紀 護 HmH) ミー マー ナン 生 | 旧 に 























RAM 内 に 音声 デー タ が な い 場 合 は 3 に は | kc いい 4 え 
進み ます 。 



































KS を に 移動 し 、 
を 押す 。 


を 選ぶ と 保存 処理 (や 97 ペー ジ ) 
に 移り ます 。 


cS を [は い | に 移動 し 、 
SPACE ) を 押す 。 











デ ツ トー クツ ー ル 終了 し ます 
よろ し いで すか ? 


) 
いい 


いい 4 











A> 邊 

















面 の 見 か た 


> 






デジ トー クツ ー ル を スタ ー ト する と 次 の よう な 音声 編集 画面 が 表示 され ます 。 

守 庫 の 文字 や マー ク は アイ コン に な っ て いま す 。 キ ー ボ ー ド の カー ソル キー や マウ ス を 
ぼっ て 、 画面 上 の ゅ を ぞ その 位置 に 移動 させ 、[ SPACE ) また は マウ ス 、 ジョイ パッ ド の 
剛 Se A dy C3 Rt RE 

























































































3 録音 : 録音 を 行い ます 。 
* 再 生 : R AM 内 の 音声 を 再生 し ます 。 
ョ 逆 再 生 : R AM 内 の 音声 を 逆さ に 再生 
し ます 。 
ポイ ンタ : 範囲 指定 する 際 の 位置 マー 
ク 。 
ファ イル 名 表示 : 表示 され て いる 波形 
の ファ イル 名 を 表示 
し ます 。 
終了 : デジ トー クツ ー ル を 終了 し ます 。 
3 波形 表示 部 : 録音 し た 音声 を 波形 で 表 
示し ます 。 
9 バー 表示 : R AM の 記憶 内 容 を 色 で 示 
し ます 。 
白色 一 録音 され て いる エリ ア 
濃 青 色 王 録音 され て いな い エ リア 
濃 応 色 三 波形 表示 部 に 表示 され て いる 
エリ ア 
青 色 三 範囲 指定 し て いる エリ ア 


の leWir ⑨ 
mn 
③ 
り ® 
⑤ ⑫ 
⑬ 
ュ Eb ik 放 に rolls 回 
ERASE DELETE 準 財 [ull6mML a * 吾 
Le] &%] TOOL RAW 16 9X] MODE a 3 
。/ZZ/ ⑲/@ の ~@ 
) エ コー : 再生 時 に エコ ー を か け ま す 。 ⑪ 保 存 : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に ファ イル を 
(>92 ペ パージ) 保存 し ます 。 (⑤97 ペ ー ジ ) 
る 範囲 指定 : 編集 する 範囲 を 指定 し ま 呼出 : フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら フ ァイル 
す を 呼び 出し ます 。 ( ぱ 99 ペ ー ジ ) 


⑬ 紙 芝居 : 紙芝居 機能 に 移り ます 。 
(e179 ペー ジ ) 
⑭ 無 音 : R AM 内 の 音声 に 無音 部 を 作り ま 
す 。 (⑤95 ペ ー ジ ) 
⑯ 削 除 : R AM 内 の 指定 し た 範囲 の 音声 を 
削除 し ます 。 ( 必 96 ペ ー ジ ) 
⑯ 音 声 デー タ の 形式 
: 音声 を 編集 する 際 の モー ド を 切り 替 
えま す 。 (⑤②87 ペ ー ジ ) 
⑲ 波 形 表示 切替 : 波形 表示 部 の 倍率 を 変更 
し ます 。 ( ツ 94 ペ ー ジ ) 
⑱ ス ピー ド : 再生 時 の スピ ー ド を 変更 し ま 
す 。 (②92 ペ ー ジ ) 
⑲[<]: 波形 表示 を 1 画面 分 左 に 移動 し ます 。 
⑳TOP : 波形 表示 を デー タ の 先頭 に 移動 
し まず 。 
⑳E ND : 波形 表示 を デー タ の 最後 に 移動 
し ます 。 
@ 人 >] : 波形 表示 を 1 画面 分 石 に 移動 し ます 。 














( 潤 穫 本 叩 ) キー ミー ナマ | に モ 














カー ソル と 波形 表示 


カー ソル K は 、 処 理 を 選ん だ り 、 指 定 し た りす る 際 に 使い ます 。 


カー ソル を 移動 させ る に は 、 
キー ボー ド を 使う 場合 に は カー ソル キー で 移動 させ ます 。 こ の と き 
を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 細 か く 移 動 で きま す 。 


波形 表示 画面 を 移動 させ る に は 、 


@ アイ コン を 使っ て 移動 させ る 方 法 
く を 以下 の アイ コン に 移動 させ て を 押し ます 。 
[<|: 波形 表示 を 1 画面 分 左 に 移動 し ます 。 
| ゅ |: 波形 表示 を 1 画面 分 右 に 移動 し ます 。 
[mi: 波形 表示 を デー タ の 先頭 に 移動 し ます 。 
kg 波形 表示 を デー タ の 最後 に 移動 し ます 。 





@ バー 表示 で の 移動 (画面 に 表示 され て いな い 部 分 へ の 移動 ) 


KK を バー 表示 部 の 任意 の 位置 (デー タ が ある 範囲 ) に 移動 し [SPACE ] を 押 
す と 、 波 形 表 示 画 面 が 切り 替わり ます 。 

録音 され て いる デー タ に よっ て は [ SPACE ] を 押し た と き 、 と 灰色 の 部 分 
が 多少 ずれ る 場合 が あり ます 。 


波形 表示 画面 の 色 

白色 一 一 録音 され て いる エリ ア 

青色 一 一 範囲 指定 し て いる エリ ア (録音 され て いる エリ ア ) 

濃緑 一 一 範囲 指定 し て いる エリ ア (録音 され て いな い エ リア ) 

濃 青 一 一 録音 され て いな い エ リア 

雇 色 一 一 R AM 以外 の 録音 で き な い エリ ア 
R AM 内 の 最終 を 表示 する と き に この 色 が 表 わ れ る こと が あり 
ます 。 








* マウ ス や ジョ イ パ バッド を 使用 し て いる 場合 に は 、 [SPACE ) の わり に トリ ガ ボタ A ま 
は リー ボタ ン (1 ) を 押し て くだ さい 。 _ 











声 ナ ー タ の 形式 を 決め る 


作成 、 編 集 し て いる 音声 デー タ を どの よう に 使う の か に よっ て 、 デ ー タ の 形式 (モー ド ) 
を 指定 する 必要 が あり ます 。( つ 101 ページ) 
形式 に は 次 の 2 種類 が あり ます 。 


「BASIC」 : 音声 編集 機能 や 紙芝居 機能 ( 〇 179 ペ ー ジ ) の 他 に 、 紙 芝居 の BASIC の プ 
ログ ラム ( 〇 193 ペ ー ジ ) を 作成 する こと が で き 、 デ ー タ を BASIC で 利用 
で きま す 。 
(ファ イル の 拡張 子 は 「.PCP」 サン プリ ング レー ト 8KHz 容量 64KB 
録音 時 間 約 8 一 12 秒 ) 

「 ツ ー ル 」 : 音声 編集 機能 や 紙芝居 機能 が 利用 で きま す 。 
この モー ド で 保存 し た デー タ は 、BASIC で は 利用 で きま せん 。 
(ファ イル の 拡張 子 は 「.PCK」 サン プリ ング レー ト 8KHz 容量 160KB) 
録音 時 間 は 長く な り ま す 。( 約 20 一 30 秒 ) 


音声 編集 画面 で モー ド 表 示 (画面 テー モー ド # 誤 し て くだ さい 四 旨 7 
中 央 「MODE」 の 文字 の 右 ) に 











TO0L BASICI 














く を 移動 し 、 | 。 2E り 160K 


| この モー ド で 作成 し た アー タ は 、 紙 居 の 章 寺 デー タ と し て 
を 押す 。 人 で きま け 。 た だ し B AS 1 C で は 仕 有 で きま せん 。 








目的 の モー ド に KS を 移動 し 、 テー2 還 - ド を 表し て くだ & い 男 R7 
SPACE ) を 押す 。 He ND 


メモ リ 容量 64K 
この モー ド で 作成 し た アー タ は 、 紙 選 の 音声 デー タ と し て 
使用 で きま す 。 また BAS 1C で も 使用 で きま す 。 

















( 滞 半 HH) デー マ さ ー テ Hl 




















KS を | 選択 終了 | に 移動 し 、 
SPACE 」 を 押す 。 














lvllo haneelecnoll view | SPEED POINTER 
ALL ON RLL IIWuleh «fl» 
ERASE DELETE [panr]| [oFe] [wv [vl [Nommar 


% crm wooe[] SLOW 





























































































































ref| END| 






































範囲 を 指定 する (RANGE 





この 先 の 操作 の うち 録音 、 再 生 、 保 存 、 逆 再生 、 無 音 、 削 除 等 は 、 音 声 デ ー タ の すべ て ま 
た は 一 部 分 に つい て 行え ます 。 操作 を 行う 前 に 、 操 作 の 対象 に な る 範囲 を 指定 する 必要 が 
あり ます 。 こ こ で は 範囲 の 指定 方 法 を 説明 し ます 。 


KS を 「RANGE」 の |ALLI 
(全部 ) また は | P A R T| (一 部 ) 


に 移動 し 、| SPACE | を 押す 。 L 2 
| AL L | を 選ん だ 場合 は 、 | 回 の 操作 


は あり ませ ん 。 








| 始点 を 指定 し て くだ さい 





を 選ん だ 場合 


KS を 波形 表示 画面 の 指定 する 範 
囲 の 始点 に 移動 し 、 


を 押す 。 


(波形 表示 画面 の 移動 86 ペ ー ジ ) 





終点 を 指定 し て くだ さい 








ail 














きき を 波形 表示 画面 の 指定 する 範 































































































囲 の 終点 に 移動 し 、 
SPACE ) を 押す 。 

< | ps Neg | viEW || seeeo ] PP っ 古 

三 tr] 避 必 人 [isW 8 

ENASE DELETE IM wn [NORMAL = 

し * xsimer i 

















を 選ん だ 場合 は 、R AM 内 に ある 音声 デー タ の 先頭 か ら 最後 まで が 範 団 と な り ま 
す 。( 波 形 表示 画面 、 白 色 の エリ ア ) 


波形 表示 部 の 左端 (また は 右端 ) を 指定 し た いと き は 、 波 形 表示 部 より を ( ま 
た は 右 ) に は み 出 し た 部 分 に カー ソル を 移動 し を 押す と 、 指 定 で き 
ます 。 





























内 蔵 マ イク また は 外部 マイ ク か ら 音 声 を 録音 
し ます 。( 外 部 マイ ク を 接続 する と 自動 的 に 
外部 マイ ク を 使用 する モー ド に 切り 替わり ま 
す 。) 

録音 され た 音声 は 一 度 RAM と いう 記憶 場所 
に 記憶 され 、 画 面 に 波形 で 表示 され ます 。 

R AM 内 の 音声 は 、 一 部 を 録音 し 直し た り 、 
フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する こと が で きま 
す 。 


88 ペ ー ジ の 手順 で 録音 を する 位置 
と 範囲 を 指定 する 。 


っ を [| e | に 移動 し 、 
を 押す 。 


RAM 内 に 音声 が 記録 され て いる 状態 で 
範囲 指定 を A L し に し て 録音 する と き 、 
記録 され て いる 音声 を 消去 し て も 良い 
か どう か の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
消去 し て も 良い と き は KR を [は い ] に 
移動 し て [ SPACE ) を 押し ます 。 


録音 開始 | に を 移動 し 、 


LSPACE ) を 押す 。 


内 蔵 マイ ク ま た は 外部 マイ ク か ら 
音声 を 入力 する 。 


を 押す と 途中 で 録音 を 中 止 し 只 
まず 。 
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ECHO VIEW | SPEED POINTER 
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録 音 中 
[ 取 滑 : 魚 



























































POIN 


TER 





ON ALL IIWUIIHIGH 








= 
ERASE DELE 
[ 














|< 





























>> 





OFF | [rv [VV ||INORMAL 








TE PART 

















< 記 e 回 WIEW 


% TOOLRAW160KlMo0E | | 





END 




















lm 


[sLow | 














* 碧 
* 百 
回 





( 潤 符 胃 叫 ) モー ご さ ー テ ナン 
























































録音 開始 音量 に つい て 


ある 一 定 音量 の 音声 が 入力 (感知 ) され た 時 点 で 、 自 動 的 に 録音 が 開始 され ます 。 録音 開 
始 音 量 と は 、 ど れ く らい の 音量 の 音声 で 録音 を 開始 する か を 決め る 値 で す 。 設定 が 小さ い 
と まわ り の 雑音 等 を 感知 し て 録音 が 開始 され て し まう こと が あり ます の で 、 週 度 な 値 に 設 
定 し て くだ さい 。( 初 期 値 は 5 ) 


設定 の し か た 
く を 、 値 を 増やす 場合 は | 十 | に 、 減 ら す 場合 は | 一 に 移動 し を 押す 。 


・ 雑 音 が 多く 音 を 出す 前 に 録音 が 始ま る 一 値 を 増やす 
・ 録音 す る 音声 が 小さ く て 録音 が 始ま ら な い 一 値 を 減ら す 


音声 を 聞き な が ら 録音 する と き ( 録 音 時 音声 出力 ) 


録音 時 に マイ ク か ら 入 力 さ れ た 音声 を 、 テ レビ の スピ ー カ か ら 出 すこ と が で きま す 。 た だ 
し 、 内 蔵 マ イク で 録音 する 場合 に は ハウ リン グ (ピー と いう 不快 音 が 鳴る ) が 起こ る こと 
が あり ます か ら 、 必 ず 「 し な い 」 に 設定 し て くだ さい 。 

外部 マイ ク で 録音 する 場合 で も 「 す る 」 に 設定 し た と き に マイ ク を スピ ー カ に 近づけ た り 、 
テレ ビ の ボリ ュー ム が 大 きす ぎる と ハウ リン グ を 起こ す 場 合 が あり ます 。 ぞ その 場合 に は マ 
イク を スピ ー カ か ら 遠 ざけ る か 、 テ レビ の ボリ ュー ム を 小さ くし て くだ さい 。 


設定 の し か た 


KS を | す る | また は | し な い | に 移動 し [SPACE ) を 押す 。 























e 録音 開始 音量 の 設定 は 、 雑 音 が 大 きす ぎる 場所 で は 効果 が な い 場 合 が あり ます 。 ま た 、 き 
を 増やす と 、 録 音 開始 の 音声 が 小さ い 場 合 、 最 初 の 部 分 が 聞き と り に くく な り ま す 。 

@ すでに RAM に 音声 が 録音 され て いる 状態 で 、 範 囲 を 指定 し て (PART」) 無音 の 7 

_ 音 す る と 、 デ ー タ 圧縮 の 関係 で 録音 時 間 が 短 か く な り ま す 。 

JNN 「ALL」 を 選択 する と 、 RAMO 負 から 記 人 まで 宙 さ れ ま す 。 

















* 首 し た 音声 を 再生 する 


RAM に 録音 され て いる 音声 を 指定 し た 場所 
か ら 有 再生 し ます 。 

また 再生 時 に エコ ー を か けた り 、 ス ピー ド を 
速く し た り 遅 くし た りす る こと も で きま す 。 























































































































































































88 ペ ー ジ の 手順 で 範囲 を 指定 する 。 計 

4 
に - コ 
に 3 ビー 

に 

- ll 本 Wu 上 8 当 ジ 

3 DELETE 0 nn 胃 ko a ト 

有 | を [ じ ]| に 移動 し 、 ha 
| [|SPACE ] を 押す 。 肌 生 中 ル 
人 人 
wl ・ 声 
, を 押す と 途中 で 再生 を 中 止 し 思 消 ・ 電 生 " 

ます 。 








範囲 指定 を せ ず に 
範囲 指定 が 「AL し 」 の と 














IE 





エコ ー を か ける 



























音声 編集 画面 で や を ECHO ECHO 
ON | に 移動 し 、 
SPACE | を 押す 。 に 
OFF 











前 ペー ジ の 手順 で 再生 する 。 








スピ ー ド を 変更 する 
音声 編集 画面 で ふ を [SLOW | SPEED 
また は [HIGH | に 移動 し 、 a 
SPACE ) を 押す 。 9 
INORMALI 
SLOW | 

















前 ペー ジ の 手順 で 再生 する 。 

















中 に 再生 する ( 逆 再 生 ) 





RAM に 録音 され て いる 音声 を テー プ を 逆 回 転 させ た よう に 逆 に 再生 し ます 。 





88 ペ ー ジ の 手順 で 範囲 を 指定 する 。 


KS を [3 | に 移動 し 、 


を 押す 。 


を 押す と 途中 で 再生 を 中 止 し 





ます 。 

















































































































ERASE DELETE 
















































































(清和 本 只 ) デー マ さ ー テ で LE に 











録 千 し た 音声 を 編集 する 


RAM に 記憶 し た 音声 に 無音 部 を 加え た り 、 
いら な い 部 分 を 消し た り し て 編集 する こと が 


で きま す 。 


編集 し や すい よう に 、 画 面 に 表示 され て いる 波形 の 一 部 分 を 拡大 し て 表示 させ た り 、 広 い 
男 囲 が 見 える よう に 縮小 し て 表示 させ た り し ます 。 
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三 縮小 は 


音声 編集 画面 で や を VI EW の 二 
目的 の 倍率 に 移動 し 、 | | 


SPACE ) を 押す 。 に 


準 : スタ ー ト し た と き は この 表示 に な っ て いま す 。 
: 波形 の 横 方 向 を 標準 の 約 4 倍 に 拡大 し て 表示 され ます 。 


: 全体 が 1 画面 内 に 表示 され ます 。 













表示 する 波形 の 倍率 を 変え る 
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波形 の 横 方 向 を 標準 の 約 1 プ 4 に 縮小 し て 広い 範囲 が 表示 され ます 。 


(1 画面 約 250ms の デー タ を 表示 し ます 。) 

















無音 部 を 作る 


音声 の 一 部 分 を 無音 状態 に し た り 、 間 に 無音 部 分 を 挿入 し ます 。 























OUIT 









88 ペ ー ジ の 手順 で 無音 に する 範囲 






































































































































を | る に 移動 し 、 












し SPACE ) を 押す 。 




















を | 上 書き | また は | 挿入 | に 
移動 し | SPACE ) を 押す 。 
挿入 を 選ぶ と 録音 され て いる 音声 の 最 












後 の 部 分 が 消え る こと が あり ます 。 





へ を | 選択 終了 | に 移動 し 、 


を 押す 。 




















= aur 





・ 無 音 処理 を 行う 場合 は 、 
ふ を | はい] に 移動 し 、 


を 押す 。 


・ 無 音 処理 を 行わ な い 場 合 は 、 







| Hi _ 

















POINTER 
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S を | いい え | に 移動 し 、 
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を 押す 。 
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め ら れ ま す 。 
88 ペ ー ジ の 手順 で 範囲 を 指定 する 。 





を | % に 移動 し 、 
LSPACE | を 押す 。 


RS を | は い | に 移動 し 、 
LSPACE ] を 押す 。 








音声 を 削除 する 


RAM に 録音 され た 音声 の 指定 し た 範囲 を 削除 し ます 。 削除 後 は それ 以降 の 音声 は 前 に 詰 
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指定 箇 囲 を 削除 し ます 
よろ し いで すか ? 
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SLOW | END| 












































ロッ ルー ディ ハク に 保存 する 





RAM に 録音 し た 音声 の 全部 また は 一 部 を フ 
ロッ ピー ディ スク に 保存 し ます 。 

味 存 する と き に 「 エ コー 処理 」 を 「 す る 」 に 
する と 、 エ コー の か か が っ た 音声 と し て 保存 さ 
れ ま す 。 

従っ て 再生 時 に エコ ー を か け な く て も (92 
ペー ジ ) エコ ー が か か っ た 音声 が 再生 され ま 
す 。 













































































































































































88 ペ ー ジ の 手順 で 範囲 を 指定 する 。 本 
ヒー コ 
中 ビー 
4 3 @ |RANGEIECHO VIEW SPEED ||POINTER 回 る 
E jb ox lee et es の 
Fe 8 ト 
ク 
を | * 回 | に 移動 し 、 + 
BADE 1 才 押す 保存 旋法 を 選択 し て くだ さい 情 所 7| 
中 に 人 
エコ 処理: 「 し な い 
L 
エコ ー 処 理 を [する | また は 
に KS を 移動 し 、 保存 方 法 を 選択 し て くだ さい 雇 択 終了 
SPACE | を 押す 。 に 
エコ 処理: | しない | | する | 
IN 








































ty を [選択 終了 | に 移動 し 、 | 失 定 田 を 保存 し ます 
を 押す 。 ファ イル 名 を 入 思 て くだ さい 
「 | | 
『 | ファ イル 名 (8 文字 以内 の 英 数 カ | 指定 範 田 を 保存 し ます 
タカ ナ 文 字 ) を 入力 する 。 ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 
2 
L_ 














保存 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 


「 。 セット し 、( 実 行 ] を 押す 。 





※ エ コー 処理 を 「 す る 」 に する と 保存 に か か る 時 間 が 長く な り ま す 。( 無 音 部 分 が な い 音 
声 デ ー タ 約 20 秘 分 を 保存 する の に 約 3 分 半 か か り ま す 。) 無音 デー タ が ある と 、 保 存 時 
間 が さら に 長く な り ま す 。 
また 、 エ コー 処理 を 「 す る 」 に し た 場合 、 保 存 中 に (ESC) を 押す と 保存 を 中 止 する こ 
と が で きま す 。 


























] ル ルー テイ 2 から 旧 び 出 す 


ラロ ッ ピー ディ スク か ら 音 声 デ ー タ を 呼び 出 

ます 。 呼 び 出 し か た に は 次 の 3 種類 の 方 法 
あり ます 。 

『 新 規 」: RAM の 音声 を すべ て 消し て か ら 
新しく 音声 デー タ を 呼び 出し ま 
す 。 

「 合 成 」: 指定 し た 範囲 の RAM の 音声 と 呼 
び 出 し た 音声 を 重ね ます 。 

「 結 合 」 : 指定 し た 範囲 の RAM の 音声 を 呼 
び 出 し た 音声 に 書き 換え ます 。 
範囲 指定 が ALL の と き は 、RAM 
の 音声 の あと に 呼び 出し た 音声 






























































































































































































































































が つなが り ま す 。 = 
88 ペ ー ジ の 手順 で 範囲 を 指定 する 。 i | 
に 時 
4 3 e RANGEIECHO| View SPEED ||POINTER ) 2 
on kn et es ジ 
EAASE DELETE ean] |[oer]| [wv [Av]| nomuar * 百 ト 
% | eermwfiedMo [ton OE LN | 
マ 
一 \ 
い を | e 回 | に 移動 し 、 時 出所 し て くだ さい 限 R7 T 
SPACE | を 押す 。 新 天 16R 8 ル 
ら 人 
叶 7 モリ 上 0 計 アー タ を 人 て クリ ア し て か 音 
ら 果 和 理 を お こない ます 声 
編 
集 
、 
目的 の 呼び 出し 方 法 に いら を | 遇 6WKL て KU 還 RR7 
移動 し 、| SPACE | を 押す 。 | 者 人 攻 生 : 
し 2 | 指定 向 還 の 音声 デー タ と 台 成 し な が ら 
時 処理 を お こない ます 











っ を | 選択 終了 | に 移動 し 、 メス 2 を ty ト L て くだ & い |[ 和 
を 押す 。 > 
















































































呼び 出す ファ イル が 保存 され て い CE 
“ に KN / 
る フロ ッ ピ ディ スク を セッ ト wsEI001 1999.10.11 「 
し 、 KS を | 実行 | に 移動 し 、 am ONsEI002c1999.10.12 
oNsEI003 1999.10.12 | 
SPACE | を 押す 。 os1004 1999.11.20 ] 

















呼び 出す ファ イル 名 に KR を 
ファ イル を RL し て くだ さい [第] 


移動 し 、| SPACE | を 押す 。 RR 


に ONSEI002K1999.10.1 
ONSEI003 1999.10.12 
ONSEI004 1999.11.20 









































ーーーーーー ン ONSEI001 ニ ーーーーーーー デ fwir 








KS を | 実生 に 移動 し 、 
SPACE ] を 押す 。 
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@ ツー ル 形 式 で 合成 する の に 約 3 分 、BASIC 形 式 で 合成 する の に 約 1 分 か か り ま す 。 
_ 合成 で きる デー タ の 長 さ は 、 ツ ー ル 形式 で 最大 20 秒 、BASIC 形 式 で 最大 8 秒 で す 。 そ れ 以 降 
_ の デー タ は 切り 捨て られ ます 。 
_  @W 呼 び 出し た 音声 デー タ が RAM の 容量 を 越え た り 、 指定 範囲 を 越え た 場合 に は 越え た 部 分 は 呼 
の 出さ れ ま せん 。 
_ @ 合 成 モ ー ド で 音声 デー タ を 呼び 出し た と き 、 デ ー 多 圧縮 の 関係 で 音声 デー タ の 後 の 方 の 音声 が 
、 消え て し まう こと が あり ます 。 0 
_ 範囲 指定 し た 長 さ より 、 呼 び 出し た 音声 デー タ の 長 さ の 方 が 短 か い 場合 、 範 囲 指 定 し た 残り の 
_ 部 分 は 無音 に な り ます 。 II 
_( 概 に デー タ が ある 場合 、 そ の 部 分 は 元 の デー タ が 残り ます 。) 












タダ に こん (で 


サン プリ ング レー ト 


通常 オー ディ オ テ ー プ 等 に 録音 する 場合 に は 、 音 を 

電圧 や 電流 の 強弱 に 変え 、 連 続 的 な も の (アナ ログ 

信号 ) と し て 扱い ます 。 こ れ に 対し 、 デ ジ ト ー ク 

ツー ル は 音 を ある 一 定時 間 (非常 に 短い 時 間 ) に 区 

切っ て サン プリ ング (測定 ) し 、 そ の 値 を 数 値 で 表 

し て デジ タル 信号 と し て 扱い ます 。 7 874 了 7 
これ が P CM と 呼ば れる 方 式 で 、 アナ ログ に 比べ て 

編集 が し 易い と いう 点 で 優れ て いま す 。 


サン プリ ング を 行う 際 の 一 定時 間 と いう の が サン プリ ング レー ト で 、 周波 数 (1 秒間 に 
何 回 サン プリ ング を 行う か ) と し て 表し て いま す 。 し た が っ て 時 間 が 短い (サン プリ ン 
グレ ー ト の 値 が 大 きい ) ほど 音 の 再現 性 が 良く な り ます 。 

音声 編集 機能 で は 固定 され て いま す が 、BASIC で は 変え る こ と も で きま す 。 

(⑤ ゆ 「BASIC 入 門 」) 


「BASIC」 ・ 8KHz 
「 ツ ー ル 」 ・ 8KHz 


容量 


容量 と いう の は RAM の 大 き さ で 、 大 き い ほ ど 多 く の デ ー タ を 記憶 で きま す 。 
容量 も デー タ 形 式 に よっ て 固定 され て いま す 。 


「BASIC」 ・ 64KB 
F ツ サー ル 』」 ・ 160KB 


| 正彰 


( 潤 誰 間 ) モー そ ー ア 











@ サン プリ ング レー ト と 容量 の 関係 (録音 時 間 ) 


サン プリ ング レー ト と 容量 は 密接 に 関係 し 、 同 じ 容量 で あれ ば サン プリ ング レー ト が 小 
さい ほど 長い 時 間 録 音 が で きま す が 、 再 現 性 が 落ち ます 。 逆 に 同じ サン プリ ング レー ト 
で あれ ば 容量 の 大 きい ほど 長い 時 間 録 音 が で きま す 。 

容量 、 サ ンプ リン グレ ー ト と 録音 時 間 の 関係 は 次 の 式 を 目安 に し て くだ さい 。 


録音 時 間 ( 秒 ) 王 容量 サン プリ ング レー ト 


例え ば 「BASIC 紙 芝居 」 形式 で は 64 て 8 =8 で 、8 秒 間 の 録音 が で きる こと に な り ま す 。 
た だ し 、 無音 部 分 が 多い 音声 等 は デー タ を 圧縮 し て 記憶 され る の で 、 実際 に は この 値 よ 
り も 長い 時 間 録 音 で きま す 。 


@ 無音 デー タ 

音声 デー タ 内 で 、 音 声 も 雑音 も 入っ て いな い 部 分 
(音声 信号 が 0 の 部 分 ) の こと を 無音 デー タ と 呼 
び ま す 。 無音 デー タ 部 は 波形 表示 部 で は 、 波 形 の 
な い 一 直線 の 状態 と し て 表わさ れ ま す 。 
RAM 内 で は 、 無音 デ ー タ は 音声 信号 の ある デー 
タ と 比べ て 少な い 容 量 で 記録 され て いま す 。 これ 
を デー タ 圧 縮 と 呼び ます 。 こ れ に より 、 無音 デー 
タ を 含む 音声 デー タ は 、 通 常 より も 長く 録音 する 
こと が で きま す 。( 無 音 デ ー タ は 、ERASE の 機能 
を 使っ て 作り ます 。) 


波形 表示 





圧縮 され た デー タ 


無音 デー タ 部 は 、 デ ー 人 タタ 圧縮 され て いる の で 、 次 の よう な こと が お こり ます 。 

・ 無音 デー タ 部 を 範囲 指定 (PART) し て 録音 や 結合 を する と 、 見 か け よ り も 録音 ( 結 
合 ) 時 間 が 短 か く な る 。 また 、 範囲 指定 の 後半 部 分 に 無音 デー タ 部 が 残る 場合 が ある 。 

・ 範囲 指定 し た 部 分 に 、 無音 デー タ を 含ん だ 音声 デー タ を 結合 する と 、 指 定 し た 範囲 よ 
り も 長い 時 間 、 デ ー タ が 入る こと が ある 。 

・ERASE ( 必 95 ペ ー ジ ) で 上 書き の 操作 を し た と き は 、 デ ー タ 圧縮 され た 無音 デー タ 
が 上 書き され る の で 、 バ ー 表 示 の 録音 され て いる エリ ア を 示す 白色 の 部 分 が 短 か く な 
る 。( バ パー 表示 は RAM 内 の 容量 に よっ て 変化 する た め 。) 






















wl 








第 5 意 


2PPMPPIDmD 


a の 0 が ダラ ワウ 0 の ツル で 39 
当社 製 イ メー ジ ・ ス キャ ナ FW 一 RSU 1 W と イメ ー ジ ・ ス キャ ナ / ハ ン 
RA DD 0 ショ イス Si を お 持ち の か た は 、 写真 
や 印刷 物 な どか ら 絵 を 画面 に 取り 込む こと が で きま す 。 








で NIS 冊 m 凌 


ニー っ 
ee 











スタ ー ト する 前 に 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル を スタ ー ト する 前 に 、 次 の こと を 知っ て お いて くだ さい 。 






















入力 機器 に つい て 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル で は 、 画面 に 表示 され た カー ソル 。 を 動か すこ と で 操作 を 行い ます 。 


キー ボー ド を 使う と き と 、 マ ウス や ジョ イ パ ッ ド を 使う と き と で 使用 で きる 機能 は 同じ で 
す が 、 操作 し た と き の カ ー ソ ル の 動き か た が 少し 異な り ます 。 


キー ボー ド カー ソル は 上 下 左 石 と 斜め の 8 方 向 に だ け 動 きま す 。 
垂直 、 水 平方 向 の 直線 を 描く と き に 便利 で す 。 


マ ウ ス カー ソル の 移動 方 向 に 制限 が な い の で 、 片 手 で 自由 に 曲線 を 描く 
こと が で き 、 ま た カー ソル を 速く 移動 させ る 場合 も 、 た い へ ん 操 
作 し や すく な り ま す 。 

(ジョ イ パ ッ ド を 使う 場合 は 、 キ ー ボ ー ド と ほぼ 同じ で す 。 ) 


入力 機器 を マウ ス に 指定 し た 場合 で も や キーボード の カー ソル キー が 使え ます か ら 、 垂直 、 
水平 方 向 の 直線 を 描く 場合 は キー ボー ド 、 他 の と き は マウ ス を 使う と 便利 で す 。 





グラ フィ ッ ク ツ ー ル で 使う 周辺 機器 に つい て 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル に は 、 作 成 し た 絵 を プリ ンタ で 印刷 し た り イ メー ジ ・ ス キャ ナ (FW 
ーR SU 1 W) と イメ ー ジ ・ ス キャ ナ / ハ ン デ ィ プリ ンタ ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス (FS 一 | 
F A 1 ) を 使っ て 印刷 物 か ら イ ラス ト を 取り 込ん だ りす る 機能 が あり ます 。 

付属 の 「 カ ラー 印刷 ツー ル 」 を 使え ば 、 作 成 し た 絵 を 当社 製 48 ドッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ 
リン タ F S 一 PC 1 と マル チカ ラー リボ ンカ セッ ト CF 一 PR 2 3 1 CA を 使っ て カラ ー 
印刷 する こと が で きま す 。 


・ 使 用 で きる プリ ンタ は 、M S X 仕様 の 48 ドット ま た は 24 ド ッ ト 漢 字 プ リン タ だ け で す 。 
推奨 機種 当社 製 48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS 一 PC1 








スタ ー ト の し か た と 終わ りか た 






スタ ー ト の し か た と 、 基 本 的 な 操作 の し か た を 説明 し ます 。 











内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ ツチ 
を 「 切 」 に する 。 。 付属 の シス テム ディ スク 2? を 内 
ドラ イナ に 差し 込む 。 
電源 スイ ッ チ を 「 入 」 に する 。 YO 
- | 計 計 
a 画面 ) 
グラ フィ ッ ク ツ ー ル を 選ぶ 。 
(2) を 押す 。 








・ キ ー ボ ー ド を 選ぶ と き 
・ ジ ョ イ パ ッ ド を 選ぶ と き 
・ マ ウス を 選ぶ と き 
・ メ ニュ ー 画 面 に 戻る 


(プラ フィ ソック ツー ル の メイ ン メ ニュ ー) 








9 国 で シス テム ディ スク 2 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 差し 込ん で いな 
C の 画面 に な り ま す 。 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ 差 ( 
T (リセ ッ ト ) ボタ ン を 押し て や り 直 し て くだ さい 。 
フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いる 場合 は 、 内 蔵 ソフ ト 切替 スイ 
増設 ドラ イプ に シス テム ディ スク ? を 差し 込み 、 (CTRL を 押し な ド ら 電 
り 直 し て くだ さい 。 | [ 



























上 





終わ りか た 





を 押す か 、 


| Q | に カー ソル を 合わ せ て 、 


SPACE ) を 押す 。 


に カー ソル を 合わ せ て 


SPACE | を 押す 。 


に カー ソル を 合わ せ て 、 
を 押す 。 





(MS XーDOS 2 画面 ) 
電源 スイ ツチ を 切る 。 








@ 画 面 に 表 示さ れ て いる 絵 を 保存 し な いで 終了 する と 、 絵 が 消え ます 。 先 に フロ ッ ピー ディ スク に 
保存 し て くだ さい 。(⑤164 ペ ー ジ ) 

@ | | で [ESC] を 押し て も 、 画 面 は 変わ り ませ ん 。 
で の か わり に 表示 石上 の | Q | を 選ぶ と 、 グ ラフ ィ ッ ク 
戻り ます 。 _ 

eMSXーDOS 2 画面 が 表示 され て いる と き に 付属 ソフ ト を 楽し みた い 

小文字 で も か まい ませ ん ) と キー を 順に 押し た 後 回 (RETURN) : 


















この 赤い 四角 (アイ コン ) に 
カー ソル を 合わ せ て [ SPACE ) 
キー を 押す と 、 メ イン メニ ュ 
ー が 消え ます 。 も う 一 度 押す 
と メイ ン メ ニュ ー が 現われ ま 
す 。 


カー ソル の 動か し か た 


ー ソ ル RS は カー ソル KC スス キー で 動き ます 。 斜め に 移動 させ る と き 、 た と え は 石 下 
に 移動 させ る と き は 、 所 キー と 3 キー を 同時 に 押し ます 。 

また を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 カ ー ソ ル は ゆっ くり 動き ます の 
で 、 細か い 部 分 の 修正 を 行う と き な ど に 利用 し て くだ さい 。 


メニ ュー と アイ コン 


メイ ン メ ニュ ー の アイ コン を 選ぶ と 、 そ の 機能 の 細か い 操 作 を 行う た め の メ ニュ ー が 表示 
され ます 。 この 各 機 能 別 の メニ ュー を サブ メニュー と 呼び ます 。 





SESSRIN3 Oo 間 

















ク 
区 イン ヌメ ミュー | 機能 の 選択 また は 終 ず 1 
| ル 
サブ メニ ュー | | サブ メニ ュー| [サブ メニ ュー | …… 操作 の 詳細 の 指定 
また は 中 目 






| @ カ ー ン ル へ は 、 移動 中 に 画面 の 上 下 左右 な ど に か くれ て し まう こと が あ り ま 3 

これ は 、 テ レビ の 画面 と パソ コン が 表示 する 画面 の 大 き さ の ちがい に よる も 
また 画面 上 の 位置 に よっ て は 、 カ ー ソ ル を 移動 し た と き に カー ソル が 流 # 
操作 の 効果 に は 関係 あり ませ ん 。 ュー 























た と えば |②| を 選ん で み ま し ょ う 。 
メイ ン メ ニュ ー の アイ コン | ウ | に カー ソル に を 合わ せ て [SPACE ] を 押す と 、 新 
し い メ ニュ ー が 表示 され ます 。 これ が (ペン ) の サブ メニ ュー で す 。 





(ペン の サブ メニ ュー) 


サ プ メ ニュ ー か ら メ イン メニ ュー に 戻り た いと き は 、 サ プ メ ニュ ー の | Q | の アイ コン に 
カー ソル に を 合わ せ て [SPACE ] を 押し ます 。 
を 選ん だ と き は 、 (ESC) を 押す と メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 


実行 し た い 操作 の 選び か た 


実行 し た い 操作 を あら わす アイ コン に カー ソル 【 を 合わ せ て 、[ SPACE ] を 押し ます 。 


以降 の 説明 で は 、 この 操作 を 「 | | を 選び ます 。」 と 表現 し ます 。 


※ 以 降 の 説明 で は 、 キ ー ボ ー ド を 使っ た 場合 の 操作 の し か た を 説明 し て いま す 。 マ ウス や 
ジョ イ パ ッ ド を 使う 場合 は 、 特 に こと わり が な いか ぎり 、[SPACE 」 キー を トリ ガー ボタ 
ン A ま た は (1 ) に 、 [ESC ] キー を トリ ガー ボタ ン B また は (TI ) に 読み か えて 操作 し て く 
だ さい 。 


特に いく つか の 種類 の 中 か ら 線 種 め パタ ー ン を 選ぶ 場合 は 、 選 ん だ アイ コン の 色 を 反転 し 
て 表示 する こと が あり ます 。 


選ば れ て 色 が 反転 し た 
アイ コン 

















サブ メニ ュー の 中 で は 、 実 際 に 描い た り 色 を 塗っ た りす る アイ コン ( 例 : | ゃ [ 必 ) 
より も 、 色 の 指定 や 線 種 の パタ ー ン を あら わす アイ コン ( 例 : や | 及 | ) を 先 に 選 
ん で くだ さい 。 

実際 に 描い た り 色 を 塗っ た りす る アイ コン を 選ぶ と 、 


[Q | を 残し て 、 サ プ メ 『 っ 、 還 還 
ニュ ー が 消え ます 。 | バン [1 


この 状態 で | Q | を 選ぶ と 、 再 び サ ブ メ ニュ ー が 表示 され ます 。 


選ん だ 操作 の 終わ りか た 


選ん だ 機能 の 操作 を 終わ り 、 別 の 機能 を 操作 し た いと き は 、|Q | の アイ コン を 選ん で ひ 
と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 

表示 され た サブ メニ ュー の 中 に 操作 し た い 機能 が な い 場合 は 、 も う 一 度 | Q | を 選ん で メ 
イン メニ ュー まで パ 戻り ます 。 

この 他 に も を 選ぶ 場合 や 、 を 押す 場合 が あり ます 。 


サブ メニ ュー の 移動 の し か た 


画面 に 絵 を 描い て いる と き に 、 メ ニュ ー の 表示 が 邪魔 に なか る と き は 、 左 側 の アイ コン ( 選 
ん だ 機能 を あら わす アイ コン ) に カー ソル を 合わ せ 、[ SPACE を 押し な が ら カ ー ソ ル る 動 
か す と 、 メ ニュ ー を 移動 する こと が で きま す 。 


選ん だ 機能 を あら わす アイ コン 



























直前 に 描い た も の を 消し た い 場 合 


線 を 描い た り 、 塗 りつ ぶす 操作 で 失敗 し た と き は 、 あ わ て ず に を 押し て くだ さい 。 
操作 する 前 の 状態 に 戻り ます 。 

た だ し 、 直 前 に 描い た 部 分 し か 消え ませ ん 。 ま た を 押す ご と に 、 操 作 する 前 の 画面 
と 操作 し た 後 の 画面 を 交互 に 表示 し ます 。 


先 に 描い た 線 後 で 描い た 線 消え な い 消え る 


を 押す 。 





| (操作 後 の 画面 ) (操作 前 の 画面 ) 














機能 と アイ コン 一 覧 













ここ で 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル の 機能 と メイ ン メ ニュ ー の アイ コン を 、 科 単に まとめ て お き 
まし ょ う 。 く わし く は 、 次 ペー ジ 以 降 を お 読み くだ さい 。 


ペ ン : 線 を 描く (鉛筆 、 筆 ) 。 


円 、 四 角 、 直 線 : 円 、 皿 角 ( 枠 だ け 、 枠 の 中 を 塗り つぶ す ) 、 
直線 (実線 、 点 線 、 二 点 鎖線 ) を 描く 。 


# 
塗り つぶ し  : 画 面 を 塗り つぶ す (は け 、 ペ ン キ 向 ) 。 


消し ゴム : 絵 を 消す (消し ゴム 、 全 面 消去 ) 。 
コピ ー : 同一 画面 上 に コピ ー (複写 ) する ( 原 す コピ ー、 
拡大 ・ 縮 小 コ ピー、 不 定形 コピ ー) 。 








文字 表示 : 画面 に 文字 を 表示 する 。 第 

5 

に 2 に = 

イメ ー ジ ・ : 印刷 物 や 手書き の イラ スト を 画面 に 取り 込む 。 5 
スキ ャ ナ 人 入力 (⑤161 ペ ー ジ ) 当 

に 

保存 ・ 呼 び 出し : 描い た 絵 を フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する 、 呼 び 出す 。 
に が 
印 吊 : 描い た 絵 を プリ ンタ で 印刷 する 。 ル 


: グラ フィ ッ ク ツ ー ル を 終了 する 。 




















右 の 絵 を 描い て み ま す 。 





バル ー ン 
スタ ー ト の し か た (⑤105 ペ ー ジ ) 
に し た が っ て 、 メ イン メニ ュー 
(107 ペ ー ジ ) を 表示 させ て お 
いて くだ さい 。 
ゴン ドラ 





円 の 中 心 位置 に カー ソル を 
移動 する 。 


KO を 押す 。 只 





e 「 一 度 や っ て み ま し ょ う 」 の 操作 の 最後 に 、 保 存 機能 を 使い ます 。 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル を 始 品 
る 前 に 、 フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し た フロ ッ ピー ディ スク を 用 意 し て くだ さい 。 

@ 画面 に 絵 が 表示 され て いる 場合 は 「 描 いた 絵 の す べ て を 消す (全面 消去 )」 ( 履 144 ペ ー ジ ) を 
照 し て 、 消 し て か ら 始 め て くだ さい 。 



























を 押し た まま 
を 押す 。 a 


カー ソル の 動き に 対応 し て 、 
円 が 大 きく な っ た り 小 さく な っ た り し ます 。 





ちょ うど よい 大 き さ で 


SPACE | を は な す 。 2 


四角 を 描く 











| つづ いて ゴン ドラ の 四角 を 描き ます 。 

] 5 

| = 
Q を 選ぶ 。 we ウ 

| フフ 

| ワ 

| イ 

| の 

| ク 

| PN 

ル 






















































、 失敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 描い た 円 を 消す こと が で きま す 。 














四角 の 左上 角 に カー ソル を 移動 する 。 


KC を 押す 。 





SPACE | を 押し た まま 


> 
を 押す 。 


カー ソル の 動き に 対応 し て 、 始 点 と カー ソル 
の 位置 を 対 角 と する 四角 が 描か れ ま す 。 





ちょ うど よい 大 き さ で 


を は な す 。 


直線 を 描く 


次 に バル ー ン と ゴン ドラ を 結ぶ ロー プ の 線 を 描き ます 。 














[ メ モ ] @ 失 敗 し た 場合 は [ESC ] を 押す と 、 直 前 に 描い た 四角 を 消す こと が で きま す 。 






























を 選ぶ 。 





直線 の 始点 に カー ソル を 移動 する 。 


マン i 
を 押す 。 


を 押し た まま 


マン 
を 押す 。 


カー ソル の 動き に 対応 し て 、 始 点 と カー ソル 
を 結ぶ 直線 が 描か れ ま す 。 


ちょ うど よい と ころ で 


を は な す 。 


同様 に し て すべ て の ロー プ を 描く 。 


@ (SHIFT) を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 細 か い 位 置 指定 が で きま す 。 


@ 失 敗 し た 場合 は [ESC ] を 押す と 、 直 前 に 描い た 直線 を 消す こと が で きま す 。 














ENN 冊 潜 


ン 
ン 


ュー ーー 
ご 



















A 


(鉛筆 ) を 選ぶ 。 





を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 細 か い 位 置 指定 が で きま す 。 

















線 を 描く 始点 に カー ソル を 
移動 する 。 


KO 
KC> ベ くつ を 押す 。 
> ズ 9 を 押す 


et 


を 押し た まま 


<@22 を 押す 。 


描く 線 の 終点 で 


を は な す 。 "se 


同様 に し て バル ー ン の 中 の 


も う ひ と つの 線 を 描く 。 





@ バ ルー ン の 中 の 線 が 途中 で は な れ て いた り 、 バル ー ン の 円 と 中 の 線 の 接点 が は な れ て いた りす る 
と 、 次 の 塗り つぶ し が うま く で きま せん 。 円 と は な れ な いよ うに 線 を 描い て くだ さい 。 
細か い 部 分 の 修正 は 「 虫 めがね 」( き 130 ペ ー ジ ) を 使い ます 。 


@ 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 描い た 線 を 消す こと が で きま す 。 








Ww でき NYG Ei 


ン 
ン 


ペー 
ご 一 

























し し 「 に し まま も " 


バル ー ン ( 左 か ら 緑 、 ピ ンク 、 黄色) と ゴン ドラ (青色 ) に 色 を 塗り ます 。 





緑色 の 枠 (上 段 、 左 か ら 3 つ 目 ) 
に カー ソル を 移動 する 。 


Rs を 押す 。 























カー ソル を 、 絵 の 具 に 移動 する 。 
を 押し た まま 


s% 
CR eg. 


を は な す 。 np 





カー ソル を 色 を 塗る 位置 に 
移動 する 。 


を 押す 。 





を 押す 。 sk 




















同様 に バル ー ン の 中 央 を ピン ク 色 
(下段 左 か ら 3 番目 )、 右 側 を 黄 

色 (上 段 左 か ら 4 番目)、 ゴ ンド 

ラ を 青色 (上 段 左 か ら 6 番目 ) で 只 
塗り つぶ す 。 


文字 を 表示 する 


今度 は バル ー ン に 「PANA」 と いう 文字 を 書き ます 。 
































画面 下部 の | S EL 」 を 
| 英 数 」 に する 。 
を 何 回 か 押す 。 時 





文字 を 入力 する 位置 に 
カー ソル を 移動 する 。 


me 
を 押す 。 


[P][A][NJ[A] を 押す 。 








NYG «の 状 




















これ で 気球 が 描け まし た 。 で は 、 こ の 気球 を 小さ く コ ピー し て み ま す 。 


1 を 押す 。 = 





ー LJ ‘a Fy 
し 〆 を 選ぶ 。 se 


コピ ー 元 の 左上 へ カー ソル 
を 移動 する 


を 押す 。 



































コピ ー 元 を 四角 で 囲み 指定 する 。 
を 押し た まま 


を 押す 。 
を は な す 。 3 


コピ ー 先 へ カー ソル を 移動 する 。 


マン 
を 押す 。 本 


コピ ー 先 を 四角 で 囲み 指定 する 。 
を 押し た まま 


て)】 を 押す 
KC で 


9 を は な す 。 


@ 失敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 


se 








で きき N YI Ei 























7A も ルク 4 6 し は >: 


仕上 げに バッ ク に 色 を 塗り ます 。 
要領 は 「 色 を 塗る ( ウ 118 ペ ー ジ )」 以降 を みて くだ さい 。 バ ッ ク の 色 は うす い 青 緑色 が 
いい で し ょ う 。 登録 枠 ( 〇 ⑦132 ペ ー ジ ) の 下段 左 か ら 4 番目 で す 。 


保存 する 


せっ か く 描 いた 絵 で すか ら 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し た フロ ッ ピー ディ スク を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に セッ ト 
し 一 理 。 


1 Qu 。 。 
| 
| Q を 選ぶ 。 sy 
| 3 を 選ぶ 。 sy 





























ファ イル 名 を 入力 する 。 
[P」 (N) を 押す 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
を セッ ト し て 


(また は を 押す 。) 





を 


sy 




















WW でき NYG Ei 


ン 
ン 


に 
ぐ で 











紹 婦 を 使っ て 、 線 を 描い て み ま し ょ う 。 








ペン 人 の 人 せ プ メニ ュー) 


[メモ *[Q] に カー ソル を 合わ せ て [SPACE)] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 








(ペン ) に カー ソル べ を 
合わ せ て 、 を 押す 。 


描き た い 線 の 色 を 決め る 。 


( 色 の 指定 嘩 132 ペ ー ジ ) 





| 
| 
























鉛筆 を 選ぶ 
の 悦 (鉛筆 ) に 
カー ソル を 合わ 
RN tra を 。 ” 
押す 。 
描き 始め た い 場 
es ゅ 所 に カー ソル を 
移動 する 。 
[ SPACE 」 
を 押し た まま 、 カー ソル が 通 つ 
中 。 た あと に 線 が 描 中 
Ko か れ ま す 。 
描く 線 が 止ま り っ 
を は な す と ます 。 


ミー こざ S ふ NUMIN 避 親 


同 ~ 回 を 繰り 返し て 続き を 描き ます 。 只 





ee 


“ @ 錠 を 抽 く の を 失敗 し た 場合 は 、 他 の 操作 を する 前 に [ES ) を 押す と 、 直 前 に 描い た 線 を 消す 
[ II 
。 w2 つの カー ソル キー を 同時 に 押す こと に より 、 斜 線 を 引く こと が で きま す 。 






















筆 を 使っ て 、 線 を 描い て み ま し ょ う 。 4 種類 の パタ ー ン が 選べ ます 。 


レン ノン ノン ノノ ノノ ノン ノノ ン ノン ン ン ング 








に カー ソル を 合わ せ て 、 


に 
を 押す 。 
描き た い 線 の 色 を 決め る 。 





( 色 の 指定 132 ペ ー ジ ) 


(ペン の ゴメ ニュ ー) 


* |Q| に カー ソル を 合わ せ て SPACE] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます . 


























筆 を 選ぶ 
B 群 の 中 か ら 描 
きた い パ ター ン 

墜 に カー ソル を 合 。 呆 
わせ て 、 [SPACE ) 

を 押す 。 


に カー ソル 
っ を 合わ せ て 
を 押す 。 





























Q Q QQ 
Dh A KK 生 

8 ご 還 遇 
も 





描き 始め た い 場 
所 に カー ソル を ーー 只 
移動 する 。 第 
5 
に - コ 
= 
3 カー ソル が 通っ グ 
を 押し た まま 、 。 た あと に 線 が 描 。 = 
KC くう か れ ま す 。 ィ 
2 ク 
+ 
ル 
-、 描く 線 が 止ま り  、 
を は な す と ます 。 






ン 賠 を 繰り 返し て 続き を 描き ます 。 








、 。e 線 を 描く の を 失敗 し た 場合 は 、 他 の 操作 を する 前 に [ESC] を 押す と 、 直 前 
、。 か (きま す 





に 








虫 め が ね を 使っ て 、 修正 し まし ょ う 。 














| "ココ ィ ゥ フロ リー 寺 | 
Et 


Cp に カー ソル い を 合わ せ で 、 


sy 
回 を fP 





(ペン の サ プ メ ニュ ー) 





e 「Q| に カー ソル を 合わ せ て SPACE] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 










































に カー ソル 
ぁ を 合わ せ て 

[SPACE ) 

を 押す 。 


修正 し た い 場 所 
動 し 、 [SPACE ) 
を 押す 。 


修正 し た い 色 を 指定 する 。 
指定 し た 色 で 修正 され ます 。 


( 色 の 指定 





枠 内 の 修正 し た 
い 場 所 に カー 
ル を 移動 し 、 
〔SPACE ) を 押す 。 


を 繰り 返し て 続き を 修正 し ます 。 


5 下 の 人 で 中 を 変え る こと も で きま す . 
. 量 SM ニュ ー で -ー を 選び 








虫 め が ね を 選ぶ 








や 132 ペ ー ジ ) 


カー ソル 位置 の 色 が 

[4| で 指定 し た 色 に 変 

わり ます 。 

( 1 ドッ ト ず つ 修 正 
され ます 。) 














需 
5 
Ec 
ビー 
| グ 
う 
イ 
ツ 
1 
ル 











色 を 指定 する 


線 を 描く 色 は 赤 、 緑 ( 各 100~ 0 %、8 段階 ) 、 青 (100 0 %、4 段階 ) の 3 色 を 組み 合 
わせ て 、 合 計 255 色 を 自在 に 使う こと が で きま す 。 た だ し 、 赤 第 8 段階 、 緑 第 8 段階 、 青 
第 3 段階 の 色 と 、 赤 第 8 段階 、 緑 第 7 段階 、 青 第 3 段階 の 色 は 同じ で す 。 





線 や 円 、 皿 角 な ど は 、A の 位置 に ある 絵 の 見 の チュ ー ブ の アイ コン に 表示 され て いる 色 で 
描か れ ま す 。 





| + | に カー ソル を 
合わ せ て 、 色 の 濃度 が 濃く な り ま す 。 
LE 叶 (絵の具 の チュ ー ブ の 色 
が 変わ り ま す 。 ) 


| - | に カー ソル を 
合わ せ て 、 色 の 濃度 が 薄く な り ま す 。 


哨 | SPACE| を 押 呂 。 (絵の具 の チュ ー ブ の 色 


が 変わ り ま す 。) 


* 赤 、 青 、 緑 と も に 第 1 段階 (0 %) の と き は 、 表示 上 は 黒 で す が 、 実際 に は 透明 色 で す 。 








作っ た 色 の 登録 


前 ペー ジ の よう に し て 、 作 成 し た 色 を 、 登 録 する こと も で き 、 必 要 な と き に 取り だ し て 使 
えま す 。 登録 の し か た は 、 次 の 通り で す 。 


。 色 が で きた ら 、 
2 絵の具 の アイ コン に カー ソル を 移動 する 。 
を 押し た まま 、 


登録 枠 の 必要 の な い 色 に カー ソル を 移動 し 、 呂 登録 され ます 。 


SPACE | を は な す 。 


登録 枠 の 色 の 使い か た 


は じ め か ら 12 の 色 が 登録 され て いま す 。 こ の 色 は 自由 に 取り 出し て 使う こと が で きま す 。 


EE KO \ 使い た い 色 の 登録 柏 に 、 カー ソル を 移動 する 。 


ト SPACE | を 押し た まま 、 絵 の 具 の 絵の具 の チュ ー ブ の アイ 


チュ ー ブ の アイ コン に カー ソル を 移動 し 、 只 コン の 色 が 変わ っ て 、 
SPACE | を は な す 。 次 の 操作 か ら 使 えま す 。 


育 景 色 に つい て 


C の 位置 の アイ コン (用 132 ペ ー ジ ) は 画面 の 背景 の 色 を 表し ます 。 登 録 枯 に ある 色 を こ 
こ に セッ ト す る と 、 背 景 の 色 が その 色 に 変わ り ま す 。 (テレ ビ の 表示 領域 と パソ コン の 表 
示 領 域 の 違い に より 、 変 わっ た の が 見 えな い 場 合 も あり ます 。) 

また 、 消 レゴ ム ( ツ 142 ペ ー ジ ) を 使っ て 消し た 部 分 や 、 塗 りつ ぶし ( 〇 140 ペ ー ジ ) の B 
群 の パタ ー ン を 使っ て 塗り つぶ し た と き の 背 景 の 色 も この 色 に な り ま す 。 セ ッ ト の し か た 
は 、 色 を 登録 する と き と 同 じ で す 。 

背景 の 色 が 登録 され る と 、 画 面 の まわ り の 方 の 色 が 変わ り ま す 。 


> モ ) 画面 に 描い た 絵 の 色 を 登録 する こと も で きま す 。 登録 し た い 色 の 位置 に カー ソル を 移動 
_ を 押し な が ら 必要 の な い 登 録 枠 に カー ソル を 移動 し て キー を は た 























円 を 描い て み ま し ょ う 。 





に カー ソル K を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


描き た い 円 の 色 を 決め る 。 


( 色 の 指定 132 ペ ー ジ ) 





(円 、 四 角 、 直 線 の サ プ メ ニュ ー) 





に カー ソル を 合わ せ て [ SPACE ] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 




















円 を 選ぶ 
選 に カー ソル 
合わ せ て 
KO て + っ 
を 押す 。 
円 の 中 心 に し た 
G@ さ 2 は い 位置 に カー ソ ゅ 
ル を 移動 する 。 
[ SPACE 」 
を 押し た まま 、 カー ソル の 動き 
うに 応じ て 、 円 の 。 肖 
大 き さ が 変わ る 。 
5 > 円 が 固定 され る 。 呈 








@ 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直前 に 描い た 円 を 消す こと が で きま す 。 
@ 円 の 外周 が 画面 の 外 梓 に あたる と 、 円 は それ 以上 大 きく な り ま せん 。 で すか ら 、 






。 出す よう な 円 を 描く こと は で きま せん 。 
カー ソル KO つつ! で は 、 円 の 大 き さ を 変え る こと は で きま せん 。 














四角 を 描い て み ま し ょ う 。 


[ 口 | ( 枠 ) は 、 枠 だ け を 描き ます 。 
(塗り つぶ し ) は 、 枠 の 中 を 塗り つ 
が し て 四角 を 描き ます 。 





に カー ソル を 合わ せ て 、 





se 
を 押す 。 
oh 枠 の Se 
ロロ I ロ | 描き た い 四 角 の 色 を 決め る 。 
s 2 





( 色 の 指定 132 ペ ー ジ ) 


B 群 
(円 、 四 角 、 直 線 の サブ プ メ ニュ ー) 





e |Q| に カー ソル を 合わ せ て [SPACE] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 





a 




















四角 を 選ぶ 
B 群 の 中 か ら 
[a 回 (9 か 
2 (塗り つぶ 2 
あろ し ) に カー ソル 
を 合わ せ て 、 
[SPAcE ] を 押す 。 
[ に カー ソル 
つく 】 + を 谷 わ て っ 
を 押す 。 
四角 を 描く 始点 
RD 叶 に カー ソル を 移 
動 す る 。 第 
り 
に - ココ 
= 
カー ソル の 動き mr 
を 押し た まま 、 、 に 応じ て 、 四 角 ラ 
CS の 大 き さ が 変わ フ 
る 。 8 
ら 
| 
ル 
、、 四角 が 固定 され  、 
を は な す と る 。 








e 失 取 し た 場合 は [ESC ) を 押す と 、 直 前 に 摘 い た 四角 を 消す こと が で きま す 。 。 
e 写真 は 「 回 」 を 選ん だ 場合 で す 。 II 























直線 を 描い て み ま し ょ う 。 
実線 、 点 線 、 二 点 鎖線 の 3 種類 の パタ ー ン が あり ます 。 


| 一 | は 実線 を 描き ます 。 
|--| は 点線 を 描き ます 。 
[-:]]| は 二 点 鎖線 を 描き ます 。 





に カー ソル KS を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


描き た い 直 線 の 色 を 決め る 。 


( 色 の 指定 132 ペ ー ジ ) 





C 群 D 
(円 、 四 角 、 直 線 の サ プ メ ニュ ー) 


e |Q| に カー ソル を 合わ せ て [ SPACE を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 




















直線 を 選ぶ 
C 群 の 中 か ら 


トト 

叶 に カー ソル を 合 se 
わせ て 、 
キー を 押す 。 


に カー ソル 
を 合わ せ て 

ゝ ッ 
を 押す 。 





直線 を 描く 始点 
中 に カー ソル を 移 。 叶 
動 す る 。 





カー ソル の 動き 
に 応じ て 、 直 線 

中 の 長 さと 方 向 が 中 
変わ る 。 





すさ NMIN 冊 m 凌 


ミー マ 


直線 が 固定 され 
時 。 る 。 me 





。 実線 の 太 さ は 、D (や 198 ペ ー ジ ) に カー ソル を 合わ せ て [SPACE ] を 押す ご と に 8 段階 に 変え 
| る こと が で きま す 。 me rt 
_ 失敗 し た 場合 は | ESC 」 を 押す と 、 直前 に 描い た 直線 を 消す こと が で きま す 。 ー 





















指定 し た 範囲 を 塗り つぶ し まし ょ う 。 
4 種類 の パタ ー ン が 選べ ます 。 。 
また 、2 種類 の 機能 が あり ます 。 





(は け ) は 、 閉じ た 線 で 囲ま れ た 図 
形 の 中 を 塗り つぶ し ます 。 

(ペン キ 缶 ) は 、 準 りつ ぶす 色 と 異 
な る 色 の 線 は 無視 し 、 同 じ 色 の 線 で 
囲ま れ た 範囲 を 塗り つぶ し ます 。 








| 
pp トト トト PPP 


に カー ソル ぶ を 合わ せ て 、 
を 押す 。 






I 
ーー 
語 き = 画 園 3 
詞 軒 


は WI 
ーー 
画 


(塗り つぶ し の サ プ メ ニュ ー) 


塗り つぶ し た い 色 を 決め る 。 
( 色 の 指定 132 ペ ー ジ ) 





> メ モ j ea 


ソル を 合わ せ て を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 





B 群 の 中 か ら 描 
きた い パ ター ン 

に カー ソル を 合 jp 
わせ て 、 [SPACE 

を 押す 。 


[ 画 | また は 
[| に カー ソル 

my を 合わ せ て ae 
[SPACE) を 押す 。 


Q 
< 
00 

sy 





塗り つぶ し た い 
位置 に カー ソル jp 
を 移動 する 。 


Q 
dQ 
上 の 
+ 









[SPACE ] を 押す と 、 a 
指定 し た 範囲 を 指定 し た パタ ー ン 色 で に 4 
塗り つぶ し ます 。 
ラ 
w 
イ 
W 
ク 


ミー で 















= ベン キ 后 は 、 浴 り つぶ す 色 と 異 な る 人 の 旭 は 無視 し て 梁 り つぶ し ます 。 


っ aM し た 場 人 (ESC) NE を 押す と 、 因り つぶ し た 部 分 を 元 に 戻す ご に と yea 








消し ゴム で 、 描 いた 絵 の 一 部 分 を 消し まし ょ う 。 
消し 跡 に は 、 4 種類 の パタ ー ン が あり ます 。 








に カー ソル K を 合わ せ て 、 


を 押す 。 


消す 色 (背景 色 ) を 決め る 。 


( 育 景色 に つい て ゆ 133 ペ ー ジ ) 





(消し ゴム の サ プ メ ニュ ー) 








に カー ソル を 合わ せ て を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 





oO 








| ( メ モ ) ・ 






























消し コム で 消す 


B 閣 の 中 か ら 好 き 
な 消し 跡 の パタ ー 
CO 中 ン に カー ソル を 合 

わせ て 、 











を 押す 。 
2 。 史紀 < 
合わ せ て 、 
CR ~ = 
を 押す 。 
消し た い 位 置 に 
G@ る 2 計 カー ソル を 移動 
する 。 





[ SPACE ) キー を 押し た まま 
カー ソル を 動か す と 、 指定 し た パタ ー ン と 、 jp 
景色 で 消し ます 。 





ミー ご で へ NN 爺 m 凌 


@ 違 う 場 所 を 消し た いと き は 、 一 度 [SPACE 」 を は な し て カー ソル を 移動 し 、 再 度 [SPAoE) を 提 
a な が ら カ ー ソ ル を 移動 し ます 。 _ | 
ュー (ESC ) を 押す と 、 直前 に 消し た 部 分 を 元 に 戻す こと が で きま す 。 








全面 消去 で 、 描 いた 絵 の す べ て を 消し まし ょ う 。 











に カー ソル を 合わ せ て 、 


を 押す 。 





(メイ ン メ ニュ ー) 






上 
i 消す 色 (背景 色 ) を 決め る 。 
PE 上 事 


ーー 剛 (背景 


ミ 色 に つい て 層 133 ペ ー ジ ) 


(消し ゴム の す サ プ メ ニュ ー) 



























全面 消去 を 選ぶ 


民 ] に カー ソル 
1 <@ る 2 っ を 合わ せ て 、 





[SPACE ] を 押す 。 








デー で ご でき NYG WE 





原寸 で コピ ー す る 


指定 し た 範囲 を 同じ 画面 上 の 他 の 場所 に 同じ 大 き さ で コピ ー す る こと が 
で きま す 。 








に カー ソル を 合わ せ て 、 
を 押す 。 





(メイ ン メ ニュ ー) 


Ja 





(コピ ー の サ プ メ ニュ ー) 


















に カー ソル を 合わ せ て を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 




















































(SPAcE ) を 押す 。 








[ に カー ソル 
6 る 2 うっ 。 を 合わ せ て 、 っ 
四角 を 描く 要領 で 、 コ ピー する 元 を 四角 で 囲む 。 
< 中 を 描く 上 
i 


5 する 


コピ ー す る 元 を 
を 押し た まま 、 っ 四角 で 囲ん で 、 


a 
に ブフ (sPAcE ) を 
計 
コピ ー 先 を 指定 する 。 


コピ ー 先 の 左上 角 
に な る 位置 に カー 
KO ソル を 動か し 、 
[ SPACE ) を 押す 。 





1 一 先 の 範囲 が 画面 を は み だ す よう な 場合 は 、 コ ピー 先 の 生 囲 の 右端 また は 下 病 
_ な 位置 に コピ ー さ れ ま す 。 
* 失 取 し た 合 は (ESC) を 押す と 、 直 前 の 画面 に 戻す こと が で きま す 。 














こき NYG Ei 


で 上 
NT 











指定 し た 範囲 を 拡大 また は 縮小 し て 他 の 場所 に コピ ー し ます 。 コピ ー 元 と コピ ー 先 の 
縦 と 横 の 比率 を 変え て コピ ー し た り 、90 度 単位 の 回 転 コ ピー も する こと が で きま す 。 





me 
LN 


Ce に カー ソル K を 合わ せ て 、 


画 固 回 園 回 。 3 


(メイ ン メ ニュ ー) 


ala 


(コピ ー の サブ プ メ ニュ ー) 








e |Q] に カー ソル を 合わ せ て [SPACE を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 




















拡大 、 縮 小 、 回 転 コビー を 選ぶ 


固 に カー ソル 
KS2 っ 。 を 合わ せ て 、 2 
[SPACE ] を 押す 。 
コピ ー 元 を 四角 で 囲み 、 指 定 す る 。 
四角 を 描く 
っ に カー ソル を wy 
= 動 する 。 


| SPACE | コピ ー す る 元 を 
を 押し た まま 、 。 四角 で 囲ん で 、 。 


に (SPAGE) を 
は な す 。 


コピ ー 先 を 四角 で 囲み 、 指 定 する 。 


四角 を 描く 始点 
っ に カー ソル を 移 ゅ 
= 動 す る 。 











ミー とこ で へ NM 農 m 半 


(SPACE ) コピ ー す る 先 を 
を 押し た まま 、  。。 四角 で 囲ん で 、 
KS2 (SPACE) を 

は な す 。 








|  @ 和 失 取 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 の 画面 に 戻す こと が で きま す 。 

















複写 元 の 四角 より も コピ ー 先 を 大 きく し た 場合 は 、 拡 大 コピ ー さ れ ま す 。 
また 、 小 さく し た 場合 は 、 縮小 コ ピー され ます 。 


回 転 コ ピー は 、 複 写 先 の 四角 を 指定 する と き に 、 四 角 を 描く 始点 と その 対 角 点 を 指定 する 


順序 に よっ て 角度 が 決ま り ま す 。 


回 転 する 角度 (時 計 回 り ) 















回 ーー な し 左上 角 石 下 角 
に 石上 角 左下 角 
a 石 下 角 を 上 角 











石上 角 


左下 角 





| 2 7 0 度 回 転 ( 左 倒し ) 


拡大 、 縮小 、 回 転 コ ピー の 例 





ェ ーーー 縮 用 \ ご ピー 
複写 元 


拡大 コピ ー 180 度 回 転 


270 度 回 転 


























] 


@ 拡 大 、 縮 小 コ ピー を し た 場合 に は 、 ド ッ ト を 増やし た り ま び い た り し て いま す の で 、 線 が 太く な 
lm っ た り 一 部 が 欠け た りす る こと が あり ます 。 (> 上 図 ) 
消し ゴム (つや 142 ペ ー ジ ) や 虫 めがね 機能 (130 


この 場合 に は 、 拡 大 、 縮 小 コ ピー を 行っ た 後 、 
ペー シ ジ ) を 使っ て 修正 し で ぐだ さい 




















に カー ソル K を 合わ せ て 、 
を 押す 。 






JIa 


(コピ ー の サブ メニ ュー) 


ミー で ご でき NYG 冊 m 凌 





















に カー ソル を 合わ せ て [SPACE) を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 






















不定 形 コ ピー を 選ぶ 
(0 に カー ソル 
M es っ を 合わ せ て 、 っ 
[SPAcE ) を 押す 。 


線 を 描く 要領 で 、 コ ピー する 元 (複写 元 ) を 囲む 。 


線 を 描く 始点 に 
Ke * ー ソ ル を 移動 っ 






















SPACE 
SPACE コレ ピー する え を 
うっ 囲ん で 、(SPACE)  _ 
KG を は な す 。 
@ 囲ん だ 範囲 の 中 
CR = に カー ソル を 移 
動 す る 。 
コピ SpecE 定 す る 。 
[spGE 
を 押し た まま 、 コピ ー 先 で 
うき [SPAcE] を 2 
KG は な す 。 















を 行う 前 の 画面 に 戻り ます 。 履 衝 後に 元 に 
の 


US を 押す と 、 直前 の 画面 に 戻す こと が で きま す 。 





この と き 一 時 的 に カー 





ソル を 動か せな く な り ま す が 、 
















画面 に 文字 を 表示 する 機能 で す 。 








に カー ソル に を 合わ せ て 、 
を 押す 。 











(文字 表示 の サ プ メ ニュ ー) 


『 メ モ ]  % サ ブ メ ニュ ー に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー と (GLS/HOME ] お よび [SELECT ) に 対応 する 設定 内 容 が 
表示 され て いま す 。 











ル 














文字 を 表示 する _- 
位置 を 指定 する 。 文字 を 表示 し た 
い 位 置 に カー ソ 只 


3 2 
ル [] を 移動 す 
Ce ル 


Er 指定 し た い 装 和 飾 パタ ー ン を 表示 させ る 
ーー を 決 上 = こい パ ー ン 示 o 
ンー を 決め る 。 影 文字 標準 文字 


(を mmym*。 | 半 。 要 























文字 サイ ズ を 
決め る 。 16 ド ッ ト ま た は 
叶 32 ド ッ ト を 表示 只 
させ る 。 
を 押す 。 
文字 の 色 を | Q | に カー ソル を 
決め る 。 只 色 を 指定 する 。 只 A 
( 色 の 指定 132 ペ ー ジ ) [SPACE ] を 押す 。 
を 押す 。 


文字 を 装飾 する 色 ( 袋 文字 また は 影 文 字 を 選ん で いる 場合 ) 


を 決め る 。 | Q | に カー ソル を 
叶 色 を 指定 する 。 に 3 合わ せ て 、 
を 押す 。 


( 色 の 指定 132 ペ ー ジ ) を 押す 。 
文字 を 入力 する 。 


| (文字 の 入力 の し か た 155 ペ ー ジ ) 











[ メ モ ) @ 文 字 カ ー ソ ル は 、 マ ウス や ジョ イ パ ッ ド な ど で は 動か せま せん 。 
” @[ SHIFT ] を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、1 ドッ ト 単 位 で 動き ます の で 、 細 か い 位 置 指定 
で きま す 。 
_ 画面 か ら は み だ す よう な 位置 に 文字 を 書く こと は で きま せん 。 ーー 
_ @ 文 字 の 装飾 パタ ー ン を 袋 文 字 ま た は 影 文字 に 設定 し た 場合 は 、 文 字 サ イズ は 32 ドッ ト に 設定 する 
、 こと を お 9 すめ し ます 16 ド ッ ト を 設定 し て 文字 を 装 師 する 色 を 黄色 な ど に し た 部 
の 表示 が 見 に くく な り ま す 。 














文字 を 入力 する 






文字 の 種類 に よっ て 入力 の し か た が 異な り ま す 。 











文字 は 、 次 の 6 つの 入力 モー ド (入力 状態 ) を 切り 替え て 入力 し ます 。 
・ か な モー ド  : ひら が な を 入力 し ます 。 
・ カ ナ モ ー ド  : カタ カナ を 入力 し ます 。 
・R か な モー ド : ロー マ 字 の つづ り で ひら が な を 入力 し ます 。(② ゆ 48 ペー ジ ) 
・R カ ナ モ ー ド : ロー マ 字 の つづ り で カタ カナ を 入力 し ます 。( 層 48 ペ ー ジ ) 
・ 英 数 モー ド  : 英字 の 大 文字 、 小 文字 、 数 字 、 英 記号 を 人 力 し ます 。 
・ 区 点 モ ー ド  : 数 字 キ ー を 押し て 、 文 字 や 記号 を 入力 し ます 。 








入力 モー ド の 切り 替え は 、 で 行い ます 。 を 押す た びに 、 下 の 順序 で 
サ プ メ ニュ ー 右 端 の 表示 が 変わ り ます 。 


の な | ・ ゆ ナチ | … 選民 医 取 | 回 き | pe]… 


案 
ら 
ピーコ 
時 
グ 
ラ 
フ 
ff 
ツ 
婦 
1 
ル 










サブ メ ニュ ー の 「HOME」 の 表示 が | 半 ] (通常 の 半分 の 大 き さ ) に な っ て ( 
が te の でき の で 、 医 還 | - 2 EL| … 



















英 小 文字 、 英 大 文子 数 字 、 敵 記号 の 入力 の し か た 


英 数 モー ド の と き に 、 表 示し た い 文字 や 記号 の キー を 押す と 画面 の 文字 カー ソル の 位置 に 
表示 され ます 。 英 小文字 と 英 大 文字 の 切り 替え は を 押し て 行い ます 。 


ひら が な 、 カ タカ ナ の 入力 の し か た 


を か な モー ド ま た は カナ モー ド の と き 
文字 カー ソル 位置 に 、 押 し た キー の 文字 が 表示 され ます 。 こ の と き 文字 の パッ ク の 色 が 変 
わり ます 。 一 度 に 表示 で きる の は 7 文字 まで で 、 ぞ れ 以上 は キー を 押し て も 表示 され ませ 
ん 。 
パッ ク の 色 が 変わ っ て いる 状態 を 「 未 確定 」 と 呼び 、 表 示さ れ た 文字 の 入力 は 、 こ の 時 点 
で は 完了 し て いま せん 。 | を 押す と 文字 の 入力 が 完了 し 、 パ バック の 色 が 元 に 戻り ます 。 
この 状態 を 「 確 定 」 と 呼び 、 新 し い 文字 を 入力 で きる 状態 に な り ま す 。 
英 数 字 で は 、 直 接 確定 し ます 。 


を る を R か な モー ド ま た は R カナ モー ド の と き 
表示 し た い 文 字 を ロー マ 字 読み (ロー マ 字 ・ か な 変換 表 198 ペ ー ジ ) で キー を 押し ます 。 
この 後 は 、 か な モー ド ま た は カナ モー ド の と き と 同 じ で す 。 


半角 文字 の 入力 の し か た 


カタ カナ 、 英 文字 、 数 字 、 記 号 は 、 通 常 の 半分 の 幅 で 表示 する こと が で きま す 。 こ れ を 
「 半 角 文 字 」 と 呼び ます 。 こ れ に 対し て 通常 の 幅 の 文字 を 「 全 角 文 字 」 と 呼び ます 。 
全角 文字 と 半角 文字 を 切り 替え る と き は 、([CLS/HOME ) を 押す か また は | 半 | の ア 
イコ ン を 選び ます 。 








9 半 角 文字 は 漢字 に 変換 で きま せん 。 
e 文 字 の 上 に 文字 を 書く と 、 重 な っ て 表示 され ます 。 















漢字 の 入力 の し か た 


全角 文字 で 漢字 1 文字 分 の 読み を ひら が な また は カタ カナ で 入力 し 、1 字 ず つ 漢字 に 変え ます 。 
使用 で きる 漢字 は 、J 1 S 第 1 水準 漢字 (や ワー プロ 使用 説明 書 ) で す 。 

表示 し た い 位 置 に カー ソル を 移動 し 本 面 に 未 確 定 の 文字 が 

a ts * 画面 に 未 確 定 の 文字 が 

漢字 の 読み を 入力 する 。 表示 され る 。 


・8 sy 
( 例 : 漢 ) か ん 庶 
[か ん 」 と 入力 する 。 

















候補 漢字 を 表示 する 。 
[ SPACE | を 押す 。 ee 間 関 完 館 官 | 





























カー ソル 


次 候補 漢字 を 表示 する 。 
(3 を 6 回 押す 。 っ 慣 函 寒 閑 漢 | 


























表示 し た い 漢 字 に カー ソル ー 
を 合わ せる 。 = 
くつ を 4 回 押す 。 慣 画 寒 閑 








Ww でき NYG 0 











ン 
ン 














ーー 
ご 


確定 する 。 
[SPACE ] を 押す 。 時 



















入力 し た い 漢 字 が 、 表示 され た 候補 漢字 の 中 に な いと き は 、 @ (次 候補 ) @ 

| の 候補 漢字 を 表示 させ て くだ さい 。 _ 
何 度 名 介し て 本 表示 させ て も 日 9 の 江 が 表示 され な いと き は ES 
て 師 補 漢字 を 消し ます 。 続い て 読み を 換え て 入力 し 、 SPACE ) を 押し ま . 
それ で も 表示 され な い 場 合 は 、 区 点 コ ー ド 入力 (>158 ペ ー ジ ) 








ーー 









区 点 コ ー ド に よる 入力 の し か た 


区 点 コ ー ド は 、 ひ と つ ひ と つの 文字 を 4 桁 の 数 字 で あら わし た も の で す 。 4 
英文 字 、 数 字 、 記 号 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ 、 漢 字 の 他 、 キ ー ボ ー ド に は な い 特 殊 な 記号 や 
ギリ シャ 文字 、 ロ シア 文字 な ども 入力 で きま す 。 J 1 S 第 1 水準 漢字 コー ド 表 (ワープ 
口 使用 説明 書 ) で 入力 し た い 漢 字 の 区 点 コ ー ド を 調べ て くだ さい 。 。 


も 


入力 モー ド を 「 区 点 」 に する 。 


1 を 何 回 か 押す 。 


[ SPACE ) を 押す 。 っ OO Uo 


区 点 コ ー ド を 入力 する 。 
例 : 区 点 コ ー ド (2 2 7 2 ) 









































[ 2] [2](7) [2 を 押す 。 ゅ 22 7 タ 2 
確定 する 。 
| SPACE ] を 押す 。 ” 









a aa ド が 1 桁 の 場合 は 、 前 に 「0」 を 付け て 2 桁 に し て 入力 し ます 。 
} ド に な い 数 字 を 入力 し た 場合 は 、 (SPACE ) を 押し て も 空白 に な り ます 。 
区 点 コー ド を 確認 し て 、 入力 し 直し て くだ さい 。 ーー 




















入力 する 文字 を まち が えた と き は 


を | 未 確 定 ] の 文字 の 修正 は 、 
を 押す と 一 文字 ずつ 消す こと が で きま す 。 ま ちがっ た と ころ まで 消し た 後 、 正 し い 
文字 を 入力 し て 修正 し て くだ さい 。 


$ | 確定 | し た 文字 の 修正 は 、 

・ メ イン メニ ュー に 戻る 前 な ら 、 文 字 カ ー ソ ル を まち が えた 文字 に 合わ せ た 後 、 
を 押し ます 。 空 白 が 上 書き され ます か ら 、 そ の 位置 に 再度 カー ソル を 合わ せ て 、 正 し い 
文字 を 入力 し 直し て くだ さい 。 

・ メ イン メニ ュー に 一 度 戻 っ た 後 で 修正 し た いと き は 、 消 し ゴム (⑤ 〇 142 ペ ー ジ ) や コピ ー 
( 何 も 描 か れ て いな い 部 分 を 消去 し た い 部 分 に コピ ー す る (>148 ペ ー ジ )) を 使っ て 、 
まち が えた 文字 を 消し た 後 、 正 し い 文 字 を 入力 し て くだ さい 。 


文字 表示 を 終了 し た いと き は 


「 未 確定 」 の 文字 が な い 状 態 で を 押す と 、 文 字 表示 を 終了 し て メイ ン メ ニュ ー に 戻 
り ま す 。 














WW で こき NUIT 情状 


ン 
ン 


ーー ーー 
ご 























各 キ ー の 機能 一 覧 


er っ (文字 表示 ) で 使う 独特 な キー の 機能 を まとめ て お きま す 。 


















次 候補 の 漢字 を 候補 文字 表示 欄 に 表示 する 。 
前 候補 の 漢字 を 候補 文字 表示 欄 に 表示 する 。 
区 点 コ ー ド を 入力 する 。 

・ 入 力 さ れ た 読み に 対応 する 候補 漢字 を 表示 する 。 

・ 指 定 され た 候補 漢字 を 画面 に 表示 する 。 

・ 区 点 コ ー ド 表示 欄 を 表示 する 。 

・ 入 力 さ れ た 区 点 コ ー ド に 対応 する 文字 (記号 ) を 画面 に 表示 する 。 
還 | 未 確 定 の 文字 を 変換 し な いで 確定 し 、 カ ー ソ ル 位置 に 表示 する 。 
・「 未 確定 」 の 読み を 取り 消す 。 

・ 候 補 漢 字 表 示 欄 を 消す 。 

・ 区 点 コ ー ド 表示 欄 を 消す 。 

・ 文字 表示 機能 を 終了 し 、 メ イン メニ ュー に 戻る 。 
表示 する 文字 の 装飾 パタ ー ン を 設定 する 。 

表示 する 文字 の サイ ズ を 設定 する 。 
表示 する 文字 の 色 を 設定 する 。 
表示 する 文字 を 装飾 する 色 を 設定 する 。 
| LCLS/HOME ]| 全角 文字 と 半角 文字 を 切り 替え る 。 

| [SELECT] | 入力 モー ド を 切り 替え る 。 
















































































































イー ジス キャ ナ で 繧 を 読み 込む 





1 イメ ー ジ ・ ス キャ ナ (FW-RSU 1W) と イメ ー ジ ・ ス キャ ナ / ハ ン デ ィ プ リン タ 
・ イ ンタ ー フ ェ イ スカ ー ト リッ ジ F S 一 | F A 1 を 接続 し て 、 印刷 物 や 手書き の イラ 
スト な どの 絵 を 読み 込み 、 画面 上 に 表示 し ます 。 


イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 入 力 を 選ぶ 


[ 旧 | に カー ソル K。 を 合わ せ て 、 


を 押す 。 











すこ さ MIMIN 貼 呈 音 





* 
ン 
ン 


(イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 入 力 の サブ メニ ュー) 


トー 
= 








FW 一 RSU 1W の 線 密 度 切換 スイ ッ チ や 階 調 切換 スイ ッ チ を 設定 し 、 イ メー 


ジ ・ ス キャ ナ を 読み 込み た い 印 刷 物 ツ や イラ スト な どの 上 に セッ ト し ます 。 


| スタ ー ト | に カー ソル を 合わ せ て 、 
SPACE | を 押す 。 


イメ ー ジ ・ ス キャ ナ の スタ ー ト スイ ッ チ を 押し 、 移 動 さ せる と 


絵 を 読み 込ん で 画面 に 表示 し ます 。 


スタ ー ト スズ イチ 


イメ ー ジ ・ ス キャ ナ を 
動か す 方 向 


































































普 可 ご て 言 人 誤 


に トロ 


= 








線 密度 切り 換え ズ イ ッ チ の 設定 に つい て 


イメ ー ジ ・ ih 東 く 動か す と 、 取 り 込 ん だ 絵 が つぶ れ て し まい ます 。 
20mm の 速 さ で イメ ー ジ ・ ス キャ ナ を 動か す と 、 バラ ンス よく 取り 込む こと が で きま す . 
この と き の イ メー ジ ・ スキ ゃ ナ 【FWー RSU1W) の 線 密度 切り 換え スイ ッ チ と 取り 込 


め る 範囲 の 関係 は 次 の 通り で す 。 




















線 密度 切り 換え スイ ッ チ の 設定 
8 /mm ( 横 X 縦 ) 2 mm ( 横 X 縦 ) 4 /mm ( 横 X 縦 ) 
3 2X2 6m ーー 64X53m 





8 /mm の 場合 6 /m の 場合 
































































て くだ さい 。 














こ 知 守 上 














すこ へ NMNJMIN Ei 


ン 
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ーー 
ご 一 





国吉 ぶ 芝 と 誠 














@FW 一 R SU 1W 本 体 の 各 ス イッ チ の 設定 に つい て は 、 FW-RSUTND 








画面 に 表示 され て いる 画像 を 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 し ます 。 





に カー ソル K を 合わ せ て 、 


を 押す 。 








フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト す る 。 





(> 王 | @ フ ロッ ピー ディ スク は フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) され た も の で な けれ ば 使用 で きま せん 。 
_ ワー プロ の 初期 化 機能 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」 必 2626 ペ ー ジ ) を ご 利用 くだ さい 。 

ノロ ソ ピー ディ スク 1 枚 に 保存 で きる 画像 は 、 最大 13 枚 で す 。 付 属 の シス テム ディ スク の よう に 、 
他 の プロ グラ ム や デー タ が 保存 され て いる 場合 は より 少な く な り ま す 。 (た だ し 、2 DD ( 
倍 密度 倍 ト ラッ ク ) タイ プ の フロ ッ ピー ディ スク の 場合 ) 。 
1 枚 の 画像 を 保存 する の に 約 50 秒 か か り ま す 。 (内 蔵 ド ライ ブ 使 用 時 ) _ 
5 フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いて 、 増設 ドラ イブ に 保存 用 の フロ ッ ピー ディ /。 
ーー a に カ ー ソ ル を あわ せ て ac) を 押し 、 ド ライ ブ 指定 を 


(保存 ・ 呼 び 出 し の サブ メニ ュー) 




























保存 を 選ぶ 
馬 = 回 回 | に カー ソル 
>» を 合わ せ て 、 ゅ 
[SPAGE キ ー を 


押す 。 





アイ ル 名 を 入力 する 。 
] 文字 キー を 押す 。 
| ( 例 は 「SAMPLE1」 ) 


に カー ソル 


を 合わ せ て 、 
を 押す 。 叶 。 保存 する 。 に 


(また は 回 ) 








で < さき N NG 絹 中 並 














< モ | * を 選ぶ と 、 こ の 作業 を 取り 消し て メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 
| 、 @ フ ァイル 名 を まち が えた と き は 、 [BS ] で 消す こと が で きま す 。 


@ フ ァイル 名 に 使用 で きる 文字 は 英 大 文字 と 数 字 で 、8 文字 以内 で す 。 。 
| % フ ァイル 名 に は 拡張 子 を 人 力 し な いで くだ さい 106 rama 






カー ソル を 目的 の ファ ァイル に 放し [ SP/ 
確認 し た 後 回 回 | を 選び ます 。 
IO 








フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 され て いる 画像 を 呼び 出し て 、 画面 に 表示 し ます 。 









に カー ソル K を 合わ せ て で 


SPACE | を 押す 。 


呼び 出し た い 絵 の 入っ て いる フロ 
きき ピー ディ スク を セッ ト す る 。 





i TEL am a 





を 選ぶ と 、 この 作業 を 取り 消し て メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 
枚 の 画像 を 呼び 出す の に 約 30 秒 か か り ます 。( 内 蔵 ド ライ ブ 使 用 時 ) トコ 































呼び 出し を 選ぶ 











3 SAMPLE 1 10-21 (0 40 

ea SAMPLE 2 10—23 11=08 

KO スタ [回 yl に カー ソル SAMPLE3 10-26 09=25 
SPACE を 押す 。 MF 選 居 pq RIQUT 

File name: BR 











ァイル を 指定 する 。 
S il 
IE SAMPLE 3 10—26 09= 0 
わせ て 、 Mod 上 gl pn lou] | | 


を 押す 。 File name: SAMPLET — 





に カー 
ル を 合わ せ て 、 
(SPACE] を 押す 。 只 呼び 出す 。 


(また は 回 ) 








Si 






ーー ご で こき NN 


ペー 
= 




















表示 され て いる 画像 に 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら フ ァイル を 指定 し て 画像 

を 呼び 出し 、 合成 し ます 。 ' 

た だ し 、 指定 する ファ イル の 画像 の バッ ク は 必ず 時 (通明 ) に し て お いて 
だ さい 。 


黒い パッ ク に 赤い 花 が 描か れ て いる 画像 を [回 知 | を 使っ て 呼び 出す と 、 現 在 表示 され て 
いる 画像 に 上 か ら 赤い 花 の 絵 を 貼り 付け た よう に 見 えま す 。 





(画面 に 表示 され て いる 絵 ) (呼び 出す 絵 ) (合成 し た 絵 ) 


に カー ソル K を 合わ せ て 、 
L SPACE ] を 押す 。 





還る 
回 


(メイ ン メ ニュ ー) 








呼び 出し た い 絵 の 入っ つて いる フロ ッ 
回 ylur | うう ピー ディ スク を セッ ト す る 。 





(保存 ・ 呼 び 出し の サ プ メ ニュ ー) 











@ QUT| を 選ぶ と 、 こ の 作業 を 取り 消し て メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 





@ 1 枚 の 画像 を 呼び 出す の に 、 約 30 秒 か か り ま す 。( 内 蔵 ド ライ ブ 使 用 時 ) 
























[ 固 器 | に カー ソル 
ゅ 。 を 合わ せ て 、 
a (SPACE) を 押す 。 
ファ イル を 指定 する 。 
呼び 出し た い 画 


像 の ファ イル 名 

CR > に カー ソル を 合 
わせ て 、 (SPACE ) 
を 押す 。 





に カー ソ 


ル を 合わ せ て 、 や 
i 呼び 出す 。 


(また は 貼 ) 






























こさ NJMINS 冊 半 


ン 
ン 


ーー 
em 





画面 に 表示 され て 2 oN E で す 。 














に カー ソル KS を 合わ せ て 


を 押す 。 


(メイ ン メニ ュー) 


プリ ンタ の 取扱 説明 書 に し た が っ て 、 用 紙 の セッ ト な どの プリ ンタ の 準備 を する 。 _ 


プリ ンタ の 取扱 説明 書 に し た が っ て 、 プリ ンタ の プリ ンタ 送り ピッ チ (改行 ピッ 
チ ) を 確認 する 。 (1/180 イ ンチ また は 1/120 イ ンチ ) 


プリ ンタ と 本 機 と の 接続 は 、 必ず 電源 スイ ッ チ を 切っ た 状態 で 行っ て くだ さい 
ィ ッ クツ ー ル の 印刷 機能 は SE ドッ ト 熱 転写 カ ラー 河 字 プリ ンタ 




























プリ ンタ の 送り ピ 
ッ チ を 指定 する 。 、 


に カー ソル を 合 哨 


G@ る 2 わせ る 。 


プリ ンタ の 送り 
ピッ チ に 合わ せ て 、 
| SPACE | を 押す 。 呈 イン " 
た は |1 ノ 1 8 0 | 
を 選ぶ 。 
ey に 
KO ペタ \ = カー ソル を 合わ 
せる 。 


印刷 を 開始 し 、 
押す 。 只 に 
SPACE ] を 6 


sp 


LSPACE ) を 押す 。 


* 注 意 @ プ リン タ の 送り ピッ チ と |4 - カ 

e プ リン タ の 電源 を 一 度 切 ら な いと 、 プ リン タ 送 り ピ ッ チ が 変わ り ま せん 。 
e 名 印刷 行 の 行間 が あい た り 、 印刷 さ れ た 絵 の 縦横 の 比率 が 大 きく 異な る 場合 は 、 
送り ピッ チ の 設定 を 変え て 、 印 刷 し 直し て みて くだ さい 。 


印刷 する 画面 の 配色 に よっ て は 表示 画面 どおり の 絵 に な ら な い 場 合 も あり ます 。 
@E 刷 を 中 断 し た いと き は 、F S 一 PC 
し な が ら [STOP) キ ー を 押し ます 。 
F S 一 P C 1 の 場合 は (CTRL」 キ ー を 押し 
_ 押し て 、 プ リン タ を 止め 、 も う 一 度 E 
戻り ます ーー 











e 印 刷 さ れ た 画像 は 、 画面 の 表示 と 縦横 の 比率 が 多少 異な り ま す 。 ま た 、 白 黒 で 印 


WW でき NYG 冊 m 症 
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第 6 草 


カラ 印刷 リール 


付属 の 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 な ど で 作 成 し て フロ ッ ピー ディ スク に 保存 


し た 絵 を 、 当 社 製 カラ ー プ リン タ FS-PC1 を 使っ て カラ ー で 印刷 する こと 

が で きま す 。 

※ こ の 章 で 説明 する カラ ー 印 刷 (マル チカ ラー 印刷 ) に は 、48 ドット 又は 
24Rw MSX 用 カラ エー プリ ンタ と マル チカ ラテ リボ ポン ガ がめ 要 で す 。 


推奨 機種 46 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プリ ンタ FS-PC1 (当社 製 ) 
ペル 地力 ラー リポ ンジ カ セッ ト CF-PR231(CA) (当社 製 ) 


※ 印 刷 で きる 絵 は 、M S X 2 また は MSX2 十 、MSX turbo R パ ソコ 
ン の SCREEN8 モ ー ド で 作成 され 、 デ ー タ を 圧縮 せ ず に フロ ッ ピー ディ 
スク に 保存 され た 繧 に 限ら れ ま す 。 


例 : 下 の ソ フト で 作成 し た 絵 を カラ ー 印 刷 で きま す 。 
「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 (本 機 の 他 、FS-A1ST/WSX/WX/FX/ 
FM/F に 付属 ) 
| スキャ ナ 取 り 込 み 」 (当社 製 FS-IFA1 に 付属 : た だ し 、SCREEN8 
で 作成 し た 絵 の み ) 
(T&Esoft 製 : た だ し SCREEN8 で 作成 し 
「 た 栓 の のみ) 500010tt{〔n ot 
。 (ビク タ _ 9 


HE li 














ヵ ラ ーEH 刷 ツー ル で の 印刷 例 (145X116」mm の 設定 で 印刷 ( 約 25 分 ) : 実物 大 ) 
(当社 製 プ リン タ FS-PC1、 マ ル チ カ ラー リボ ンカ セッ ト CF-PR231(CA) を 使用 ) 























































































































































































































(上 の 印刷 例 で は 、 本 書 印 刷 の 関係 上 、 実 物 に は 無い 色 ム ラ や 色 ズ レ が 発生 し て いる 場合 
が あり ます 。) 


「 カ ラー 印刷 ツー ル 」 で は 、 次 の サイ ズ で 印刷 する こと が で きま す 。 
「145X116」mm, 「72X58Jm, r36X29Jm。  「18X15Jmm 
(上 の サイ ズ ) (ヨコ ・ タ テ と も %) (の) (%) 


「 カ ラー 印刷 ツー ル 」 で は 、4 色 の リボ ン を 使っ て 256 色 を 近似 的 に 表現 し て お り で 
実際 の 画面 の 色 と 多少 ずれ て 印刷 され る 場合 が あり ます 。 


付属 の シス テム ディ スク 2 に は 、 上 の 印刷 例 を 含め て 、 2 種類 の サン プル が 入っ て いま す 。 














第 
B 
= 
章 
カ 
| 
印 
刷 


ン 
ン 


mm 
ご 








スタ ー ト の し か た と 終わ り が た 


スタ ー ト の し か た 




















内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ 付属 の 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 」 

を 「 切 」 に する 。 を 内 蔵 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド 
ライ ブ に 差し 込む 。 

電源 スイ ッ チ を 「 入 」 に する 。 


i = 
クル ピン ル po ルッ た 39y な 


カラ ェ 印 刷 * ジ ニル | 


- Dos> 


3 





カラ ー 印 刷 ツ ー ル を 
選ぶ 。 カラ ー 印 刷 ツ ー ル 
上 1 RN 
2 ヨイ LR 
[3 ] を 押す 。 2 
4. 





の: 和 
CYP 




















・ キー ボー ド を 選ぶ と き 画像 デー タ の 入っ た ディ スク を 
・ ジ ョ イ パ ッ ド を 選ぶ と き [ 2 ) > We 

陵 行 | 孤 六 
・ マ ウス を 選ぶ と き 


・ メ ニュ ー 画 面 に 戻る [4] 



































の 画面 に な り ま す 。 この と き は 、 シス テム ディ スク 2 を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に し 2 
RESET (リセ ッ ト ) ボタ ン を 押し て や り 直 し て くだ さい 。 
* フ ロ ほこ = ディ スク の 0 は 、 3 ト 切 替 スイ ッ チ を tM 回 

= ン ステ リティ スク :「 央 証 




























シス テム ディ スク 2 を 取り 出し 、 
印刷 し た い 絵 が 保存 され て いる フ 
ロッ ピー ディ スク を 差し 込む 。 











印刷 する ファ イル を 指定 し て 
くだ さい 


SAMPLEO1 PIC 89. 721 1315 
SAMPLE02 SC8 89722 1450 
SAMPLE03 .PIC 89727 2200 


終わ りか た 


右 の 画面 が 表示 され る まで 、 









を 押す 。 ュー gp 





SAMPLE06 .SC8 897.27 22:00 





を 押す 。 
































カラ ー 印 刷 ツ ー ル を [= 

STOP | を 押す 。 に 2 終了 し ます 
其 往 陣 湖 

_ | 

印 

刷 

シス テム ディ スク 2 を 差し 込み 、 | 
ル 


を 押す 。 













(MS メーD0S 2 画 
1] の 画面 に 戻り ます 。 


面 ) 


国 の 操作 で 「A>」 が 2 つ 以上 表示 され る 場合 が あり ます が 異常 





マル チカ ラー で 印刷 する 




















| 印刷 する ファ イル を 指定 し て プリ ンタ の 取扱 説明 書 に し た 
| 6 a が つて 、 用 紙 や マル チカ ラー リ 
。 1450 ボン カセ ッ ト の セッ ト な どの プ 

SAMPLE03 .PIC 897.27 22:00 リン タ の 準備 を する 。 


(プリ ンタ の 印字 濃度 は 中 央 より 「 淡 い 」 
側 で 調整 し て くだ さい 。) 


印刷 する 絵 を 画面 に 印刷 し た い 絵 の 
表示 させ る 。 ファ イル 名 に ] 
っ 。 カー ソル を 合わ ょ EE 印刷 し ます か 


せ 、 [Fl を a 
押 す 。 





























TE ran Tt 1 NE 
\ め 、 mm) : 5x x pe 
確か め : 36X29 18X15 (m 次 ペー ジ ) 


リボ ン 面 :A 面 B 画 
[ 実行 ] を 押す 。 ゅ ね らい 打ち | し な いる | ゅ KC 


四 囲 指定 : しない する 

















(印刷 設定 の 画面 ) 
印刷 する 。 印刷 中 印刷 終了 の 表示 が 出る 。 
* 表示 が 出 て か ら プ リン タ が 正 
を 押す 。 まる まで 少し 時 間 が か か り ま 








少し す 。 
(印刷 が は じ ま る まで に 少し 印刷 範囲 全体 に 対す 


Y パ か か 
RN る 印刷 し た 分 時 の 表 
所 





リッ 9 人 したら 実際 に 印刷 が 完了 し て いる こと を 確か め て [ 実行 を 












@ 印刷 を 中 断 し た いと き は 、 [ 取消 | を 押し て か ら 、 プ リン タ が 止ま る まで プリ ンタ の 印字 
_ チ ( ま た は オン ライ ンス イッ チ ) を 押し 、 プ リン タ が 止ま っ て か ら 再 び 印 字 可 スイ ッ チ : 
約 5 秒間 押し 続け て くだ さい 。 これ に より 、 プ リン タ が 印刷 開始 前 の 状態 に 戻り ます 。 
@ 印 刷 中 に 「 プ リン タ を 確か め て くだ さい 」 と 画面 に 表示 され た と き は 、 プ リン タ の リポ ボ ン 3 
を 確か め て くだ さい 。 ラ ンプ が 点灯 し て いる と き は 使用 中 の リボ ン 面 を 使い きっ て いま 
この 場合 は 、 プ リン タ の 説明 書 や FS-PC1 に 同 梱 の 「 カ ラー 印刷 に つい て の お 願い と ご 注 
に し た が っ て リボ ンカ セッ ト の 交換 な どの 処置 を し 、 印刷 を 続行 する と き は [ 実行 ) - 
て や り 直 す と き は [ 取消 ) を 押し て くだ さい 。 
< 還 吊 開 始 か ら 完了 まで 、 最小 サイ ズ で 約 3 分 、 時 大 サイ ズ で 約 25 分 必要 で す 。 







































印刷 を 終了 する 。 


[ 取消 を 押す 。 只 


SAMPLEO06 .SC8 89727 22:00 1& 























印刷 設定 の 項目 


ジ の 圏 で 設定 する 頂 目 の 内 容 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 


プリ ンタ 選択 : 接続 し て いる プリ ンタ の 種類 を 設定 し ます 。 

TPC1」……………FS-PC1 (当社 製 ) 

r プ リン タ 1 」………HBP-F1C (SONY 製 ) 

この 他 の プリ ンタ は お 使い に な れ ま せん 。 最初 は 「P C 1 」 に 設定 され て い 
ます 。 


サイ ズ ・ どれ ぐら い の 大 き さ に 印刷 する か を 設定 し ます 。 


リボ ン 面 : リボ ンカ セッ ト の 使用 する 面 (A 面 また は 昌 面 ) を 設定 し ます 。 リボ ンカ セッ 
ト の A 面 ・B 面 は 、 カセ ッ ト 上 に 刻 還 され て いま す 。 プ リン タ に セッ ト し た 
状態 で 上 か ら 見 える 刻印 が 、 使 用 する 面 で す 。 


ね らい 打ち  : 用 紙 に 印刷 を 開始 する 位置 を 、 調 整 す る か どう か を 設定 し ます 。「 する 」 に 
設定 し た と き は 、 印 刷 前 に カー ソル キー で プリ ンタ の 印字 ヘッ ド を 動か し 印 
刷 開始 位置 を 調整 し ます 。( 受 次 ペー ジ ) 


範囲 指定 . 表示 中 の 絵 全体 の 中 で 、 印 刷 する 範囲 を 指定 する か どう か を 設定 し ます 。『 す 
る 」 に 設定 し た と き は 、 印 刷 前 に 印刷 範囲 を 画面 で 指定 し ます 。 (> 次 ペー ジ ) 


設定 し た 「 リ ボン 面 」 と 実際 に 使用 する リボ ンカ セッ ト の リボ ン 面 が 違っ ・ 
リ さ れ て 印刷 され る た め 、 イ ンク リボ ン の 消費 量 が 多く 
ヽ て の お 願い と ご 注意 」 を 参照 し て くだ さい < 
し て 印刷 する と 、 画像 の デー タ が 一 部 省略 され る た 


保存 され て いる 絵 を 続け て 印刷 する と き は 5 の 操作 
か ら (F3 )( 再 表示 ) を 押し ます 。 
- 動 く 幅 が 、 白 県 印刷 より 大 き 








ロー は Mepk 


刷 


WM 



















@ ね らい 打ち の し か た 

































































印刷 設定 の 画面 で 、 リボ ン 面 A 面 B 面 
4 ぅ っ し な い する sy | 実行 | を 押す 。 
| 生 囲 指定 。 し な い する 
© 
印刷 する 位置 を 決め る 印刷 開始 位置 に 印字 ヘッ ド 
を 動か す 。 
用 紙 送 り ノ ブ ーー、 Sr 
SS で 上 下位 置 を kOe 0 o o | <) [実行 ] を 押す 。 
) 決め る 。 °°]. 
@ 範囲 指定 の し か た 
| 印刷 設定 の 画面 で 、 リボ ン 面 A 面 B 面 : 
| 了 | ね らい 打ち し な い する | を 押す 。 
| 詳 し な い する | 
| Se 
印刷 範囲 の 始点 カー ソル を 印 
を 決め る 。 刷 す る 範囲 の 左 終点 を 指定 し て くだ さい | 
うみ 上 に 合わ せ 、 横 1mm 終 ] mm 
KO て) を 押す 。 
マ ] 


(取り 込む 範囲 の 印刷 時 の 大 き さ が mm( ミ 
リ ) 単 位 で 表示 され ます 。) 





軸 と 同じ 操作 で 終 











点 ( 右 下 ) を 指定 す 範囲 は これ で よろ し いで すか z ニ 
ら > 生生 取 を 押す < 
@ 当社 製 48 ドット 府 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS- PC1 以 外 の プリ ンタ で は 、 ね らい 打ち 、 リ ボン ] - 


の 指定 、 範 囲 指 定 は で きま せん 。 
* ね らい 打ち の 印刷 開始 位置 の 設定 で 、 回 , 回 は 16 ド ッ ト 単位 、[SHIFT 回 , [SHIFT ) 
80 ド ッ ト 単 位 で 印字 ヘッ ド を 左右 に 移動 で きま す 。 
を ね らい 打ち の 基準 位置 に つい て は 、 ワ ー プロ 使用 説明 書 の 283 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 
$ ね らい 打ち と 範囲 指定 を 両方 と も 「 す る 」 に し た と き は 、 男 囲 指定 が 優先 さ 
操作 を し て か ら 、 ね らい 打ち の 操作 を し て くだ さい 。 



























第 7 草 


下條 小 ル 
MCM 


デジ トー クツ ー ル (紙芝居 ) は 、 グ ラフ ィ ッ クツ ソール や BASIC で 沸い 信 画 
像 と 第 4 章 の デジ トー クツ ー ル (音声 編集 ) で 録音 、 編 集 し た 音声 を 組み 
合わ せ て 、 音 声 付き の 紙芝居 を 作る こと が で きる ソフ ト で す 。 























紙芝居 機能 と は 


紙芝居 機能 は デジ トー クツ ー ル の 音声 編集 機能 ( 〇 81 ペ ー ジ ) で 作成 、 保 存 し た 音声 ファ 
イル と グラ フィ ッ ク ツ ー ル や BASIC で 作成 し た 画像 ファ イル を 使っ て 、 音 声 付 き の 紙 芝 
居 を 作る 機能 で す 。 

オリ ジ ナ ル な 4 コマ マン ガ を 作っ て みて は いか が で し ょ うか 。 


使え る デー タ は 


音声 ファ イル : デジ トー クツ ー ル の 音声 編集 機能 で 保存 し た 音声 ファ イル 。 (ファ イ 
ル の 拡張 子 が 「.PCP」 ま た は 「.PCK」 の ファ イル ) 








@ 画 像 ファ イル : 付属 の グラ フィ ッ ク ツ ー ル また は BASIC の SCREEN8 で 保存 し た 画像 
ファ イル 。( フ ァイル の 拡張 子 が 「.PIC」 ま た は 「. * *8」 の ファ イル ) 


あら か じ め 紙 芝居 に 使う 音声 ファ イル と 画像 ファ イル を 、 同 じ フ ロッ ピー ディ スク に 保存 
し て お いて くだ さい 。 ( 別 の フロ ッ ピー ディ スク で も か まい ませ ん が 、 操作 性 が 悪く な り 
ます 。) 


シナ リオ を 作る 


紙芝居 の 絵 と 音 を どの よう な 順序 で 並べ る か を シナ リオ で 指定 し ます 。 紙 芝居 機能 の 主 な 
作業 は この シナ リオ を 作る こと な の で す 。 

シナ リオ は 5 種類 の 命令 (コマ ンド ) を 使っ て 、 画像 を 表示 し た り 音 声 を 鳴ら す 順 序 や 回 
数 を 設定 し ます 。 要領 は 簡単 な BASIC の プロ グラ ム を 作る の と 同じ で す 。( 必 作り か た は 
182 ペ ー ジ ) 




















前 上 炊 | -・ | 」 | 実行 人 流 時 内 存 因 了 | 
1 放 アル ノコ ト 

2LOAD GAZ0U001.PIC ONSEI001.PCP 
3WAIT 10 ソノ カト . . . 

4LTOP 

5LOAD GAZ0U002.PIC ONSEI002.PCP 
6LOOP 2 

7PAUS ケツ マツ ハ ? 

8LOAD GAZOU003. PICONSEI003. PCP 
コマ ンド を 選択 し て くだ さい 


LOADIL00PIMAITlPAUS|*k*t| 用 手際 































































































- あと は この シナ リオ を 動か せ ば (実行 すれ ば )、 音 声 付き の 紙芝居 の よう に 楽し むこ と が 
で きま す 。 
また 作っ た シナ リオ を 「BASIC 形 式 」 で 保存 し て お け ば 、BASIC の コマ ンド に 変換 され 、 
プロ グラ ム の 一 部 と し て 利用 する こと も で きま す 。 


是 還 - 











ター ト の し か た と 終わ りか た 








シス テム ディ スク 2 を セッ ト し 、 
音声 編集 画面 で や を | 羽 に 


移動 し 、| SPACE ) を 押す 。 


RAM 内 に 音声 デー タ が な い 場 合 は 、 上 2 
の 操作 は あり ませ ん 。 


R を [いい え | に 移動 し 、 
SPACE | を 押す 。 


を 選ぶ と 保存 処理 (97 
ペー ジ ) に 移り ます 。 


紙芝居 画面 で |E) (終了 ) を 
押す 。 


シナ リオ デー タ が な い 場 合 は 、[ 3 の 操 
作 に 進み ます 。 


を 押す 。 


を 押す と 保存 処理 (>189 
ペー ジ ) に 移り ます 。 


シス テム ディ スク 2 を セッ ト し 、 


を 押す 。 


後 は 83 ペ ー ジ の 方 法 で 終了 し ます 。 
(マウ ス 、 ジ ョ イ パ ッ ド を 使用 し て いる と き に は 、 を 動か し て 操作 し ます 。) 





スタ ー ト の し か た 










音声 デー タ を 保存 し ます か ? 








ーー 1 ! | 国生 8 時 上 7 








3 
[mn] 
「 








ST | 





コマ ンド を 選択 し て くだ さい 
LOADILO0PIWAI TlP AUS**** A 


( 紙 六 居 画面 ) 
























































シナ リオ を 保存 し ます か ? 





実行 | は い 








取消 いい 















紙芝居 を 終了 し ます 
よろ し いで すか ? 


閑 [80] 2 











QuiT 

















































































































< 回 e lteglecmo| ww | seeeo jms 回 
ke jeJ[Wulllees eellsy 
ERASE DELETE [Pat]| [orr] [aw vInomwar = 
WW 
% | Cori ee IE 
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(AI 革 ) ミー ペー テマ 











コマ ンド の 選び か た | 


キー ボー ド か ら コ マン ド に 対応 する キー (シナ リオ の 1 画面 前 を 見 る と き は (前 )、 
な ど ) を 押し ます 。 

マウ ス や ジョ イ パ ッ ド を 使用 し て いる 場合 に は ゅ を コマ ンド に 合わ せ て トリ ガー ボタ ン 
A ま た は トリ ガー ボタ ン (1 ) を 押し ます 。 


修正 の し か た 


コマ ンド を 修正 する と き は カー ソル を 修正 する 位置 に 移動 させ 、 コ マン ド を 入力 し 直 
す 。 フ ァイル 名 や 文字 列 を 修正 する と き は 、 カ ー erie erie 
で 消し て か ら 新 た に ファ イル 名 を 入力 し ます 。 
行 単位 で 修正 する 場合 に は 行 挿入 と 行 削除 を 使い ます 。 
( 行 挿入 ) : カー ソル の ある 行 に 1 行 の 空白 行 を 挿入 し ます 。 





( 行 削除 ) : カー ソル の ある 行 を 1 行 削除 し ます 。 以 降 の 行 は 繰り 上 げ ら れ ま す 。 


シナ リオ を 作る 


画面 圧 に 表示 され て いる 1 、2 、3 、…‥… の 数 字 は 行 番号 と 呼び 、BASIC の プロ グラ ム 
の 行 番号 と 同じ で す 。 

シナ リオ を 動か す (実行 させ る ) と 行 番号 の 若い ほう か ら 順 に シナ リオ が 進ん で 行き ます 。 
シナ リオ の 中 で 使う コマ ンド は すべ て ~ の ファ ンク ショ ン キ ー で 入力 し ます 。 
入力 する 位置 に カー ソル を 移動 させ て ファ ンク ショ ン キ ー を 押し て コマ ンド を 入力 し ま 








aa 
180 ペ ー ジ の シナ リオ の 2 行 目 を 入力 する 方 法 を 例 に 説明 し ます 。 

| 2 行 目 の 先頭 に カー ソル を 移動 す ii 

る 。 カ ー ソ ル の 移動 は 、 CA mm | 


カー ソル キー : 行 や 文字 ご と の 移動 、 | 
: 前 の ペー ジ 表 示 


] 
・ 次 の ペー ジ 表 示 | マン ド を 衣 し て くだ さい 
LOADILOOPIWAITIPAUS| **** 彩音 A 補 了 
(LOAD) を 押す 。 
























































| 剛 前 ーー 1 | | 行人 滑 し 時 生保 存 上 了 
1 料 。 アル ヒノ コト 
12LOAD_ 


ey 8 





4 
5 
6 
\ 





| OT MRE 
D 1 




































表示 する 画像 ファ イル を 指定 し ます 。 


(DIR) を 押す 。 


画像 を 表示 し な いと き は 
を 押し て 6 へ 進み ます 。 


画像 ファ イル が 保存 され て いる フ 
ロッ ピー ディ スク を セッ ト し て 、 
を 押す 。 


呼び 出す ファ イル 名 に カー ソル を 


移動 させ て を 押す 。 


次 に 音声 ファ イル を 指定 し ます 。 


音声 ファ イル が 保存 され て いる フ 
ロッ ピー ディ スク を セッ ト し て 、 


を 押す 。 


(DIR) を 押す 。 
音声 を 再生 し な いと き は 
[実行 ] を 押し ます 。 





ディ スク を セッ ト し て くだ さい 





軸 




















実行 | | 取消 

















ファ イル を 選択 し て くだ さい 
001/004 
GAZ0U001.PIC 同 


GAZ0U002.PIC 
GAZ0U003.PIC 
GAZ0U004.PIC 








MM 
実行 | | 取消 | 表 









































前 次 


ーー | | | 生出 人 E 半 | 











1 


2LOADGAZ0U001.PIC 


3 
4 
5 
5 
7 


アル ヒノ コト 





8 
の 0 ファ イル を を A カ し て くだ さい 














pnl 








a a a 



































ディ スク を セッ ト し て くだ さい 





箇 





























実行 | [取消 | 





ファ イル を 選択 し て くだ さい 
001/004 


ONSEI001. PCP 

ONSEI002.PCP 

ONSEI003.PCP 
貞 





ONSEI004.PCP 











実行 | | 取消 | 殖 



































画 人 W 強 ) デー マ さ ー テ で 





呼び 出す ファ イル 名 に カー ソル を 


移動 させ て を 押す 。 


続け て シナ リオ を 入力 する 。 























BI 前 

1*k アル ヒノ コト 

2LOAD GAZ0U001.PICONSEI001.PCP 
3 

4 

5 

6 

7 

8 - a 
コマ ンド を 可 し て くだ きい 



































LOA0lLO0PIWAITIPAUS|** 














Wd 








紙芝居 画面 で [ R | (実行 ) を 
押す 。 


シナ リオ 中 に 使わ れ て いる 画像 
音声 ブフ ァイル が 保存 され て いる フ 
ロッ ピー ディ スク を セッ ト し て 
実行 ] を 押す 。 

途中 で 終了 させ た いと き は 、 シ ナリ オ 


画面 に 戻る まで を 押し つづ け 
て くだ さい 。 


に 3 














ディ ス 2 を セッ ト し て くだ さい 
EL 




















避 
7 
ニコ 
早 
デ 
ジ 
) 
ク 
1 











こん な コマ ンド が 使え ます 


シナ リオ の 中 で 使え る 各 コ マン ド に つい て 説明 し ます 。 








ファ イル を 呼び 出す 


機 能 : フロッピー ディ スク か ら 画 像 ファ イル を 呼び 出し て 表示 し 、 音 声 フ ァイル を 呼び 
出し て 音 を 出し ます 。 


書 式 :LOAD < 画像 ファ イル 名 > < 音声 ファ イル 名 > 
入力 例 :LOAD GAZOU001.PIC ONSEI001. PCK 


BASIC 変 換 後 の コ マン ド : BLOAD "画像 ファ イル 名 ",S : SET PAGE ,1 : BLOAD 
"音声 ファ イル 名 ” : SET PAGE ,0 : CALL PCMPLAY 
(@65536!, 131064!,1,S) 

補足: ・ 画 像 ファ イル 名 、 音 声 フ ァイル 名 は それ ぞ れ 省略 で きま す が 、 両 方 を 省略 する 

こと は で きま せん 。 

の 値 (131064) は 音声 ファ イル の 大 き さ に 関係 な く この 値 に 変換 され ま 
す 。 昔 声 フ ァイル の 大 き さ が 小さ い 場 合 等 、 修 正す る 必要 が ある 場合 に は 
ディ レク トリ で ファ イル サイ ズ を 調べ て 、_ _ の 値 を 
ファ イル サイ ズ 十 65536-8 の 値 に 修正 し て くだ さい 、。 

・ 指定 し た ファ イル の 内 容 を 変更 する と シナ リオ で の 表示 や 音声 も 変わ り ます 。 

※DOSZ の 画面 で 「D | R 還 」 と 入力 する と 、 保存 され て いる ファ イル の 
一 覧 が 表示 され 、 フ ァイル サイ ズ を 調べ る こと が で きま す 。 


ン ナ リオ を 繰り 返す LD 


LTOP か ら LOOP ま で の シナ リ オ を 指定 回 数 繰り 返し ます 。 








機 能 : 繰り 返し の 先頭 位置 を 指定 し ます 。 


書 式 :LTOP 


シナ リオ で の 使用 例 
入力 例 :LTOP 


OAD ONSEI002.PCK 


1 LTOP 
5 回 繰り 返す . I GAZOUOD1. PIC ONSEO1.PCK 
4 LOOP 5 




















機 能 : 繰り 返し の 終了 位置 と 回 数 を 指定 し ます 。 
書 式 :LOOP < 回 数 > 
入力 例 :LOOP 5 


BASIC 変 換 後 の コマ ンド : FOR ド 1 TO (回 数 ) (回 数 が 0 の と き ) ^ 
NEXT | GO TO ( 行 番号 ) 


補 足 : ・ 繰 り 返す 回 数 は 0 一 99 まで 指定 で きま す 。 
・ 0 の と き は 永久 に 繰り 返し ます 。 
・ 多重 ルー プ (LTOPLOOP の 中 に 別 の LTOP 一 LOOP が ある ) は で きま せん 。 


i ナー 

設定 し た 時 間 止め る WAIT 
機 能 : < 時 間 > で 設定 し た 秒 数 だ け シ ナリ オ を 停止 させ ます 。 停止 中 文字 列 > に 設定 
し た 文章 を 画面 に 表示 し 、 設 定 し た 時 間 が 経過 する と べく 文字 列 > は 消さ れ 、 シ ナ 
リオ を 再開 し ます 。 





書 式 :WAIT < 時 間 > (< 文字 列 >) 
入力 例 :WAIT 10 10 ヒ * ョ ウマ ッ テ ! 


BASIC 変 換 後 の コマ ンド : CALL PAUSECXX000) 


60 秒 を 越え る と き 
CALL PAUSE(50000) 
CALL PAUSE(XX000) メメ 時 間 一 50 
補 足 : < 時 間 > は 1 一 99 秒 、 く 文字 列 > は 15 文 字 以 内 の 英 数 カタ カナ 文字 。 
く 文字 列 > は 省略 する こと も で きま す 。 (BASIC で は 文字 列 の 表示 は 行い ませ 
ん 。) 











(本 人 強 ) モー ママ ー ナ マン JI 生 Ei 
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キー を 押す まで 止め る 0 


機 能 : シナ リオ を 任意 の キー (文字 キー、 数 字 キ ー、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 等 ) が 押さ れ 
る まで 停止 させ ます 。 停止 中 文字 列 > に 設定 し た 文章 を 画面 に 表示 し 、 任 意 の 
キー が 押さ れる と 文字 列 > は 消さ れ 、 シ ナリ オ を 再開 し ます 。 


書 式 :PAUS (< 文字 列 >) 

入力 例 : PAUS ティス クラ ヲ カ エ テ ! 

BASIC 変 換 後 の コマ ンド : IF INKEY$="” THEN く 行 番号 > 

補足: く 文字 列 > は 15 文 字 以内 の 英 数 カタ カナ 文字 。 ズ 文字 列 > を 省略 する こと も で き 
ます 。(BASIC で は 文字 列 の 表示 は 行い ませ ん 。) 画像 ファ イル や 音声 ファ イル 


が 複数 の フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる 場合 に 、 交換 する と ころ に 使う と 
便利 で す 。 





注釈 文 PEN 


機 能 : 実際 の 動作 と は 関係 あり ませ ん (画面 に は 何 も 表 示さ れ な い ) が 、 後 で シナ リオ 
を 見 た と き に シナ リオ の 内 容 が わか る よう に 、 タ イト ル や ぜ や 注釈 文 を 入れ る と き に 
使い ます 。 

書 式 :*※* ネ ネネ (< 文字 列 >) 

入力 例 : ネ ネネ ※ ネ ネ ワタ シノ イチ ニチ 


BASIC 変 換 後 の コ マン ド : * 


補 足 : く 文字 列 > は 15 文 字 以内 の 英 数 カタ カナ 文字 。 





ロッ ピー ディ スク に 保存 する 





フロ ッ ピ ー デ ィ スク に シナ リオ を 保存 し ます 。 
保存 に は 紙芝居 機能 の シナ リオ と し て その まま 保存 する 方 法 と 、BASIC の コマ ン ド に 変 
換 し て 、BASIC の プロ グラ ム 中 で 使え る 形 で 保存 する 方 法 と が あり ます 。 











































































紙芝居 画面 で (保存 ) を 、 270MNUC く KR  - 
本 。 BASI 
押す 。 ZN 
ay 
束 ] [ 束 
モー ド を 選択 する 。 ファ イリ 了 を し て くだ きい 
デジ トク 節 BAsIC 節 
BAS1C で 編集 ・ 実 行 で きる 
を 押す 。 i 紅 選 ナリ オフ ァイル を 作 し ます 
勅 ] [ 列 
を 押す 。 
> 
ファ イル 名 を 入力 する 。 
> | フイ 切 E コ トー 
ファ イル 名 は 8 文字 以内 の 英 数 カタ カ 
ナ 文 字 。 


(WNW 足 ) ミー マミ バー ナベ 





ーー ト 
トー こ J 
トニ ーー 


保存 する フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 
セッ ト し て [ 実行 ] を 押す 。 





























リッ ピー テグ か がら 5 時 び HH す 





フロ ッ ピー ディ スク か ら シ ナリ オ を 呼び 出し 
ます 。 こ こ で 呼び 出せ る シナ リオ は 「 デ ジ ト ー 
ク 形 式 」 の ファ イル の み で 、「BASIC 形 式 」 
の ファ イル は 呼び 出せ ませ ん 。( ツ 189 ペ ー ジ ) 


紙芝居 画面 で [ L ] (呼出 ) を 
押す 。 





呼び 出す ファ イル が 保存 され て い 
る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し 


を 押す 。 





呼び 出す ファ イル 名 に カー ソル を 


合わ せ て を 押す 。 

















ディ スク を セッ ト し て くだ さい | 






































ファ イル を 選択 し て くだ さい [東生 
001/001 
アル ヒノ コト 1999.12.2 















































前 | -・1 | | 行間 人 此 了 

















1[ 拉 | アル ヒノ コト 

2LOAD GAZOUD01. PIC ONSEI001. PCP 
3WAIT 10 ソノ カト. . 

4LTOP 
5LOADGAZ0U002.PICONSEI002.PCP 
6LOOP 2 

7 PAUS ケツ Y ツ 7 

8LOAD GAZ0U003.PIC ONSEI003.PCP 





コマ ンド を 選択 し て くだ さい 















































LOADILO0PIWAITIPAUS|* 料 縛 信和 








半 ) ギー ママ ー イ ナン 二 


シナ リオ を 消去 する 


画面 に 表示 され て いる シナ リオ を すべ て 消去 
し ます 。 

不要 な と ころ だ け を 部 分 的 に 消す 場合 に は 
「 行 削除 」( 〇 182 ペ ー ジ ) を 使い ます 。 


紙芝居 画面 で [ C | ( 全 消去 ) を 
押す 。 


消去 し て よい か 確認 し て 


を 押す 。 





シナ リオ を 人 消去 し ます 
よろ し いで すか ? 





灯 | は | 隙 い い 
































障 軟 |-・ 1 ! | 行人 財 加 存 較 7 
1 


2 
3 
4 
5 
6 
7 











コマ ンド を 選択 し て くだ さい 
LOADIL00PIWAITlPAUS 













































































デジ トー クツ ー ル の 紙芝居 で 作成 し た シナ リオ は 、「BASIC 形 式 」 で 保存 する と BASIC の 
プロ グラ ム と し て 利用 する こと が で きま す 。 
180 ペ ー ジ の シナ リオ を 「BASIC 形 式 」 で 保存 し 、 BASIC の 画面 に 呼び 出す (LOAD す る ) 
と 次 の よう に な り ま す 。 
1 SCREEN 8 :CLS 
10 アル ヒノ コト 
20 BLOAD"GAZOU001.PIC*。S:SET 
PAGE0。1:BLOAD"ONSEIO01.PCP*,S 
:SET PAGE0, 0:CALL PCMPLAY(@65 
536!,131064!, 1, S) 
30 CALL PAUSE (10000) 
40 FOR |=1 TO 2 
50 BLOAD"GAZOU002.PIC",S:SET 
PAGE0, 1: 昌 LOAD"ONSEI002. PCP”, S 
‘SET PAGE0O,。0:CALL PCMPLAY(@65 
536!,1310641, 1, 8) 
60 NEXT Il 
70 IF INKEY$=”” THEN 70 
80 BLOAD“ 台 AZOUOO3. PIC”, 8:S き SET 
PAGE0, 1:BLOAD"ONSEI003.PCP*,S 
・SET PAGEO,0:CALL PCMPLAY(@65 
5361!, 1310641, 1, S) 
Ok 
臣 











シナ リオ 中 の コマ ンド が BASIC の 名 命令 に 変換 され て いま す 。 こ の と き シ ナリ オ 中 に は 
あり ませ ん が 、 1 行 に 「SCREEN 8 : CLS」 と いう 行 が 必ず 加え られ ます 。 
また 、65536! や 131064! の 「 ! 」 は その 数 値 が 単 精度 で ある こと を 表し ます 。 


※ 単 精度 一 有効 数 字 6 桁 以 内 の 実数 で 、7 桁 目 を 四捨五入 し た 数 値 。・「 ! 」 が つい て 
いな い 数 値 は 倍 精度 と いい 、 有 効 数 字 14 桁 以内 の 実数 で す 。 
(⑤② 「BASIC 人 門 ) 


BASIC で シナ リオ を 実行 させ る に は 、 上 記 の よう に プロ グラ ム を 呼び 出し た 後 、 (RU) 
(nN) と 入力 する と 実行 で きま す 。 

この と き 、 フ ロッ ピー ディ スク に 目的 の 画像 また は 音声 ファ イル が な い 場 合 は 、 エ ラー を 
起こ し て 中 止 さ れ ま す 。 ま た シナ リオ 中 の PAUSE や WAIT で 表示 され た 文字 列 は 表示 さ 
れ な い の で 、 フ ロッ ピー ディ スク を よく 確認 し て 実行 する か 、 フ ロッ ピー ディ スク を 入れ 
替え る 必要 の ある 場所 の WAIT (CALL PAUSE (* * 000)) また は PAUSE (IF 
INKEY$="”” THEN ***) の 前 に 、PRINT# 命令 で メッ セー ジ を 表示 する よう に 修正 
し て くだ きい 。 


例 ) 180 ペ ー ジ の シナ リオ の 3 行 目 の メ ッ セー ジ を 表示 する に は 、 次 の よう な プロ グ 
ラム を 追加 し ます 。 
21 OPEN “GRP : ” AS #1 
22 PRESET (50,190) : PRINT 1,” ソ ノア トト. 














プロ グラ ム を 作る 


シナ リオ か ら BASIC に 変換 し た プロ グラ ム を 利用 し て 、 さ ら に 大 き な プ ログ ラム を 作る 
と き に は 、 次 の 2 種類 の 方 法 が あり ます 。 


ee これから 新しく プロ グラ ム を 作成 する 場合 


この 場合 に は 、 シ ナリ オ か ら 変 換 し た プロ グラ ム を 呼び 出し て お き 、 この 後に 付け 加 
えて 作成 し ます 。 前 ペー ジ の プロ グラ ム で あれ ば 90 行 か ら 入 力 し て いき ます 。 
前 ペー ジ の プロ グラ ム の 前 に 作成 する 場合 は 、 ま ず RENUM 症 令 で 行 番号 を 変え て お 
きま す 。 
例え ば 前 ペー ジ の プロ グラ ム を 200 行 か ら 始め た いと き に は 、 
RENUM 200,1,10 
と 人 入力 する と 200 210 220 230... と いう よう に 、 行 番号 が 変更 され ます 。 
その 後 10 20 30 40 と プロ グラ ム を 200 行 以内 で 入力 し ます 。 


@ すでに 作成 され て いる プロ グラ ム 内 で 利用 する 場合 


すでに 作成 し 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 (SAVE) され て いる プロ グラ ム と 結合 
せる に は MERGE と いう 命令 を 使い ます 。 





① シ ナリ オ の プロ グラ ム を RENUM 古 令 で 行 





210 "アル ヒノ 2 コト 
7 
Le] pa の « き 
変更 し ます . MHC 
ュ っ ルド a ラー ュ = テコ リー> : , 0: 
例え ば 200 か ら 始ま る 行 番号 に 変更 し て お 3 GALL PAUSE (10000) | 
FOR |=1 TO | 
いた と し ます 。 は 191 
S:SET PAGE0,0:CALL PCMPLAY(@6 | 
5536!,131064!,1,3S) 
260 NEXT 1 
270 IF INKEY$="“ THEN 270 
280 BLOAD^GAZOU003.PIC*,S:SET 
PAGE0, 1:BLOAD"ONSEIO03. PCP^, 
S:SET PAGEO, 0:CALL PCMPLAY(@6 
5536!, 131064!, 1, S) 
| 
る フロ ッ ピー ディ スク に アス キー セー ブ ( 保 ren 





存 〕 し ます 。 
SAVE “SINARIO1. BAS”, A 























トー ムペ ヘー き (上 連 所 ) 
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シナ リオ よ 


な る よう に 、 


な る 行 は この 場合 に は 2860 よ り 


大 きく 変更 し ます 。 
MERGE 命 令 で ② で 保存 し た プロ グラ ム と 


シナ リオ より 前 に 来る 行 は 200 よ り 小 
② で 保存 し た ファ イル 名 


さい 行 番号 


り 後 ( 
MERGE ”A : SINARIO1.BAS 


現在 画面 に 表示 され て いる プロ グラ ム を 結 


ます 。 (LOAD) 
合 さ せま す 。 


③ す で に 作成 し て ある プロ グラ ム を 呼び 出し 
い 行 を あけ ます 。 


④RENUM 命 令 を 使っ て シナ リオ を 挿入 し た 
⑥ 別 の ファ イル 名 で 保存 し 直し ます 。 
























付録 





ロー マ 字 ・ か な 変換 表 や エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 表 、「 故 障 か な ? 1 」 と | 
思っ た と き の 対 処方 法 、 仕 様 、 ス ロッ トマ ッ プ 、 よ く 使 われ る 用 語 の 解 
説 、 索 引 な ど を 記載 し て いま す 。 必要 な と き に お 読み くだ さい 。 | 








ロー マ 字 ・ か な 変換 表 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル で 「R か な 」「R カ ナ 」 モー ド を 使っ た と き の 変 換 表 で す 。 
ワー プロ や B A S 1 C の 場合 と は 一 部 異な っ て いま す の で ご 注意 くだ さい 。 
(ワー プロ 使用 時 の ロー マ 字 ・ か な 変換 表 選 別冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」) 
(BAS TC 使用 時 の ロー マ 字 ・ か な 変換 表 必 別 冊 の 「BAS 1C 人 入門 」 ) 























小文字 の 対照 





あ L A い L 1 う LU え LL 表 お LO 
ゃ LYA 旨 し Y! ゅ LYU え LYE ょ LYO 


音 、 促 音 の 対照 
ぎゅ GYU | ぎ ぇ GYE 











ぎゃ GYA| 








き ょ KYO 








し ゃ SYA 
SHA 


TYA 





1 DHA 


ぢ ゃ DYA| ぢ お ぃ DYI | ぢ ちゅ DYU 


て ゃ THA | て いい THI | て THU 


ゆ 
で ゆ 





NYA 














































































トメ モ ) 











HYAlOu HYI HYE | ひ ょ HYO 

BYAIOu BYI び ぇ BYE IO BYO 

PYAI び ぃ u PYI び ぇ PYE | ぴょ PYO 

FAlSu FI る FEMS FQ 

FYA | ふい FY I ふえ FYE | ぶ ふ ょ FYO 
MYA | みぃ MYI 

りゃ RYAI り ぃ RYI り ぇ RYE | り ょ RYO 

う ヾ ぁ VA l う ヾ ぃ VI う ヾ ぇ VE | う ヾ ぉ VO 





(ヴァ ) 





@「 っ 」 は 同じ 子音 を 2 回 押し ます 。 


@「X」 を 押す と 、 





「 ト 一 」 (長音) が 表示 され ます 。 


(ヴォ ) 


@「 づ 」「 ヴ 」 は 、 ひ ら が な 表示 の と き 「 う 」 と 「 ヾ 」 で 2 文字 分 の スペ ー ス が 必要 。 


カタ カナ 表示 の と き は 、 





「 ヴ 」 で 1 文字 分 の スペ ー ス 。 

















エエ フー メッセ ー ン 表 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 、 デ ジ ト ー ク ツー ル 、 カ ラー 印刷 ツー ル 関 係 
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同じ ファ イル 名 が 存在 し | 既に 使用 され て いる | 


て いま す も の と 同じ ファ イル 
名 を 指定 し て 保存 し 
よう と し た 。 
書き 込み エラ ー が 発生 し | フロ ッ ピ ー デ ィ スク 
の 記憶 領域 が 足り な 
い 。 ま た は 保存 され 
て いる ファ イル の 総 
数 が 112 個 に 達し て 
いる 。 
書き 込み 禁止 を 解除 し て | フロ ッ ピ ー デ ィ スク 
くだ さい が ライ ト プ ロ デ タ ト 
(書き 込み 禁止 ) の 
状態 で 保存 し よう と 
し た 。 
拡張 子 が PCK の 
ファ イル が 指定 され 
て いる シナ リオ デー 
タ を BAS1C 形 式 


この シナ リオ デー タ は 
BAS IC 方 式 で 保存 
で きま せん 


で 保存 し よう と し た 。 


MSXーDOS の 画 
面 か ら 付 属 ソ フト を 
スタ ー ト させ よう と 
し た 。 

行 挿入 を 行っ た 行 に 


この ソフ ト は 
MSXーDOS2 で 


動か し て くだ さい 

コマ ンド が 挿入 され て い 

ませ ん コマ ンド を 入力 し て 
いな い 。 

コマ ンド の 指定 が 間違っ | LOAD コ マン ド の 

て いま す あと に ファ イル 名 を 
入力 し て いな い 。 


2 


・ 上 書き する と き は [実行 ] を 押す 。 
・ 上 書き し な いと き は [取消 } を 押し て 
別 の ファ イル 名 を 指定 する 。 


を 押し て 表示 を 消し 、 別 の フォ 
ー マ ッ トト 済み の フロ ッ ピー ディ スク を 
内 蔵 ド ライ ブ プ に 入れ て か ら 、 操 作 を や 
り 直 す 。 


フロッピー ディ スク の ライ ト プ ロ デ み 
ト を 解除 し て 、 操 作 を や り 直 す 。 


を 押し て シナ リオ デー タ を 変更 
する か 、 デ ジ ト ー ク 形式 で 保存 する 。 


内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し 
て 、 電 源 ス イッ チ を 入れ な お すか リ 
セッ ト ボ タン を 押す 。 


行 挿入 を 行っ た 行 に コマ ンド を 入力 す 
る 。 





LOAD コ マン ド の あと に ファ イル 名 
を 人 入力 する 。 





LOOP コ マン ド の 
あと に LOOP 回 数 
を 入力 し て いな い 。 


LOOP コ マン ド の あと に LOOP 回 
数 を 入力 する 。 








WA lT T コマ ンド の 
あと に 時 間 を 入力 し 
て いな い 。 


WAIT コマ ンド の あと に 時 間 を 入力 














シス テム ディ スク 2 を 
セッ ト し て くだ さい 


内 蔵 ド ライ ブ (増設 
ドラ イブ 接続 時 は 増 
設 ド ライ ブ ) に シス 
テム ディ スク 2 を 人 
れ て いな い 。 


内 蔵 ド ライ ブ (増設 ドラ イブ を 接続 し 
て いる と き は 増設 ドラ イブ ) に 付属 の 
シス テム ディ スク 2 を 入れ て [実行 ] を 
押す 。 





シナ リオ デー タ が あり ま | シナ リオ デー タ が な 


せん 


いと き に シナ リオ を 
実行 、 全 消去 また は 
保存 し よう と し た 。 





テッ | 
だ さい 


デー タ が いっ ぱい で 挿入 
で きま せん 





内 蔵 メ モリ が R AM ディ 
スク 等 で 使用 され て いま 
す 

書き 換え て も よい で すか 
ファ イル が 見 つか り ま 
せん 


フロ w ピー ディ スタ 
を ドラ イブ に 入れ て 
いな い 。 ま た は 、 
フォ ー マ ッ ト 済 み の 
フロ ッ ピー ディ スク 
を ドラ イブ に 入れ て 
いな い 。 

シナ リオ デー タ が 99 
行 ま で 使わ れ て いる 
と き に 、 行 挿入 を し 
うと し た た 。 

R AM ディ スク を 設 
定 し た 状態 で デジ ト 
ー ク ツー ル を 始め よ 
うど と し た 。 

フロ ッ ピー ディ スク 
を まち が えて いる 。 
印刷 する 絵 の フ ァ イ 
ル 名 の 拡張 子 が 異な 


[取消 ) を 押し て シナ リオ デー タ を 作成 
する 。 





正しい フロ ッ ピー ディ スク を 内 蔵 ド ラ 
イブ に 入れ 、 を 押す 。 


99 行 以上 、 シ ナリ オデ ー タ を 入れ る こ 
と は で きま せん 。 


・ 内 蔵 メ モリ を その まま 残し て お く と 
き は [取消 ]} を 押し て 終了 する 。 

・ 内蔵 メモ リ を 壊し て デジ トー クツ ー 
ル で 使用 する と き は [実行 ] を 押す 。 

正しい フロ ッ ピー と 交換 する 。 


印刷 する 絵 の フ ァイル 名 の 拡張 を 
「P | C」 ま た は 「% の 8 」 に 変更 す 





る 。 
ラテ イル る が 間違っ て いい | 画像 ファ イル 名 また 


ます 





は 音声 ファ イル 名 の 
ファ イル 名 が 入力 さ 
れ て いな いか 、 拡 張 
子 が 間違っ て いる 。 


る 。 
正しい ファ イル 名 また は 拡張 子 を 入力 
す ⑮。 














プリ ンタ を 確か め て く 
だ さい 





保存 する デー タ が あり ま 
せん 


メモ リ 不 足 で す 
電源 を 切っ て 接続 
し な お し て くだ さい 


メモ リ 不 足 で す 

CTRL キ ー を 押し 
な が ら 電 源 ス イッ チ 
を 入れ て くだ さい 


ルー プ に エラ ー が あり ま 
す 





ワー プロ ソフ トヨ ウノ 
ワー クエ リア ガタ リマ 
セン ! 








プリ ンタ が 接続 され 
て いな いか プリ ンタ 


の 電源 が 切れ て いる 。 


プリ ンタ に 用 紙 が 


セッ ト さ れ て いな い 。 


プリ ンタ の イン クリ 
ボン が 終了 し た 。 

R AM に 音声 デー タ 
が 記録 され て いな い 
状態 で 保存 の 操作 を 
し よう た し た 。 
ドラ イブ が 2 台 
され て いる 。 


増設 ドラ イブ 1 台 を 


接続 し て いる と き に 、 


付属 ソフ ト を スタ ー 
ト し よう と し た 。 


LTOP ま た は LO 
OP の どちら か 片方 
の コマ ンド し か 指定 
し て いな い 。 

内 蔵 ソ フト 切替 ス 
イッ チ ヂ チ を 「 入 」 に し 
た 状態 で 、 シ フト 立 
ち 上 げ を し た 。 





本 機 と プリ ンタ の 電源 を 切っ て 接続 を 
確か め 、 両 方 の 電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 


プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト し て 印字 可 ス 
イッ チ を 押し 、 を 押す 。 


新しい リボ ンカ セッ ト と 交換 し (また 
[実行 ] を 押す 。 


は B 面 を 上 に し ) 
[取消 を 押す 。 
音声 デー タ を 録音 し て か ら 、 保 存 の 操 
作 を する 。 





増設 | 電源 スイ ッ チ を 切っ て 増設 ドラ イブ を 


1 台 取 り は ず し 、[CTRL] を 押し な が 
ら 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。( シ フト 立 
ち 上 げ を 行う と 、 付 属 ソ フト が 正常 に 
動作 し な く な り ま す 。) 

内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し 
て 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を 増設 ドラ イ 
プ に 差し 込み 、〔[CTRL] を 押し な が ら 
電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 


不足 し て いる コマ ンド (L TOP ま た 
は LOOP) を 設定 する か 、LTOP 
また は LOOP コ マン ド の ある 行 を 消 
去 する 。 

電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 を 
押さ ず に 電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 





ツラ イッ ク ーーーーー ' 


| メッ セー ジ | 





ABORTED 





て いな いと き に 、 
刷 を 行 お うと し た 。 





に アコ 
印 | 接続 し 、 







電源 スイ ッ チ を 切っ て か ら プ リン タ を 
ふた た び 電 源 ス イッ チ を 入れ 
て 初め か ら や り 直 す 。 























ABORTED 



























CRC error 


Disk full 


















DisK offline 


File not found 


NO CONNECT 


Other error 











フロ ッ ピー ディ スク | 別 の フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する 。 
の 記憶 容量 が 不足 し 
て いる 。 














うと し た 。 
ワラ 









プリ ンタ の 電源 スイ ッ チ を 入れ て か ら 
を 選ぶ 。 


プリ ンタ の 電源 ス 
イッ チ が 切れ て いる 
と き に 、 印刷 を 行 お 











リン タタ の 用 紙 が | プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト す る 。 
セッ ト さ れ て いな い 
と き に 、 印 刷 を 行 お 
うと し た 。 

フロ ッ ピー ディ スク | フロ ッ ピー ディ スク を 交換 する 。 
が 不良 また は こわ れ 
で いる 。 














指定 され た ドラ イブ | フロ ッ ピー ディ スク を 入れ て 、 操 作 を 
に 、 フ ロッ ピー ディ | や り 直 す 。 ま た は フロ ッ ピー ディ スク 
スク が 入っ て いな い 。| を 入れ て いる ドラ イブ を 指定 し 直す 。 


入力 され た ファ イル | 次 の 点 を 確認 する 。 

名 の ファ イル が 、 フ ・ フ ロッ ピー ディ スク を まち が えて い 
ロッ ピー ディ スク に | な いか が 。 

保存 され て いな い 。 | ・ フ ァイル 名 を まち が えて いな いか が 。 
・ ド ライ ブ 指 定 を まち が えて いな いか が 。 
イメ ー ジ ・ ス キャ ナ | 電源 スイ ッ チ を 切っ て イメ ー ジ ・ ス 
が 接続 され て いな い | キャ ナ を 接続 し 、 ふ た た び 電 源 ス イッ 
と き に 、 イ メー ジ ・| チ を 入れ て 初め か ら や り 直 す 。 
スキ ャ ナ を 選ん だ 。 
フォ ー マ ッ ト さ れ て | フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ ピー ディ スク 
いな い フ ロッ ピー 
ディ スク を 操作 し よ 
うど し 。 





















OVERLAY OK? 








Write Protect 





6 





画像 を 保存 する と き | ・ 上 書き する と き は を 選ぶ 。 






に 、 す で に 保存 され | ・ 上 書き し な いと き は を 選び 
て いる ファ イル と 同 | 別 の ファ イル 名 を 入力 する 。 


じ 名 前 を 入力 し た 。 








画像 を 保存 する と き | ドラ イプ か ら フ ロッ ピー ディ スク を 取 
に 、 フ ロッ ピー ディ | り 出 し 、 ラ イト プロ テク ト を 解除 し て 
スク に ライ ト プ ロ テ | ドラ イブ に 入れ 、 を 押す 。 
クト が か か っ て いた 。 

































故障 か な ? ! と 思っ た ら 


故障 か な ? ! と 思わ れ た と き は 、 修理 を 依頼 され る まえ に 、 も う 一 度 以下 の 確認 を し て く 
だ さい 。 ま た 、 テ レビ や その 他 の 周辺 機器 の 取扱 説明 書 も 参照 し て くだ さい 。 そ ぞ それで も 
な お 異常 の 場合 に は 、 お 買い 上 げ 店 に ご 相談 くだ さい 。 


I EP ER EE FE EI TR 
灯 し な い ン セ ント に 差し | 込み 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。 
込ま れ て いな い 


画面 に 何 も 表示 | 接続 の し か た を | 本 機 と テレ ビ の 接続 を 確認 する 。 
され な い まち が えて いる 


画面 の 切り 替え | ・ テ レビ の R GB 端 子 に 接続 の と き 
が 間違っ て いる …… テ レビ を R GB 画 面 に 切り 替え る 。 
・ テ レビ の 映像 入力 端子 また は S 端 子 に 接続 の と き 。 
… テ レビ を ビデ オ 画 面 に 切り 替え る 。 


テレ ビ の 調整 不 | テレ ビ を 調整 する 。 


ツ パード ポ 、 = 
lak | テレ ビ を 調整 する 。 た だ し 、 映 像 ケー ブル で 接 
続 し て いる 場合 は 、 多 少 の 色 の に じみ や 画像 の 
ボケ は 発生 し ます 。 故障 で は あり ませ ん 。 


に テレ ビ の 輝度 を 下げ る 。 た だ し 、 表 示 画 面 の パ 
で 見 える ター ン に よっ て は 多少 の 曲がり は 発生 し ます 。 
画面 が 片 寄 っ て 故障 で は あり ませ ん 。 

いる メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 入出 カセ レク ト を 選び 、 
画面 の 一 部 が 欠 画面 表示 位置 の 調整 を 行う 。 (②71 ペ ー ジ ) 
け て いる 

時 計 表 示 が 遅れ 乾電池 を 交換 し て みる 。 (>24 ペ ー ジ ) 

た り 、 他 の 表示 

機能 が 狂う 


















翌 油 晶 中 


音 が 











ら な い 


き な い 


き な い 


BEEP 音 が 鳴 


プロ グラ ム が 正 | パソ コン 雑誌 な 
し く 動 作 し な い 


ジョ イ パ ッ ド や 
マウ ス が 操作 で | 差し 込む POR | プロ グラ ム の 説明 書 を 読ん で 、 接 続 する POR 











マウ ス が 操作 で 























テレ ビ の 音声 が 
小 に な っ て いる 


テレ ビ の 音声 を 大 きく する 。 
















次 の 命令 を 実行 する 。 
SET BEEP 1。8 
ボタ ン を 押し て いな いか 確認 す 
















る 。 
・ プ ログ ラム の キー 入力 ルー チン を 確認 する 。 
特に を 押し な が ら を 押 
し て 実行 停止 し た 状態 で キー 入力 に 異常 が 見 
られ な い 場 合 は 、 プ ログ ラム ミス の 可能 性 が 
大 きい 。 
入力 に まち が い が な いか よく 人 確認 する 。 
機械 語 に よる プロ グラ ム の 場合 、 機 種 に よる ス 
ロッ ト 構 成 の 違い の た め 、 プ ログ ラム を 変更 し 
な けれ ば 正常 に 動作 し な い 場 合 が あり ます 。 
接続 コネ クタ を P OR T に 確実 に 差し 込む 。 













どか ら 。 プ ログ 
ラム を 人 入力 し た 
























T が 異な る 
し PAUSE ) 
タン を 押し た 


T を 確認 する 。 
ボ | ・ も う 一 度 ボタ ン を 押す 。 
・ ソ フト に よっ て は 、 ボタ ン を 押 
す と ジョ イ パ ッ ド の コン トロ ー ル が で き な く 
な る も の が あり ます 。 























電源 スイ ッ チ を | 電源 スイ ッ チ を 一 度 切っ て 接続 し た 後 、 電 源 ス 
入れ た 後 で 、 接 | イッ チ を 入れ る 。 
続 し た 


連射 速度 調整 つま み を 「 切 」 に する 。 
る 

































| | 年 大 | 上 四 | 0 


処 置 
フロ ッ ピー ディ | 挿入 する 向き を | 正しい 向き に 挿 人 する 。 ( 必 39 ペ ー ジ ) 
まち が えて いる 











スク が ディ スク 
差し 込み 口 に 入 | すでに フロ ッ ピ | ディ スク 取り 出し ボタ ン を 押し て 中 に 入っ て い 
ら な い ー デ ィ ス ク が 入 | る フロ ッ ピー ディ スク を 取り 出し 、 使 用 する フ 
っ て いる ロッ ピー ディ スク を 挿入 する 。 

フロ ッ ピー ディ | 1 一 2 回 、 手 で オー トシ ャ ッ タ を 動か し て か ら 、 
スク の オー トシ | 挿入 し 直す 。 

ャ ッ タ の 動き が | (内 部 の 磁気 シー ト に 触れ な いで くだ さい 。) 
悪く な っ て いる 
エラ ー メ ッ セ ー | フロ ッ ピー ディ 
ジ が 表示 され る | スク の 不良 






































特定 の フロ ッ ピー ディ スク だ け に 異常 が 起き る 
場合 は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 不良 と 考え られ 
ます 。 
MSX パ ソコ ン で フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ ピー 









MS X 以 外 の パ 









ソコ ン で フォ ー | ディ スク 以外 は 使用 で きま せん 。 
マッ ト し た フロ | (⑤「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」 262 ペ ー ジ ) 

ッ ピ ー デ ィ ス ク | (フォ ー マ ッ ト を 行う と 、 す で に 保存 され て い 
を 使用 し て いる | る プロ グラ ム な ど は 消え て し まい ます 。 付 属 






の シス テム ディ スク は 絶対 に フォ ー マ ッ ト し 
な いで くだ さい 。 ) 
BASIC か MSX 一 DOS 2 を 使っ て 、 そ 
の フロ ッ ピー ディ スク の 呼び 出し た い フ ァイル 
が 保存 され て いる か が 確認 する 。 (BAS1C や 
MSXーDOS で は 拡張 子 も 忘れ ず に 入力 し て 
くだ さい 。) 
ドラ イブ 名 の ま | 増設 ドラ イブ を 接続 し て いる と き は 、 増 設 ド ラ 
ちがい イプ が ドラ イブ A と な り 、 ド ライ ブ 名 を 省略 す 
る と 増設 ドラ イブ を 指定 し た こと に な り ま す 。 
シフ ト 立 ち 上 げ | リセ ッ ト ボ タン を 押し て 、 最 初 か ら や り 直 す 。 
を し た 
その 他 の 原因 | 別冊 の 「BAS1C 入 門 ]」 の エラ ー メ ッ セ ー ジ 
表 を 参考 に し て 、 原 因 を 調べ る 。 













プロ ッ ピー ディ 
スク の まち が い 
ファ イル 名 の ま 
ちがい 







翌 敵 へ コテ ユリ 一代 さ 口 






























































R OM カー トリ 
ッ ジ が 動作 し な 
い 





差し 込み が 不 完 
| 人 










電源 を 切っ て 、 カ ー ト リッ ジ を 差し 直し た 後 、 
電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 
















・ MS X 仕 様 の カー トリ ッ ジ か 確認 する 。 
(MS X 仕 様 で な いも の は 使え ませ ん 。) 
・ カ ー ト リッ ジ 端 子 が 汚れ て いな いかが 確認 する 。 












台 型 立 ニ 届 








| 全く 動作 し な い 


プリ ンタ の 印字 
可 ス イッ チ を 押 
さなか っ た 


プリ ンタ の 印字 可 ス イッ チ を 押す 。 














作 


異な る 文字 が 印 
刷 さ れる 
ヒコ 





設定 し た カラ ー 
印刷 が で き な い 








| プリ ンタ の 誤 動 | 接続 が 不 完 全 

















コネ クタ の 接続 を 確認 する 。 








プリ ンタ の スイ 
ッ チ が 正しく 設 
定 さ れ て いな い 


マル チカ ラー リ 
ボン カセ ッ ト を 
セッ ト し て いな 
い 







プリ ンタ の リボ ン 選 択 ス イッ チ な ど を 正しく 設 
定 する 。 















・ MS X 仕 様 の プリ ンタ を 使う 。 

(FS—PC1, FS—PA1, FS—PK1 
な ど ) 

・ 汎 用 プリ ンタ モー ド に 設定 する 。 

・ 入 出 カ セレ クト で 、 使 用 する プリ ンタ を 正 し 
く 設 定 する 。 

プリ ンタ に マル チカ ラー リボ ンカ セッ ト を セッ 

ト す る 。 































| 
リボ ン 選 択 ス イ 
ッ チ が 「 シ ング 
ル 」 だ な っ で い 
た 





| プリ ンタ の 電源 スイ ッ チ を 「 切 ] に し 、 リ ポン 
選択 スイ ッ チ を 「 マ ル チ 」 に し て か ら 、 電 源 ス 
イッ チ を 「 入 」 に し て 、 初 めか ら 印 刷 し 直す 。 













*) 印刷 中 に 誤 ま っ て プリ ンタ の 電源 スイ ッ チ を 「 切 」 に し て 再び 電源 スイ ッ チ を 「 人] 


に し た と き は 、 プ リン タ の 電源 スイ ッ チ を も う 一 度 「 切 」 に し 、 パ ソン コン の ソフ ト に 
印刷 処理 を 中 止 さ せる 操作 を し て か ら 、 プ リン タ の 電源 スイ ッ チ を 「 入 」 に し て 印刷 
の 操作 を や り 直 し て くだ さい 。 











録 














団 囲 キナ テ へ Sx の ミミ 


団 団 ーーm エ の < 





ル 画 面 が 表示 さ 
れ た まま 、 次 の 
画面 に 移ら な い 


育 景 の 色 が 青 と 
異な る 
「Main R 
AM 512 Kb 
Vt e S」 の 表 
示 の 下 に 何 か 文 
字 が 表示 され る 
「O k」 の 文字 の 
か わり に 別 の 文 
字 が 表示 され る 
文字 や 背景 画面 
の 色 が 異な る 
1 行 に 表示 され 
る 文字 数 が 少な 
い (通常 は 29 文 
字 グ 行 ) 
表示 され る 文字 
が 小さ い 

ふ (カー ソル ) 
が 動か な い 


設定 し た パス ワー ド を 入力 する 。 。 


パス ワー ド を 忘れ た 場合 は 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 
を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ 


に し て 、 [GRAPH〕 と 

を 入れ る 。 

パス ワー ド を 取り 消す 場合 は 、B A S | C の 画面 で 次 の 命令 を 
入力 する 。 


SET _ TITLE 学 回 


・BASTIC の SE TT 命令 で 表示 モー ド を 設定 し た 場合 に は 、 設 


定 し な お す 。 

電池 の 交換 や 何ら か の 異常 操作 で 発生 し た 場合 に は 、 
を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。 

(この と き 、 画 面 モ ー ド も 初期 設定 され ます 。) 


< 初期 設定 に つい て > 
MS X の タイ トル 画面 で の パス ワー ド や タイ トル は 表示 さ 
れ ま せん 。B A S | C の 初期 画面 の 画面 モー ド は 次 の よう 
に な り ま す 。 
・SCREEN 1 で 「29 文 字 行 」 表 示 
・ 育 景色 は 青 、 文 字 色 は 白 
・ 症 令 受 け 付 け 可 能 時 に 表示 され る 文字 は 「Ok」 


・ マ ウス を 使う 場合 は 、 コ ネ ク タ の 接続 を 確認 する 。 
・ キ ー ボ ー ド で KK (カー ソル ) を 動か す 場合 は 、 


[GRAPH) を 
押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す 。 





本 機 の 仕様 


マイ クロ プロ セッ サ ラー 8 0 A 相 当 (クロ ッ ク 局 波数 = 3.579545 MHz) 
R800 (クロ ッ ク 周 波数 三 28.636360 MHz) 


80KB (漢字 BASIC) 

メモ 80KB (MSX DISK BASIC) 
16KB (MSX-MUSIC 拡 張 BASIC) 
256KB (16 ド ッ ト JIS 第 1、 第 2 水準 漢字 フォ ント ) 
512KB (MSX-JE 用 か な 漢字 変換 辞書 ) 
608KB (MSX-JE/ 内 蔵 ソ フト ) 
496KB (MSXView) 
512KB 
126KB 
32KB 


昌三 
リ 
Vー9 9 5 8 相当 
32 字 X25 行 一 8 WX 8 H ド ッ ト ノ 字 モ ー ド 
表示 文字 数 | 40 字 X25 行 - 6WX 8H ド ッ ト ノ 字 モ ー ド 


80 字 X25 行 - 6WX 8 H ド ッ ト ノ 字 モ ー ド 
256WX192H ド ッ ト 
映像 関係 | 表示 ドッ ト 数 | 256WX212H ド ッ ト 
512WX212H ド ッ ト 
64WX 48H ブ ロッ ク (1 プロ ッ ク は 4 X 4 ドット) 
選 


P S G :AY-3 一 8910A 相 当 
音声 関係 | コン トロ ー ラ | F M 音源 :YM2413 相 当 
P C_M:8 ビ ピッ ト 1ch 
内蔵 マイ ク | エレ クト レッ トコ ン デ ン サ マイ クロ ホン | 


キー ボー ド 文字 キー (J1S 配 列 ) 4 9 個 、 テンキー1 6 個 、 
制御 キー、 そ の 他 26 個 合計 9 1 キー 
電源 スイ ッ チ 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ 、 
スイ ッ チ ・ ボ タン リセ ッ ト ボ タン 、 デ ィ ス ク 取 り 出 し ボタ ン 、 
連射 速度 調整 つま み 、PAUSE ボ タン 
マイ クロ フロ ッ ピー 3 . 5 イン チ 両 面 倍 密度 倍 ト ラッ ク (2 DD) タイ プ 
ディ スク ドラ イブ | 記憶 容量 1MB (フォ ー マ ッ ト 時 720KB) 














カレ ンダ ー・ ク ロッ ク | 年 、 月 、 日 、 時 、 分 、 秒 を 記録 
( パ バッテリー バッ クア ッ プ 機能 付き ) 
2 個 (MS X 標 準 5 0 ピン ) 
2 個 (D サ ブ プ 9 ピン) 
| プリ ンタ | 1 旬 1 4 ピ シア シラ ミノー 
1 個 (ミニ D IN 4 ピン) 


MID | 出力 1 個 (DIN5 ピ ン ) 











(OUT) 端子 





1 個 (DIN5 ピ ン ) 


マイ ク 入 力 端子 | 1 個 (ミニ ジャ ッ ク ) 


1 1 個 (DIN8 ピ ン ) 





7 個 (電源 、CAP S、 か な 、 ポー ズ 、 
FDD IN USE、 高 速 モ ー ド 、 連 射 モー ド ) 
| 幅 425 m・ 興 行き 292 m・ 高 さ 89m _ 
3.4 kg (パッ クア ッ プ 乾電池 を 含む 
100 V 土 10 %、50/60 Hz 
22 W 
を + 
20~80 % (た だ し 結 填 し な いこ と ) 「 














デジ トー クツ ー ル 
音声 編集 (録音 、 再 生 、 エ コー、 ス ピー ド 、 波 形 表示 、 無 音 、 
削除 、 逆 さ 、 保 存 、 呼 出 、 合成 、 結 合 ) 
紙芝居 (LOAD、LOOP、WAIT、PAUS、※※ ネ ネネ ※ ネ ) 

グラ フィ ッ ク ツ ー ル 

ペン 、 直 線 ・ 円 ・ 四 角 、 塗 りつ ぶし 、 消 し ゴム 、 コ ピー、 
文字 表示 、 イ メー ジ ・ ス キャ ナ 人 入力 、 保 存 ・ 呼 び 出し 、 印刷 
カラ ー 印 刷 ツ ー ル 



















#32 


ーー に ーーー ドー ペー トー ドー 生生 ーー ペー ジー ネー ペー ドー ペー ネー 





02 








FFFF 











“#93 





#31 


#30 


#00 


0000 


BASC 





イタ 7 


4000 








_ 





よく 使わ れる 用 語 の 解説 


ここ で は 、 本 機 に 関す る 用 語 を 分 か りや すぐ く 説 明 し ます 。 


アイ コン 
イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 
エラ ー メ ッ セ ー ジ 
カー ソル 
改行 ピッ チ 


か な 入力 
ロー マ 字 入力 

区 点 コ ー ド 

実 行 

初期 化 


スク ロー ル 
全角 文字 、 半 角 文 字 


増設 ドラ イブ 
ソフ ト 
ディ レク トリ 
デー タ 
ドッ ト 
内 蔵 ド ライ ブ 


入 カ 
ハー ド 


メニ ュー の 中 の 操作 し た い 機 能 を 選ぶ た め の 表 示 。 

絆 や イラ スト を パソ コン の デー タ と し て メモ リ に 取り 込む 装置 。 
エラ ー 発 生 時 に その 内 容 を 示す 表示 。 

アイ コン を 選ぶ と き や 、 画 面 上 で 次 に 処理 を 行う 位置 を 示す マー ク 。 
プリ ンタ 送り ピッ チ 。 プ リン タ が 1 行 印 刷 す る ご と に 、 用 紙 を 送る 長 
さ の 単位 。 

ファ イル の 種類 を 区 別 する た め に ファ イル 名 の 後ろ に 付け る 。 フ ァ イ 
ル の 数 が 多い と き に 便利 で す 。 


漢字 を 和信 力 す る と き な ど に 、 ひ ら が な や カタ カナ の キー を 押し て 変換 
で きる 状態 が 未 確 定 。 

漢字 に 変換 する か 無 変換 の 操作 を し 、 も うこ れ 以 上 、 変 換 で き な い 状 
態 が 確定 。 

キー 上 に 書か れ て いる ひら が な を 押し て 入力 する の が か な 入力 、 キー 
上 に 書か れ て いる アル ファ ベッ ト を 押し て 入力 する の が ロー マ 字 入力 。 


10 進 数 の 2 桁 の 区 コー ド と 点 コ ー ド で 、 漢 字 な どの 文字 を 表し た も の 。 
入力 され た 命令 や プロ グラ ム に し た が っ て 、 実際 に 動作 を 行う こと 。 
フォ ー マ ッ ト の 項 参 照 。 ( 右 ペ ー ジ ) 

画面 上 に 表示 され て いる 文字 な ど を 上 下方 向 に 動か すこ と 。 

漢字 の よう に 縦 と 横 の 比率 が 約 1 : 1 の 文字 が 全角 文字 、1 : 0.5 の 文 
字 が 半角 文字 。 半角 文字 は カタ カナ 、 英 文字 、 数 字 、 記 号 の み で 、 漢 
字 に 変換 で きま せん 。 

本 機 の スロ ッ ト に 増設 し た フロ ッ ピ ー デ ィ スク ドラ イブ の こと 。 


ソフ トウェア 。 一般 に 、 コ ンピュータ に 何 か を させ る た め に 作ら れ た 
ダダ ログ ラム や デー 人 タ の こと 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ スク に 保存 され て いる ファ イル の リス ト を 表示 する 機 
能 。 
入力 され た 文字 、 数 値 、 記 号 な どの こと 。 

文字 や 図形 、 絵 な ど を 構成 する 点 の こと 。 

本 機 に 内 蔵 さ れ て いる フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ の こと 。 


コン ピュ ー タ に 人 病 令 や デー タ を 与え る こと 。 
ハー ドウ ェ ア 。 コ ンピュータ 本 体 や 周辺 機器 な ど 形 の ある 装置 の こと 。 

















バッ クア ッ プ 重要 な デー タ や プロ グラ ム の コピ ー を 取っ て 、 紛 失 や 破損 に 対応 で き 
る よう に する こと 。 

ファ イル プロ グラ ム や デー タ の 集合 を 、 コ ンピュータ が 管理 し や すい よう に ひ 
と まとめ に し た も の 。 

ファ イル 名 プロ グラ ム や デー タ の 保存 、 呼 び 出し の と き に 便利 な よう に 、 フ ァ イ 
ル に 付け て ある 名 前 。 

アオ ナー マッ か 新しい フロ ッ ピー ディ スク を M S X パソ コン で 使え る 状態 に する こと 。 

フォ ント 点 の 集まり で 文字 の 形状 を 表し た デー タ 。 

フリ ー エ リア パソ コン の メモ リ の 中 で 、 自 由 に 使え る 部 分 。 

プロ グラ ム コン ピュ ー タ で 処理 する 仕事 を 、 コ ンピュータ の 言葉 に 置き 換え て 書 


いた 命令 の 集まり 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 円盤 状 の 磁気 シー ト を ケー ス に 収め た も の 。 プ ログ ラム や デー タ を 保 


存する と き に 使う 。 
保 存 コン ピュ ー タ 内 の メモ リ に ある プロ グラ ム や デー タ を フロ ッ ピー ディ 
スク に 書き 込ん で 、 残 し て お く こ と 。 
メニ ュー 操作 が いく つか に 分 か れる と き に 出る 画面 表示 。 
メモ リ コン ピュ ー タ 内 で 、 プ ログ ラム や デー タ を 記憶 し て お く た め の 部 分 。 
呼び 出し フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる プロ グラ ム や デー タ を コン ピュ 


ー タ 内 の メモ リ に 読み 込む こと 。 

ライ ト プ ロ テク ト フロッピー ディ スク に 保存 され て いる プロ グラ ム や デー タ を 、 ま ち が 
っ て 消し た り 書 き 換 えた り し な いよ うに フロ ッ ピー ディ スク へ の 書き 
込み や 消去 を 禁止 する こと 。 

M S X エム エス エッ クス 。 各 メ ー カ ー の ハー ドウ ェ ア に 互換 性 を 持た せ 、 ど 
の メー カー の ソフ ト で も 使用 で きる よう に 開発 され た パソ コン の 仕様 。 

MSX—DOS2 DOS (ドス ) は ディ スク ・ オ ペレ ー テ ィ ング ・ シ ステ ム の 略語 で 、 
フロ ッ ピー ディ スク を 幅広 く 、 ま た 効率 良く 使用 で きる よう に する た 
め の MS X turbo R シ ステ ム 用 の プロ グラ ム 。 





マル チカ ラー 黒 、 マ ゼン タ 、 シ アン 、 黄 の 4 色 の イン クリ ボン が 、 そ ぞ それぞれ 1 色 だ 
リボ ンカ セッ ト け で 用 紙 の 1 行 全部 を 印刷 で きる 長 さ ずつ つなが り 、 1 つの 「 パ ター ン 」 
を 作っ て いる 。 


用 紙 の 1 行 分 の 印刷 に 必ず 1 つの パタ ー ン を 使用 する 。 こ れ に より 、4 色 
の 組合 せ で で きる すべ て の 色 を 印刷 する 事 が で きる 。 
付属 ソフ ト 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 な ど で 作成 、 保 存 し た 画像 の デー 
タ を 、 付 属 ソフ ト 「 カ ラー 印刷 ツー ル 」 を 使っ て 印刷 する と き に 使用 
する 。 
PCM パル ス ・ コ ー ド ・ モ ジュ レー ショ ン の 路 語 。 音声 を デジ タル 信号 ( 非 | 付 
常に 短 か い 時 間 で 音声 を 区 切り 、 測 定 し た 値 を 数 値 で 表わし た も の ) 
と し て 扱う 録音 、 再 生 方 式 。 





消し ゴム (描画 の 部 分 修正 ) 9 
結合 (d) 

原寸 コピ ー(9) 

合成 (画像 ) (9) 

合成 (d) 

高速 モー ド 

コン トロ ー ル 立ち 上 げ 


さ 行 


※(d) は デジ トー クツ ー ル 関係 
(9) は グラ フィ ッ ク ツ ー ル 関係 
(c) は カラ ー 印 刷 ツ ー ル 関係 
(m は MID 1 関係 

あ 行 


アイ コン 9) 107 
イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 人 入力 9⑨ 161 
色 の 指定 ⑨ 132 
印刷 9⑨) 170、172 


IN USE( イ ン ユ ー ス ) ラ ンプ 
下記 一 般 

エス ケー プ 立 ち 上 げ 

S 接 続 

MSXView 

円 (9) 

鍋 筆 (9) 

オー トシ ャ ッ タ 

音声 ガイ ド 

音声 ファ イル (gd) 


か 人 行 


カー ソル _ (9 

カー ソル ゅ 

改行 ピッ チ ( プ リン タ の 改行 幅 )(9 
回 転 コ ピー(9) 
外部 マイ ク 
拡大 ・ 縮 小 コ ピー(9) 
確定 (9) 

影 文 字 (9) 
画像 ファ イル (d) 
紙芝居 G) 
カレ ンダ ー 表 示 

逆 再 生 (d) 
区 点 コ ー ド (9) 

グラ フィ ッ ク ツ ー ル 9) 
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サイ ズ (<) 

削除 (d) 

サン プリ ング レー ト (9 
四角 (9) 

時 刻 ・ 日 付 の 設定 
自動 再生 

シナ リオ (9) 
シフ ト 立 ち 上 げ 

ジョ イ パ ッ ド 

新規 d) 

スピ ー ド (9 

全角 文字 (9) 

全面 消去 (9) 

ソフ ト (市 販 ) の スタ ー ト 


た 行 


直線 (9) 

ツー ル (d) 

デジ トー クツ ー ル (音声 編集 )(Q) 
デジ トー クツ ー ル (紙芝居 )(9) 
テン キー 

電卓 

登録 枠 ( 色 の 指定 ) (9) 

デジ トー タ 

時 計 表 示 








な 行 


内 蔵 マ イク 

入力 モー ド ⑨) 
塗り つぶ し 9⑨) 
ね らい 打ち (C) 


は 行 


背景 色 (9) 
は け (塗り つぶ し ) (9 
範囲 指定 (C) 
範囲 指定 (RANGE) (d) 
半角 文字 (9) 


標準 文字 (9) 
VSHELL 画 面 
フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) 
袋 文 字 (9) 

筆 (9 

不定 形 コ ピー(9) 

プリ ンタ 

プリ ンタ 送り ピッ チ 9) 
プリ ンタ 選択 (C) 


フロ ッ ピー ディ スク 
ペン ( 線 を 書く ) (9) 


ペン キ 缶 (塗り つぶ し ) 9) 


保存 (d) 
保存 (9) 
ポイ ンタ (9) 


ま 行 


マツ ウス 
マル チカ ラー 
リボ ンカ セッ ト ( で ) 
マル チカ ラー 印刷 (C) 
未 確 定 (9) 
1D 1I( 
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155 
140 
177、178 


133 
140 
176 

88 
156 
154 

43 

38 
154 
128 
151 


170 
177 


126 
140 
97、189 
164 
85 


32 


213 
172 
156 


無音 (d) 

虫 め が ね (9) 

メイ ン メ ニュ ー 画 面 
メイ ン メ ニュ ー 人 9 
文字 の 入力 

文字 表示 (9) 


や 行 


横 太 文 字 (9) 
容量 9) 
呼び 出し (9) 


~~ 


ら 行 


ライ ト プ ロ テク ト 

連射 速度 調整 つま み 
ロー マ 字 か な 変換 
録音 開始 d) 

録音 開始 音量 (d) 


アル ファ ベッ ト 


CALL 命令 
LOADd) 
LOOP(d) 
MSX—DOS2 
PAUS(d) 
WAIT 

ポポ ネネ ネネ (d) 


79、 


95 
130 


107 


155 
153 


62 
186 


213 
188 


188 

















別売 り 用 品 一 覧 





・48 ド ッ ト 熱 転写 カラ 
・ イ メー ジス キャ ナ 
・ イ メー ジス キャ ナノ ハン ディ プリ ンタ ・ イ ンタ ー フ ェ イス 
・MS X モ デム カー トリ ッ ジ 

・ 電子 手帳 通信 セッ ト 

・MS X 2 用 は が き 作成 ソフ ト 

・ マイ クロ ホン 


ーー 漢字 プリ ンタ 


: プラ グ ア ダ プ タ 


・14 型 カラ ー テ レビ (RGB マル チ 上 端子 付 ) 
・RGB ケ ー ブ プル 

・S 映像 コー ド (3 m) 

・ ジ ョ イ パ ッ ド 

・ 連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド 

・MS X 用 マウ ス 

・ 乾 電池 


アロ ピー ダディ ス @ 
・ ダ スト カバ ー 


・P CM キー ボー ド 
> 1 1 ケー ブル 


F S—PC1 

FW-RSU1W 

FS 一 IFA1 

F S 一 CM1 

F S 一 APA1 

FSSD305 

RP—VK17 CE 
AV アセ サリ ー 和 0 

RP-PA60A (オー ティ オ ビデオ た) 
AV ア クセ サリ ー 部 扱い 

TH—14G2 (テレ ビ 事 業 部 扱い ) 

FS—VC3011A 

vVW-CV3 (ビデ オ 事 業 部 扱い ) 

FS—JS220 

FS—JS222 

FS—JM1ーH 

ネオ ハイ トッ プ R 6 P (SUM-3 CNG) ) 
(松下 電池 工業 扱い ) 


AF 一 MF 2 DD 1 1 (磁気 記録 事業 部 扱い ) 
DFWVFSA1WX 


SX メ ーKN1000 
S ァ ーMD 5 一 K 


(電子 楽器 事業 部 扱い ) 
(電子 楽器 事業 部 扱い ) 


e ワ ー プロ と し て ご 使用 に な る 用 紙 、 リボ ンカ セッ ト 価 に つい て _ 
の 准 末 を ご 覧 くだ さい _ _ 





お 手入れ は や わら か い 布 で 


本 機 の 表面 が 汚れ まし た ら 、 や わら か い 布 - 
で お ふき くだ さい 。 強く こす っ た りす る と 、 の 、 (の さ C< 開 2> 
表面 に キズ が つく こと が あり ます 。 て デール い みっ 


水 で うす め た 中 性 洗剤 を や わら か い 布 に つ 
け 、 固 くし ぼっ て 汚れ を ふき 取り 、 そ の 後 
か わい た 布 で よく ふい て くだ さい 。 

ベン ジン 、 シ ン ナ ー な どの 薬品 は 絶対 に 使 
用 し な いで くだ さい 。 ま た 、 化 学 で ぞう きん 
を 使用 する 場合 は 、 そ の 注意 書き に し た が 
っ て お 使い くだ さい 。 





< nm 
ルン だ に PAS ) Ad 
に 
下記 の よう な サー ビス を 行っ て いま す 。 ご 不明 な 点 が ご ざい まし た ら 、 お 求め の 販売 店 、 
また は 最寄り の 「 お 客 様 ご 相談 セン ター」 (別紙 参照 ) に お 問い 合わ せく だ さい 。 


保証 期間 は 1 年 間 で すむ 
保証 書 は 大 切 に 保管 し まし ょ う 。 
保証 期間 は 、 お 買い 上 げ 日 か ら 1 年 間 で す 。 


保証 書 (別に 添付 し て あり ます ) は 必ず 「 お 買い 上 げ 日 ・ 販 売店 名 」 等 の 記入 を お 確か め の 
うえ 、 販 売店 か ら 受取 っ て いた だ き 、 内 容 を よく お 読み の 後 、 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 


保証 期間 一 お 買い 上 げ 日 か ら 1 年 間 で す 。 


修理 を 依頼 され る と き は 


まず 、「 故 障 か な ? ! と 思っ た ら 」( 層 204 ペ ー ジ ) に 従っ て 調べ て いた だ き 、 直 ら な いと き 
に は 必ず 電源 プラ グ を 抜い て か ら 後 の 処置 を し て くだ さい 。 


保証 期間 中 は 
保証 書 の 規定 に 従っ て お 買い 上 げ の 販売 店 が 修理 させ て いた だ きま す の で 、 坊 れ 入り ま 


す が 、 製品 に 保証 書 を 添え て ご 持参 くだ さい 。 

@ 保 証 期間 が 過ぎ て いる と き は 

お 買い 上 げ の 販売 店 へ ご 依頼 くだ さい 。 

修理 すれ ば 使用 で きる 製品 に つい て は 、 ご 和希 望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 

販売 店 に ご 依頼 に な ら な い 場合 に は 、 お 近く の 「 お 客 様 ご 相談 セン ター」( 別 紙 ご 参照 ) に 
ご 連絡 くだ さい 。 


補修 用 性 能 部 品 の 最低 保有 期間 


補修 用 性 能 部 品 と は 、 そ の 製品 の 機能 を 維持 する た め に 必要 な 部 品 で す 。 
当社 は 、 こ の 製品 の 補修 用 性 能 部 品 を 製造 打ち 切り 後 、 最 低 6 年 間 保有 し て いま す 。 


人 @ ア フタ ー サ ービス 等 に つい て 、 お わか り に な ら な いと き 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は お 近く の 「 お 客 様 ご 相談 セン ター」 (別紙 ご 参照 ) 
に お 問い 合わ せく だ さい 。 
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矛 告 な し に 変更 する こと が あり ます 。 
載 す る こと を 禁止 し ます 。 
Copyright © 妨 下 二 三 辱 業 疾 式 会 社 1991.All Rights HeserveQ. 
e 覚え の た め 、 記 入 さ れる と 便利 で す 。 
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